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本書は、平成元年度～平成 9年度に松山市東部の来住・久米地区で実施した宅地造成

に伴う緊急発掘調査の報告書です。

来住・久米地区には、国指定史跡「来住廃寺跡」、平成15年度に追加指定された「久

米高畑官衛遺跡群」があり、全国的に重要な古代遺跡の地域として知られるところです。

今回報告します久米高畑遺跡10次 。27次 。35次調査地からは、 8世紀の正倉院に伴

う方形の区画溝の一部を検出し、区画の規模を推定する資料が得られています。

また、全国的にも稀な久米高畑遺跡10次調査地出上の古代仏教関係の土製品、松山平

野でも数少ない鷹子町遺跡の滑石製石鍋が貴重資料として上げられます。

このような重要な成果を得ることができましたのも、埋蔵文化財に対する深いご理解

とご協力を賜った関係者のお陰であり、感謝申し上げますとともに、今後とも変わらぬ

ご援助を賜りますよう、お願い致します。

本書が文化財保護、生涯教育、埋蔵文化財調査妍究の一助となり、各方面にてご活用

いただければ幸いに存じます。

平成 16年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広
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例 言

1。 この報告書は、松山市教育委員会が平成元年 4月 に、松山市南久米町782-1、 財団法人松山市

生涯学習振興財団埋蔵文化野センターが平成 8年 4月 に来住町■45、 同年 5月 に南久米町765-

6、 平成 9年 11月 に鷹子町724-1・ 7で、宅地開発に伴う事前の緊急調査として実施した埋蔵

文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構は呼称を略号で記述した。竪穴住居址 :SB、 掘立柱建物址 :掘立、溝 :SD、 土坑 :SK、

柱穴 :SPと し、遺跡ごとに通し番号を付記した。

3.遺構の測量は、担当調査員指示のもと補助員・作業員が実施 した。

4.遺物の実測及び掲載図の製作は、調査担当者指示のもと整理作業員が行った。

5。 遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

6.写真図版は、遺構の撮影は担当者と大西朋子が、遺物の撮影は大西朋子が担当し、図版作成は
担当者と協議のうえ大西朋子が行った。

7.本書に使用した方位は、磁北と真北である。

8.本書に掲載した遺物及び写真 。図版等の記録類は、すべて松山市立埋蔵文化財センターにて収蔵
保管している。

9.久米高畑遺跡 10次調査では奈良国立博物館井口喜晴氏・松浦正昭氏 。岩戸晶子氏、奈良文化財研
究所山中敏史氏 。小林謙一氏・巽淳一郎氏に多 くの指導と助言を賜 りました。記 して、感謝申し

上げます。

10。 本書の執筆は梅木謙一、宮内慎一、河野史知、相原秀仁、水本完児が行い、梅木が編集した。

11.製版 カラー図版 -175線、白黒図版 -150線
印刷 オフセット印刷
用紙 カラー図版一 ニューVマ ットA版 86.5 kg使用
白黒図版― ニューVマ ットA版 86.5 kg使用
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第 1章 はじめに

1.調査・刊行に至る経緯

松山市教育委員会文化教育課 (現、文化財課)は、平成元年4月 に市内南久米町782-1で宅地開

発に伴う事前の発掘調査を実施し、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターは、平成 8

年4月 に市内来住町■45、 平成 9年 5月 に市内南久米町765-6、 同年11月 に鷹子町724-1他で宅

地開発に伴う事前の発掘調査を実施した。発掘調査に至るまでの詳細は、第 2章以降の各調査報告で

行い、ここでは遺跡名称と周辺遺跡について、若干の解説をする。

平成元年4月 に調査した南久米町782-1と 、平成 8年 4月 に調査した来住町1145は、埋蔵文化財

包蔵地「126 高畑遺物包含地」内にあり、周辺地の既存の遺跡調査から、前者は久米高畑遺跡 10次

調査地、後者を久米高畑遺跡27次調査地とした。平成 9年 5月 に調査した南久米町765-6は 、埋蔵

文化財包蔵地「127 来住廃寺跡」内にあり、周辺地の既存の遺跡調査から久米高畑遺跡35次調査地

とし、平成 9年 11月 に鷹子町724-1他は、埋蔵文化財包蔵地「129 鷹ノ子遺物包含地②」内にあ

り、周辺地の既存の遺跡調査から鷹子町遺跡 2次調査地とした。

野外調査以降は、各調査担当者が整理作業を行い、平成15年度には本格的な報告書作成作業を実施

した。この間では、松山市教育委員会文化教育課、後の同文化財課、松山市立埋蔵文化財センターな

らびに財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターは互いに協力・支援をし、作業の円滑化

に努めた。

表 1 調査地一覧

遺 跡 名 所 在 地 面積(r) 調 査 期 間

久米高畑10次 南久米町782-1 1,118 1989年 4月 1日 ～1989年 4月 28日

久米高畑27次 来住町■45 1,335 1996年 4月 3日 ～1996年 7月 4日

久米高畑35次 南久米町765-6 442 1997年 5月 7日 ～1997年 7月 31日

鷹子町 2次 鷹子町724-1・ 7 766.62 1997年 11月 4日 ～1998年 2月 27日
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2.組 織

平成 15年度刊行組織 [平成16年 3月 31日現在]

松山市教育委員会  教  育  長
事務局  局      長

企  画  官
企  画  官

松山市教育委員会文化財課  課      長
財団法人松山市生涯学習振興財団  理  事  長

事 務 局 長
事 務 局 次 長

埋蔵文化財センター  所      長
専門監兼学芸係長

次長兼調査係長

調  査  員
ク

中央 陽三
武井 正浩
遠藤 宗敏
石丸  修
八木 方人
中村 時広
三宅 泰生
菅  嘉見
杉田 久憲
高本 昌陽
西尾 幸則
梅木 謙一
宮内 慎一
河野 史知
相原 秀人
水本 完児
大西 朋子

″

ク

ク

″

3.環 境

本書で報告する4遺跡は、松山平野を代表する古代遺跡の来住廃寺や久米高畑官衡遺跡群が含まれ

る「来住・久米地区」に属している。この地区には多くの遺跡があり、報告書も刊行したものが幾つ

かある。したがって、各遺跡の歴史的 。自然地理的環境や久米高畑遺跡の内容は、以下の報告書を参

照していただきたい。

報告書一覧

『来住廃寺』松山市文化財調査報告書 第12集、1979年。

『来住廃寺 一平成 2年度調査概報 ―』松山市文化財調査報告書 第23集、1991年。
『来住 。久米地区の遺跡』松山市文化財調査報告書 第27集、1992年。

『来住廃寺遺跡 一第15次調査 ―』松山市文化財調査報告書 第34集、1993年。
『来住・久米地区の遺跡 Ⅱ』松山市文化財調査報告書 第44集、1994年。
『来住廃寺 一第19次調査 ―』松山市文化財調査報告書 第56集、1996年。
『小野川流域の遺跡』松山市文化財調査報告書 第57集、1996年。

『小野川流域の遺跡 Ⅱ』松山市文化財調査報告書 第66集、1998年。
『来住 。久米地区の遺跡 Ⅲ』松山市文化財調査報告書 第76集、2000年。
『小野地区の遺跡』松山市文化財調査報告書 第81集、2001年。
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F久米高畑遺跡 -25次調査―』松山市文化財調査報告書 第93集、2003年。

F来住・久米地区の遺跡 Ⅳ』松山市文化財調査報告書 第100集、2004年。

概要報告一覧

『松山市埋蔵文化財調査年報 I』 1987年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』1989年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』1991年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅳ』1992年。

『松山市埋蔵文化財調査年報V』 1993年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅵ』1994年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅶ』1995年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅷ』1996年。

『松山市坦蔵文化財調査年報Ⅸ』1997年。

『松山市埋蔵文化財調査年報X』 1998年。

F松山市埋蔵文化財調査年報11』 1999年。

『松山市埋蔵文化財調査年報12』 2000年。

『松山市埋蔵文化財調査年報13』 2001年。

『松山市埋蔵文化財調査年報14』 2003年。

『松山市埋蔵文化財調査年報15』 2004年。

-4-



第 2章

久 米 紛一局
ばたけ

畑 遺 跡
10次 調 査 地





第 2章 久米高畑遺跡10次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経過 (第 2図 )
昭和 63年 11月 10日 、 (有 )三瓶不動産より松山市南久米町782-1内 における宅地開発にあたり、

当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

申請地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地「No.126高畑遺物包含地」内に所在する。当該地は

松山平野北東部に広がる来住舌状台地上にあり、標高55～ 56mを測る。周辺には、南東約330mに久

米官衛遺跡群を構成する一施設の「回廊状遺構」、東約200mに 「久米評衡」の一部と想定される箇所

があり、松山平野における古代の重要遺跡地域にある。

昭和 63年 12月 5日 ～同月 7日 まで文化教育課は試掘調査を実施し、地表面下約030mで遺物包含

層や遺構を検出した。そのため当該地における遺跡の取扱いについて文化教育課と地権者は協議を行

い、開発工事によって失われる遺構について、記録保存の為、発掘調査を実施することとした。

(2)調査組織
調 査 地  松山市南久米町782-1

遺 跡 名  久米高畑遺跡10次調査地

調査期間  平成元年 4月 1日 ～同年 4月 28日

調査面積  1,118♂

調査協力  三瓶不動産有限会社

調査担当  西尾幸則・池田 学・河野史知

,咆

米
‐
町
Ｊ

②久米高畑遺跡35次
②久米高畑遺跡7次
⑫久米高畑遺跡17次
⑦久米高畑遺跡25次
②久米高畑遺跡31次

③久米高畑遺跡 1次
①久米高畑遺跡8次
○久米高畑遺跡20次
○久米高畑遺跡26次
○久米高畑遺跡32次

④久米高畑遺跡2次
③久米高畑遺跡11次
⑭久米高畑遺跡21次
○久米高畑遺跡27次
②久米高畑遺跡33次

⑤久米高畑遺跡4次
⑩久米高畑遺跡12次
○久米高畑遺跡22次
⑩久米高畑遺跡28次
⑮久米高畑遺跡34次

第 2図 調査地周辺の遺跡分布図 (S=1:3,000)
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久米高畑遺跡 10次調査地

2.層 位 綽4図 )

基本層位は第 I層暗黄色上、第Ⅱ層暗青灰色土、第Ⅲ層褐色土、第Ⅳ層茶褐色土、第V層責褐色土

であり、詳細は以下である。

第 I層―近現代の造成上

第Ⅱ層―農耕による耕作土で、厚さ15～ 18cmを測る。

第Ⅲ層一耕作に伴う客土で、厚さ8～ 10cmを 測る。

第Ⅳ層―北側の低地に部分的に残存し、厚さ18～ 28clnを測る。

第V層一地山と呼ばれるものであり、この面において遺構を検出した。

遺構は、第V層上面にて掘立柱建物址 3棟、土坑 6基、土器棺墓 2基、周溝 1基、溝 1条、柱穴76

基を検出した。

第 3図 調査地区割図

T13

U13

-8-



PA↓

Ｐ Ｃ

↓

H.36.000m

0         1         2m

(S==1 150)

第 I層 :暗黄色土 (造成上)

第Ⅱ層 :暗青灰色土 (耕作土)

第皿層 :褐色土

第Ⅳ層 :茶褐色土

第V層 :黄褐色土

第 4図 土層図
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Y-64760

|

Y-64740

|

Y-64720

|

―
X89800

―
X89820

lJ               5               10m

(S=1:200)

1  掘立 3

第 5図 遺構配置図
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遺 構 と 遺 物

3.遺構と遺物

〔1〕 弥生時代の遺構と遺物

(1)号墓

土器棺墓 1(第 6。 7図、図版 3)

調査区北側V。 22区に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸

0.69m、 短軸0.68m、 検出面よりの深さ0,35mを測る。後世の削平により遺構や遺物の上部は消滅 し

ている。埋土は暗茶褐色上で、土墳内より甕と壷とが各 1個体分出上 している。棺身の大型甕は床面

に斜めに傾いた状態で出土し、棺蓋の壼は、棺身の甕の口縁部付近に被せた状態で出上している。棺

内からは骨や副葬品などの出土はない。

出土遺物 (第 7図、図版 8)

1は棺身の大型甕で、口縁部が長 く直立して伸び、内外面には刷毛目調整が施される。 2は棺蓋の

壷で、立ち上がる平底の底部をもつ。 3は弥生時代前期の奏で、上胴部に沈線文、逆「 L」 字状の口

縁端部には刻目を施す。

時期 :出土遺物より弥生時代後期後葉である。

H.35.500m

Ｅ
ｏ
ｏ
Ю
．い
∞
．エ

0                         1m

(S=1:20)

第 6図  1号土器棺墓測量図
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久米高畑遺跡 10次調査地

ミ (

≦ゝ
ヽ

『
1   3

第 7図  1号土器相墓出土遺物実測図

一ミ
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遺 構 と遺 物

土器棺墓 2(第 5・ 8図、図版 2)

調査区北側U22・ 23区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は舟底状を呈する。規模は長軸

0.81m、 短軸0.73m、 検出面よりの深さ0.31mを 波1る。土墳は北側が深く掘られて、南側は緩やかな

傾斜を示す。上器は西側中位面から出上し、下位からは出上していない。埋土は暗茶褐色上である。

出土遺物 (第 8図 )

4は大型壷で、平底の底部をもつ―。

時期 :出土遺物より弥生時代後期後葉である。

Cm

(S=1:6)

第 8図  2号土器相墓測量図・出土遺物実測図

ξ

ｏ
ｏ
い
。ゆ
∞

エ

―
蜘
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久米高畑遺跡 10次調査地

〔2〕 古墳時代の遺構と遺物

(1)周 溝
1号周溝 (第 5・ 9図、図版 1・ 7)

調査区西側W～ A・ 21～ 28区に位置し、掘立 1を切る。周溝は平面形態が方形、断面形態は逆台

形を呈している。規模は東西9.42m、 南北936m、 検出面よりの深さ0.24～ 0.35mを測る。埋土は暗

茶掲色上で、周溝内からは土師器・須恵器の細片が少量出土し、なかには第10図 5の上製品や石器 1

点 (図版 8-49)力 Sある。 5は東溝の中位付近で出土 したものである。また、調査不充分による中世

遺構に伴うと考えられる中世土器片数点も出上がある。

周溝内側の中央部では土坑 SK6を検出した (第 9図 )。 周溝の中央 (X22～ 23区)に位置し、平

面形態が楕円形、断面形態が皿状の浅い土坑である。規模は長軸0.98m、 短軸0.68m、 検出面よりの

深さ0.03mを測る。埋土は暗茶褐色土で、出土遺物はない。

|

①                           H 35.500m

0                       5m

(S=1:100)

第 9図  1号周溝測量図

① 暗茶褐色土

-16-



遺 構 と 遺 物

第10図  1号周溝出土遺物実測図

出土遺物 (第 10図、巻頭図版 。図版 10)

5は土製品で、円柱状を呈し、図上部は約 2.O cmの 縁 (幅 )を もって、径 10.8 cm、 高さ0.2～ 0.4 cm

の高まり部分をもち、図下部は凹面をなす。側面には蓮華文状の文様が見られ、その数は 8弁となる。

図上部径 13.O cm、 図下部径 11.5～ 12.l cm、 周囲40.5 cm、 高さ8.Ocm、 重さ1,255gと なる。胎土・色調

は来住廃寺関連の瓦片に類似が見られる。

時期 :出土遺物と切 り合い関係より、遅 くとも古墳時代後期～終末には築造され、周溝の埋没は 7

世紀代中頃以降と見られる。

(2)掘立柱建物址
掘立 1(第 5。 12図、図版6)

調査区南側 Y～ A・ 19～ 22区に位置する。掘立 2を切 り、 1号周溝に切られている。建物は 2×

4間の東西棟で、主軸はN-7°‐Wを指向する。規模は桁行918mの柱間2.05～ 2.56m、 梁行4.06mの

柱間 1.90～ 2.15m、 床面積37.30♂ を測る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈してお り、径 0.60～

0.90m、 検出面よりの深さ0.05～ 0.50m、 柱痕径0.12～ 0.17mを測る。P⑩は床面の柱痕を囲む様に

拳大の石が積められている。柱穴埋土は灰茶掲色土～暗茶褐色上で、弥生土器片が出上している。

（
Ｓ

＝

１

一
２

）

「
日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

坦
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久米高畑遺跡10次調査地

出土遺物 (第 11図 )

6は弥生時代前期の奏の底部で、平底を呈する。

時期 :埋土や規模等から、古墳時代後期 6世紀後半～ 7世紀前葉に比定される。

掘立 2(第 5・ 13図 )

調査区南側Y～ A・ 20～ 21区 に位置し、掘立 1に切られている。建物は lXl間 の南北棟で、主

軸はN-2◇―Eを指向する。規模は東西 1.84m、 南北2.70m、 床面積 5。20ポを測る。柱穴の平面形態は

惰円形～方形を呈しており、径0.50～ 1.16m、 検出面よりの深さ0.09～ 0.24m、 柱痕径 0.15～ 0.32m

を測 り、西側の柱穴は東側の柱穴に比べ大型である。埋土は暗灰褐色土～黒灰色粘質土で、弥生土器

片が出土している。

出土遺物 (第 11図 )

7・ 8は弥生時代前期末～中期初頭の甕で、 7は平底、 8は逆「 L」 字状の口縁部をもつ。

時期 :遺構の切 り合い関係からは掘立 1以前となり、古墳時代後期以前とする。

掘立 3(第 5,13図 )

調査区中央部V～ W・ 20～ 22区に位置し、 1号周溝に切られている。建物は 3× 1間の東西棟で、

主軸はW‐ 6°中Sを指向しており、規模は東西3.60mの柱間1,04～ 1.34m、 南北の柱間3.28m、 床面積

12.20♂ を測る。柱穴の平面形態は円形を呈しており、径 0.28～ 042m、 検出面よりの深さ0。 18～ 0.34

mを測る。埋土は暗茶褐色土で、弥生土器片が出土している。

時期 :建物址の位置関係や埋土より、古墳時代後期が考えられる。

(3)土 坑

SK3(第 5図 )
調査区北東部のS15区に位置する。平面形態は楕円形、

1.62m以上、短軸0.61m、 検出面よりの深さ0.32mを測る。

が出土している。

時期 :出土遺物より古墳時代後期が考えられる。

断面形態は舟底状を呈する。規模は長軸

埋土は暗茶褐色上で、土師器 。須恵器片

一ユ
立

掘

掘

0                     10                    20cm

(S=1:4)

第 11図 掘立 1・ 2出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

呻00gg8 H

① 尿茶褐色土

② 暗茶褐色土

③ 黄茶褐色土 0        1        2市

(S=1160)

第 12図 掘立 1測量回

④ 暗灰茶褐色土〔注痕〕
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久米高畑遺跡10次調査地

蝉韓
①
＠

掘立 2

掘立]

0        1        2m

tS‐ 1:60う

第lB薗 掘立 2● 3劇量国

③ 暗茶褐色土
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遺 構 と 遺 物

〔3〕 古代の遺構と遺物
SDl(第 5。 14図、図版 1・ 4・ 5)
調査区東側 T～ A・ 13～ 18区に位置しており、東・南端は調査区外に延びる。主軸は正方位を指
向しており、南北から東西へ直角に屈曲する。規模は検出長が東西 12.40m、 南北 17.50m、 検出面よ

りの深さ0.32～ 1.06mを 測る。溝床のレベルは南北溝は同レベルだが、コーナー部から東に向けて緩

やかな下がり傾斜を示 し、東端の溝床は南北の溝床に比べ約 lm下がっている。また、東西溝と南北
溝とには断面形態が台形状の突出部が各 lヶ所みられる。この突出部は溝の基底面より020～ 0.50 rn

の高さをもち、上部幅0.20～ 050m、 底面幅090～ 1.50mを 測る。溝の断面形態は逆台形状を呈 し、
埋土は 1層が茶褐色土、 2層が暗茶褐色土、 3層が暗灰茶褐色土、 4層が明灰黄色粘質土で、各層と

もにほぼ水平堆積を示 している。遺物には 1層から4層 までに土師器・須恵器・弥生土器片が出土し、
4層は時期を特定できる遺物がない。 3層での遺物の出土は少量で、 7世紀後半から8世紀前半まで
の土器が含まれる。 2層には土器の大型破片と礫が含まれ、 8世紀中頃の上器がある。 1層 には古代
9世紀初めから10世紀後半までの上器が含まれる。ただし、中世土器の出土は、中世遺構の掘 り下げ
が充分でなかったことによるものであろう。

出土遺物 (第 15。 16図、図版 8。 9)

須恵器 :9。 10は杯蓋で、 9は九みをもつ天丼部に、口縁端部がやや下方にのびる。10は平らな

天丼部で、口縁端部は下方向に屈曲する。11～ 13は杯身で、11は 高台を伴わない底部である。12は

断面「ハ」字状に開く高台をもつ。13は 断面逆台形状の貼付高台をもつ。14は盤で、直立する高台に

外反する口縁部をもつ。15は短頚壼の蓋で、平らな天丼部よりほぼ直角をなす口縁部をもつ。16は壼

の底部で、底部に「ハ」字状の高台を貼付 し、内端面が接地する。17～ 21は 甕で、「く」字状の顎部

をもつ。17・ 18は 国縁端部が尖 り気味で、19は端部が面、20は端部が九みのある面をなし、21は端

部が斜めに面をなし外方向へやや肥厚する。

土師器 :24～ 27は 甕で、24～ 26は 内湾気味の口縁部に、端部が平らな面をなす。27は 口縁端部が

やや上方向に延び丸 くおさまり、28は 高台付坑である。29は高郭の脚部である。301ま緩やかに「くJ

字状に外反する口縁部をもつ。

弥生土器 :31・ 32は甕で、平底の底部をもつ。33～ 37は壼で、331よ顎部に指頭による貼付凸帯が

施されている。34～ 37は平底の底部となる。

中世土師器 :38は東播系こね鉢、39は瓦器坑で、高台部が欠落している。

瓦 :22・ 23は平瓦で、凹面には布目痕、22は 凸面に斜格子叩き、23は 凸面に細縄叩きがみられる。

石器 :40は平基式の無茎石鏃であり、石材は赤色チャー ト製。41は凹基式の無茎石鏃で、基部に

えぐりがあり、石材はサヌカイト製である。421よ赤色チャー ト製の剥片である。

鉄器 :43は鉄製鋤・鍬先で、両側縁は折 り返してつくられる。

時期 :出土遺物より、溝底は8C代中葉に埋まっていたと考えられる。

〔4〕 中世の遺構と遺物

(1)柱 久 (第 5。 17図 )
中世に時期が特定できる柱穴はS P59・ 67で ある。平面形態は円～楕円形を呈し、規模は直径

0.28m、 検出面よりの深さ0.31～ 0.33mを 測る。埋土は暗灰茶掲色土で、土師質鍋が出土している。

第17図 44・ 45は土鍋の口縁部で、44は逆「L」 字状の口縁部で、端部はやや上を向く。45は「く」

字状の回縁部で、端部はやや上を向く。時期 :中世
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入米高畑遺跡10次調査地

A_Ar

1層 E縁 鍵 針
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増色を帯びる
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4層 ―◎ 蜘 粘質土

0                       5れ
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第14図 SD-1測 1量図
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遺 構 と 遺 物

２

層

2印

16(2層 )

19(1層 )

0             5             1 0Cm

(S=1:3)

18(2層 )

20(層不明)

21(層不明)

第 15図  SDl出 土遺物実測図 (1)

-23-

23(1層 )



久米高畑遺跡 10次調査地
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(1層 )

42(層不明)

0              5 cm

(S=1:2)

第16画 SDl出 土遺物実測図 (2)
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38(1層 )

o                  10                  20m
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(層不明).

25(2層 )
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遺 構 と 遺 物

〔5〕 その他の遺構と遺物

(1)土 坑
SKl(第 5図 )
調査区西部 X24区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 1.20

m、 短軸 0.59m、 検出面よりの深さ0.30mを測る。下層からは少量の焼上を検出している。埋土は黒

灰色粘質微砂で、出土遺物はない。

SK2(第 5図 )
調査区西部W～ X24区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸
1.16m、 短軸 0.52m、 検出面よりの深さ0.17mを 測る。 SKlと 同様に下層から焼土を検出している。
埋土は黒灰色粘質微砂で、出土遺物はない。

SK4(第 5図 )
調査区ゴヒ側W23区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 0,93

m、 短軸 0.38m、 検出面よりの深さ0.15mを 測る。埋土は黒灰色粘質微砂で、出土遺物はない。

SK5(第 5図 )
調査区北側W22～ 23区に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は皿状の二段堀 りを呈する。規

模は長軸 1.13m、 短軸045m、 検出面よりの深さ0.03mを 測る。埋土は暗灰褐色粘質微砂で、遺物は

ない。

10

(S=1:4)

5

(S=1:3)

第 17図  ピット・地点不明出土遺物実測図”

４４

４５

明

増

朗

噂
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久米高畑遺跡 10次調査地

(2)柱 穴
68基が検出されている。平面形態は円～楕円形が主で規模は直径0.15～ 1.00m、 検出面よりの深 さ

0.20～ 0.58mを 測っている。埋土は暗褐色上が大半を占めてお り、南西部では赤褐色土が一部にみら

れる。

(3)その他の出土遺物 (第 17図 )
46は杯身で、平底の底部をもつ。47は杯蓋で、平らな天丼部より、下方に尖 り気味の回縁端部をも

つ。481ま碗の底部で、断面逆台形状の高台をもつ。

4.小 結
本調査では、古墳時代の掘立柱建物址や周溝、古代の区画溝などを検出した。

弥生時代

土器棺墓 1・ 土器棺墓 2は上部が後世に削平され遺存状況はよくないが、土器棺墓 1は斜めに傾け

た甕の口縁部に、別の壼の下胴部～底部付近を被せて土娠内に埋納したことが窺えた。

古墳時代

1号周溝の内狽1中央部では楕円形の浅い凹みをもつSK6が 検出されているが、本遺構は検出位置

や周溝埋土に類似することから、主体部等の施設の基底面付近と考えられる。さて、周溝の性格であ

るが、周溝埋上が周辺の古墳時代遺構の埋土に似ていること、埋没が 7世紀代とみられることを条件

にすれば当地の古墳時代遺構で方形周溝になるものは方墳が第一の候補に上げられる。ただし、群集

していない、規模が小さい、東10mに ある古代の区画溝との関係も一部に考えられることから、再度

の検討を要する遺構であろう。当調査地一帝にはこの様な周溝は確認されておらず、当地における重

要な遺構であることは間違いない。また、 SKl。 2は位置関係より1号周溝に伴う施設とも考えら

れ、焼土が含まれていることなどより、調査地一帯は祭祀の場と考えられる。

掘立 1・ 3は平行する位置関係や埋土が同一であることより、古墳時代後期に同時期存在していた

ことが窺える。掘立 2は掘立 1に切られていることから、掘立 1に先行する時期であるが、出土遺物

からみるとあまり時期差が認められない。

古 代

区画溝は正方位を指向し直角に屈曲する溝で、屈曲部付近には 2ヶ所に土手状の盛 り上がりがみら

れている。この上手状の施設が溝の中でどの様な役目をもっているのか、現段階では判断できないが、

何がしかの施設基底部も考えの一つにある。また、溝内の埋上が比較的平坦に堆積 していることと出

土品より、短時間に埋没したとは考え難く、出土品からは 7世紀後半～ 8世紀中頃と、 9世紀初～10

世紀後半の埋没が認められている。

さて、当地南東 150mにある久米高畑遺跡 4次調査地では、調査区北端で東西に延びる段落ち遺構

が検出されているが、この遺構は断面形態や埋土が本調査地のSDlと 類似 していることより、同一

遺構の可能性が高く、区画された範囲が南北約 140m(周溝外側)を測ることになる。
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表 7 1号 同清出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表 2 掘立桂建物 llL一覧

掘立 雄
⑪

方向
桁 行 梁 行

方 位
床面積

(正 )
時 期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

1 2× 4 東西 205^-256 190-215 N‐ 7° W 3730 古墳後期
以前

掘立2を切り、1号

周溝に切られる。

1× 1 南耳ヒ 270 270 184 184 N-2°―E 520 古墳後期
以前

掘立 1に切られ
る。

3 3× ユ 東西 104・ 134・ 122 328 郡「
‐
6°―S 1220

古墳後期

以前

1号周溝に切ら
れる。

表 3 土坑一覧

坑

Ю

土

俗
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(面 )
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 X24 楕円形 逆台形 120× 059× 030 黒灰色

粘質微砂
不明 焼土

2 W X24 楕円形 逆台形 116× 052× 017 052
黒灰色

粘質微砂
不 明 焼土

3 楕円形 舟底状 (162)× 061× 032 (089) 暗茶褐色土 土師・須恵 古墳後期

4 ∬ハ/23 楕円形 逆台形状 093× 038× 015 028
黒灰色

粘質微砂
不明

5 W2223 楕円形 皿状 113× 045× 003 暗灰褐色

粘質微砂
不明

X22,23 楕円形 皿状 098× 068× 003 暗茶褐色土
古墳後期

以前

表 4 溝一覧
溝

ＳＤ
地   区 断面形

規  模 (m)
長 さ × 幅 × 深 さ

方向 埋  土 出土遺物 時 期 備   考

1 T13～ A18 逆台形状
東西124+α  150～  032～
南】ヒ175+α

×
330 
×
106

が

位

軸

方

主

正
暗茶褐色土 土師・須恵 8世紀

表 5 1号土器棺墓出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色 調

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

1 甕

径

高

径

口
器

底

直立気味に立ち上がる顎部、
口縁都はやや外反する底部は

平底。

Θマメツ

⑩ハケ
(3ラ�cm・ 4A/cm)

ハケ(3～ 44k/cm)
浅責色

浅灰責色

石・長 (6)

○
下棺

2 一軍
径

高

底

残

●0
227
突出する平底の底部

ハケ(5～ 6本 /cm)
ハケ→ナデ上げ

マメツ
淡橙色黒色

浅責色

石・長 (5)

○
上 構

3 甕
口径 (309)

残高  27

口縁部は逆「 L」 字状で、端

部に刻 目、上胴部に沈線を施

す。

ナ デ ハケ(5A/cm)
にぶい橙色

にぶい橙色

石。長(卜 3)

◎
8

表 6 2号土器棺墓出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図 版

外 面 内 面

4 望

底径 (89)

残高 309
平底の底部より内湾気味に立

ち上がる。
ハケ(6本たm) マメツ

橙色.浅黄色

浅黄色.浅茶色

石・長 (8)

○

番号 器  種 残 存 材  質
法 重

備 考 図版
高 さ(cm) 幅 にm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

5 台座 ほぼ完存 土製品
中心部
70

1,255
乳黄灰色
を呈す

頭

０

巻

１
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表 8 掘立出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

奏
径

高

底

残
平底の底部である。 マメツ マメツ

にぶい責橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 2)

砂
△

掘立 1

7 奏
底径 (78)

残高  41
平底の底部である。 マメツ マメツ

明赤掲色

黒褐色

石長(1～ 4)

砂
○

掘立 2

奏
口径 (229)

残高  59
逆「L」 字状の口縁部をもつ。 マメツ マメツ

灰責褐色

明赤褐色

石 長 (1～ 4)

砂
金
○

掘立 2

久米高畑遺跡10次調査地

表9 SDl出土遺物観察表 土製品 ①

番号 維 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

琢蓋
口径 (160)

残高 26
丸みをもつ天丼部。口縁部に

は下方に屈曲する。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (1～ 2)

◎
l層

lTh蓋
口径 (180)

残高  22
平らな天丼部。口縁部は下内

方に屈曲する。
回転 ナ デ 回転 ナデ

灰オリーブ色

灰色

細粒

○

2層

自然釉

杯
残高  20
底径 (96)

平底の底部。体部は内湾気味

に立ち上がる。
マメツ マメツ

乳白色

乳白色

長 (1)
砂

△

層不明

杯
口径 (95)

器高  39
体部は直立気味に立ち上がる。

台形状の高台を貼付する。
マメツ 回転ナデ

乳白色

乳白色

長 (1～ 2)

砂

△

3層

郭

口径 (130)

器高  49
高台径 82

体部は直立し、口縁部はわず

かに外反する。高台は「ハ」

宇状に開く。

回転ナデ 回転ナデ
黄灰色

黄灰色

密

○
3層

盤

径

高

径

口
器

底

直立する高台に外反する口縁

部をもつ。日縁部の内面に沈

線】犬の凹みあり。

ナ デ
◎ ナデ

不定方向ナデ

黄灰色

責灰色

石・長 (3)

〇
2層

蓋
口径 132
器高  29

扁平な天丼部。口縁部は垂下

し、口縁端内は平坦面をなす。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
不明

青灰色

青灰色

密

◎

層

然

２

自

望

残高  80
高台径 (146)

長頭壷の底部。「ハ」字状の高

台を貼付し内端面が接地する。

⑩回転ヘラケズリ

⑥回転ナデ
回転ナデ

責灰色

責灰色

長 (4)

○
2層

奏
口径 (184)

残高  56
外反する回縁部。端部は尖 り

気味である。
ナデ ナデ

暗灰黄色

暗灰責色

長 (1～ 2)

砂

◎
釉

層

然

３

自

甕
口径 (214)

残高  74
外反する口縁部。端部は尖 り

気味である。
ナ デ

◎ナデ

⑧不定方向ナデ

オリープ灰色

灰色

長 (1～ 2)

◎

2層

自然釉

奏
口径 (186)

残高  62
緩やかな「くJ字状の頸部を

もつ。
ナ デ

Θナデ

⑪不定方向ナデ

灰オリーブ色

灰オリーブ色

長 (1)

◎
1層

養
口径 (231)

残高  55
外反する口縁部。口縁端部は

上内方にのびる。
ナ デ ナ デ

灰白色

灰白色

長 (1)

△
層不明

甕
口径 (217)

残高  86
「くJ字状の顎部。口縁端部は

外反に肥厚する。

Θナデ

廻⊃格子タタキ

◎ナデ

廻⊃同心円文
→ナデケシ

灰オリープ色

灰オリーブ色

密

◎

層不明

自然釉
8

表 10 SDl出土遺物観察表 瓦製品

番号 種 類
法 旦皇 調 整 (凸面 )

色調
(凹面 )

生

成

胎

焼
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重 さ(kg) 凸  面 凹  面

平 瓦 750 220 斜格子タタキ
布目痕

(9× 10/cM)

浅茶黄色

浅茶責色

密

○
3層 9

平瓦 1430 1070 058 綱縄タタキ
布目痕

(6× 7/∬ )

浅茶白色

浅茶白色

密

Ｏ
1層 9
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表1l SDl出土遺物観察表 土製品 ②

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外 画 内 面

養
回径 (260)

残高  52
「く」字状の頸部。口縁端部は

平らな面をなす。
マメツ マメツ

にぶい橙色

にぶい橙色

石,長 (1～ 5)

砂

○

2層

奏
口径 (220)

残高 49
内湾する日縁部。口縁端部は

平らな面をなす。
マメツ マメツ

橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 5)

砂

○

2層

甕
口径 (200)

残高  28
内湾する口縁部。口縁端部は

平らな面をなす。小片。
マメツ マメツ

橙色

橙色

石・長(1～ 5)

砂

○

2層

甕
口径 (212)

残高  25
外反する口縁部。端部はやや

上方にのびる。小片。
マメツ ヨコナデ

灰白色

責灰色

長(1)

○
3層

坑
残高 39
高台径(132)

高台は底端部付近に付 く。高

台内端面はやや屈曲する。
回転ナデ 回転ナデ

橙色

にぶい橙色

長 (1)

○
3層 9

高郭 残高  70 脚裾部は緩やかに屈曲する。 ヨコナデ マメツ
橙色

橙色

石長(1～ 3)

△
3層

甕
口径 (208)

残高 28
外反する口縁部。小片。 マメツ マメツ

にぶい黄橙色

にぶい責色

石長(1～2)

○
層不明

甕
底径 (54)

残高  34
平底の底部である。 マメツ マメツ

橙色

にぶい橙色

石長(1～5)

砂

○

2層

甕
底径 (58)

残高  31
平底の底部である。 ハ ケ マメツ

橙色

橙色

石長(1～ 5)

○
3層

士笠
頸部径(172)

残高  71
頸部に指頭による貼付凸帯が

施される。
ハケ (8本れ14) ヘラミガキ

橙色

橙色

石長(卜 4)

砂

◎

層不明 9

士望
底径 (65)

残高 46
わずかに突出する平底の底部

である。
マメツ マメツ

橙色

掲灰色

石.長 (1～ 4)

○
2層

士霊
底径 (100)

残高  31
平底の底部である。 マメツ マメッ

にぶい橙色

にぶい橙色

石.長 (1～4)

砂

◎

3層

士霊
底径 (136)

残高 30
平底の底部である。 マメツ マメツ

橙色

橙色

石 (1～ 4)

○
3層

重
底径 (90)

残高 27
平底の底部より内湾気味に立

ち上がる。小片。
マメツ マメツ

にぶい黄橙色

黒褐色

石 (1～ 4)

砂

◎

層不明

鉢
口径 (324)

残高  21
東播系のこね鉢である。 回転 ナ デ 回転ナデ

灰黄色

灰黄色

蜜

◎
l層

坑

口径 149
器高 45
底径  45

瓦器婉である。 ナデ ナ デ
灰白色

灰白色

石長(1～ 2)

○
l層

遺 物 観 察 表

表 12 SDl出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材   質
法 旦皇

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石  鏃 ほぼ完形 赤色チャート 282 053 l層 9

石  鏃 刃部欠損 サヌカイ ト 050 259 l層 9

剥 片 赤色チャー ト 382 065 層不明
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久米高畑遺跡10次調査地

遺構・遺物一覧 (河野史知)

法量欄 ( ):復元推定値

形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記

例)天→天丼部、回→口縁部、胴→胴部、顎→顕部。

胎土・焼成欄 :胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、金→金雲母、密→精製土。 ( )内の数

値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)多→「 1～ 4 alm大の砂粒・長石を多く含む」である。

焼成欄の略記について。 例)◎→良好、○→良、△→不良。

表13 SDl出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残 存 材 質 色

法

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g)

鋤・鍬 先 完 形 鉄 茶褐色 1767
鍛造

層不明
9

表14 ピット出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図 版

外   面 内   面

土 鍋
径

高

口

残

口縁部はやや外傾 し、口縁端

部がわずかに内側に肥厚する。
マメツ マメツ

暗褐色

橙色

石,長 (1～ 4)

金

○

SP 59

土鍋
径

高

口

残

口縁部はやや内湾気味で、口

縁端部が内側に肥厚 し平坦に

している。

マメツ マメツ
橙色

橙色

石長(1～ 5)

○
SP67

表 15 地点不明出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面

色調
(内面

土

成

胎

焼
備考 図版

タト     面 内    面

杯

径

高

径

口
器

底

平底の底部より口縁部はやや

外反気味に立ち上がる。上師

器。

マメツ マメツ
浅責色

浅責色

細粒

△

杯蓋
径

高

口

残

平らな天丼部より下方に尖 り

気味な口縁端部をもつ。
ナ デ ナ デ

色

色

灰

灰

密

○

碗
残高  16
底径 (80)

断面逆台形状の高台をもつ。 ナ デ 施釉
色

色

灰

灰

密

◎

表 16 1号同溝出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法

備 考 図版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石  斧 刃部 のみ 蛇文岩 (504) 8
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第 3章 久米高畑遺跡 27次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経過
1996(平成 8)年 1月 12日 、片岡禎治氏より松山市来住町 1145番地内における宅地開発にあたり、
当該地の埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

申請地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の「No.126高畑遺物包含地」内に隣接し、周知の遺跡

として知られている。当地は松山城の南東約 4 km、 洪積台地からなる来住舌状台地西南端に立地する。

来住台地一帯は、来住廃寺を含め回廊状遺構や官衛関連遺構が確認されている。

調査地に南接する久米高畑遺跡 5次調査地では、弥生時代の竪穴式住居址や土坑、古墳時代から古

代の竪穴式住居址や掘立柱建物址、溝が検出され、当地一帯が弥生時代から古代まで継続的に集落地

として利用されていたことがうかがえる。さらに、久米高畑遺跡10次調査地では、正倉院を囲む区画

溝の一部が検出されている。

1996(平成 8)年 2月 1日 に、文化教育課は遺跡の範囲や性格を確認するため試掘調査を実施した。

試掘調査では、竪穴式住居址や溝、土坑を検出したほか、須恵器、土師器が出土した。

この結果を受け、申請者と文化教育課の二者は遺跡の取 り扱いについて協議を行い、宅地開発によ

り失われる遺構 。遺物に対し、記録保存のため発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、来住台地の南西地域に展開する集落の広が りと、正倉院を囲む区画溝の南西コーナー

部分の確認を主目的とし、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体となり、申請

者の協力のもと、1996(平成 8)年 4月 3日 に本格調査を開始 した。

上_上
写二T工
~|」と
;

第 18図 調査地位置図
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一
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久米高畑遺跡27次調査地

Y-69750

ぐ
久米高畑遺跡
(7次 )

□[

１１

と

1剰l_r
久米高畑遺跡
(10次 )

久米高畑遺跡
(5次 )

第19図 調査地測量図 (S=1:1,000)

Y-69700

-34-



調 査 の 経 過

(2)調査の経緯
1996(平成 8)年 4月 3日 より、重機にて表土剥ぎ取 り作業を開始した。試掘調査の結果をもとに、

土層を確認しながら掘 り下げをし、地表下25～ 35 cmの地点で遺構検出を行った。調査区は排土置場

の都合により西半部・南東部 。北東部に分けて順次調査を行った。以下、調査工程を略記する。

4月 3日 西半部の調査を開始する。
4月 10日 第Ⅵ層上面で竪穴式住居址、掘立柱建物址、溝、土坑、柱穴等の遺構を検出する。
4月 15日 各遺構の掘 り下げと測量を行う。
5月 23日  高所作業車により完掘写真を撮影する。
5月 27日  南東部の調査を開始する。
5月 30日  区画溝、土坑等の遺構を検出する。
6月 3日 各遺構の掘 り下げを行う。
6月 8日  一般市民を対象にした現地説明会を行う。
6月 12日 北東部の調査を開始する。
6月 14日  土坑、柱穴等の掘 り下げを行う。
6月 18日 愛媛大学より下條信行、松原弘宣両先生を招き、調査指導を乞う。
6月 19日 土坑、柱穴等の掘り下げを行う。
7月 4日  発掘機材、出土遺物を松山市立埋蔵文化財センターに運搬 し、野外調査を終了する。

(3)調査組織
調 査 地  松山市来住町1145番地

遺 跡 名  久米高畑遺跡27次調査地

調査期間  1996(平 成 8)年 4月 3日 ～同年 7月 4日

調査面積  1,335♂

調査協力  片岡禎治氏・棚拓昌

調査担当  官内慎― 。相原秀仁

2.層 位 (第 22～ 25図 。図版1か
調査地は、小野川右岸に開かれた来住舌状台地西南端の標高35,2～ 35。4mに立地する。調査以前は

耕地整備された水田であった。調査区の中央やや北寄りには20～ 30 cmの段差があり、調査地の北側

と南側とで水田が三区画に分かれていた。調査対象面積は1,335♂である。

基本層位は第I層表土、第Ⅱ層旧表上、第Ⅲ層灰褐色土、第Ⅳ層黒褐色土、第V層暗褐色上、第Ⅵ

層黄色上である。第 I層及びⅡ層は微弱な土質の差異により、第 I層は①～③の3層に、第Ⅱ層は

① o②の2層に分層される。

第 I―①層 :近現代の水田耕作上である。灰色土で調査区全域にみられ、地表下15～ 22 cmま で開

発が行われている。

一②眉 :水田耕作に伴う床上である。橙色土で調査区全域にみられ、厚さ2～ 12 cmを測る。

一③層 :調査区北東隅の用水路の敷石である。厚さ6～ 8 cmを測る。

第Ⅱ―①層 :旧水田耕作上である。オリーブ灰色上で調査区西部にみられ、厚さ4～ 14 cmを沢1る。
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久米高畑遺跡27次調査地

一②層 :旧水田床土である。橙色土で調査区西部にみられ、厚さ2～ 6 cmを沢1る。

第 Ⅲ 層 :調査区の南西部に堆積 し、土師器片が数点出上している。層厚 4～ 8 cmを測る。

第 Ⅳ 層 :調査区の南西部に堆積 し、須恵器、土師器が数点出上している。層厚 4～ 14 cmを 測る。

第 V 層 :調査区の北西部に堆積する。層厚 4～ 8 cmを測る。本層中からは弥生時代前期から後
期の遺物が出上している。

第 Ⅵ 層 :シ ル ト質の上壌である。調査区の全域に堆積する。ただし、調査区の中央部と南西部
で責橙色上が斑点状に検出された箇所がある。本層上面は、調査における最終遺構検

出面である。本層上面の標高を測量すると、調査区北東部が最も高く、南西部に向け

て傾斜をなす (比高差 50cm)。

遺構はすべて第Ⅵ層上面での検出である (第 21図 )。 竪穴式住居址 5棟、掘立柱建物址 4棟、溝 8

条、土坑61基、ピット540基 (掘立柱建物柱穴 54基含む)、 倒木址 12基である。ただし、検出された

遺構はその深さなどから判断すると、本来は第V層以上の層から掘 り込まれた可能性が高いものばか

りである。

遺物は遺構内及び包含層中からの出土であり、弥生土器 (前期末～後期)・ 須恵器・土師器 (古墳

時代後期～中世)・ 石製品である。出土遺物や検出遺構から判断すると、第V層は弥生時代、第Ⅳ層

は古墳時代後期、第Ⅲ層は中世までに堆積したものと考えられる。

また、調査に先立ち、調査区内を4mグ リットに分けた。これは、国土座標第Ⅳ座標系に基づ く地

域割りに準ずるものである (第 20図 )。 なお、第21図に土層図のポイント (PA～ PH)を 記載 して
いる。

第 20図  調査地区害」図
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第21図 遺構配置図
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第22図 北壁土層図
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弥生時代の遺構と遺物

3.弥生時代の遺構と遺物
弥生時代の遺構は竪穴式住居址 2棟、溝 1条、土坑32基である。

(1)竪穴式住居址
本調査にて弥生時代の竪穴式住居址 2棟 (SBl・ 3)を検出した。
SBl(第 26図、図版 13)

調査区南西部、Hl。 2区に位置する。住居llLの南半部は攪乱、北壁中央部は S P 6711こ切られる。

平面形態は方形もしくは長方形を呈するものと考えられ、規模は東西長 5.06m、 南北検出長2.04m、

壁高26 cmを 測る。埋土は黒灰色上の単層である。床面はほぼ平坦である。内部施設は主柱穴、周壁溝

を検出した。主柱穴はSP① o②の2基を検出したが、その配置から本来は4本と考えられる。柱穴
間隔は2.2mを 測る。各柱穴の平面形態は円～楕円形を呈し、規模は径25～ 46 cm、 深さ37～ 42 cmを

測る。

H.34.600m

① 黒灰色土 0          1          2m

(S=1:50)

(5  当`
′

7
0                     1o                    20cm

(S=1:4)
SBl測 量図・ 出土遺物実測図
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久米高畑遺跡27次調査地

掘 り方埋土は黒灰色土単層である。周壁溝は全周 し、規模は幅18～ 28 cm、 深さ10mを 測る。埋土は

黒褐色上の単層である。床面にて大小 6基のピットを検出したが、本住居に伴うものかは不明である。

遺物は埋土中にて、弥生土器片が散在して出土した。

出土遺物 (第 26図 )

1は奏形土器の口縁部片である。「く」の字状口縁を呈 し、内外面共に細かな刷毛目調整を施す。

口縁端部は曖昧な面をもつ。 2は複合回縁壼の回縁部片である。口縁拡張部は内傾 して立ち上がる。

口縁端部は丸い。 3は鉢形土器の回縁部片である。直口口縁を呈するもので、口縁部は内湾しながら

立ち上がる。日縁端部は九い。4は高郭形土器の口縁郡片である。緩やかに外反する口縁端部は丸い。

5は高必形土器の脚部片である。径 9 nlm大の了しを穿つ (焼成前穿孔 )。 6は甕形土器の底部で、突出

する平底である。 7は重形土器、 8は鉢形土器の底部である。 7は立ち上がりをもつ平底で、 8は平

底の中央部分が僅かに凹むものである。

時期 :出土した遺物が、弥生時代後期後半の特徴を示 している。よって、 SBlの 廃棄・埋没時期
も弥生時代後期後半とする。

SB3(第 27図 )
調査地南部、H4～ 15区に位置する。住居址の南半部は攪乱により削平され、東側は S K59。 S

P72と 重複する。平面形態は隅丸方形もしくは長方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長

4.Om、 南北検出長 0,59 rn、 深さ18 cmを 測る。埋土は黒灰色上の単層である。内部施設は主柱穴と周

壁溝を検出した。主柱穴はSP① o②の 2本を検出したが、その配置から本来は4本と考えられる。

柱穴間隔は2.lmを測る。各柱穴の平面形態は円～楕円形を呈し、規模は30～ 34 cm、 深さ24～ 32 cm

を測る。埋土は黒灰色上の単層である。周壁溝は一部途切れる箇所がある。規模は幅 15～ 30 cm、 深

さ4 cmを 測る。床面にて2基の小ピットを検出したが、本住居に伴うものかは不明である。

遺物は埋土中から弥生土器片が少量出土した。図化しうるものを1点掲載した。

① 黒灰色土

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
．寸
∞
．
〓

(S=1:50)

SB3測 量図・出土遺物実測図

0                    1 0cm

(S=1:4)

第 27図
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弥生時代の遺構と遺物

出土遺物 (第 27図 )

9は壼形土器の底部片である。九みをおびる平底で、胴部から底部にかけて内外面共に刷毛目調整

を施す。

時期 :出土 した遺物が僅少で、時期特定はしかねるが、埋上が SBlと酷似することや出土遺物の
特徴から、 SBlと ほぼ同時期の住居址と考えられる。よって、 sB3の廃棄・埋没時期は弥生時代
後期後半とする。

(2)平毒

本調査にて、弥生時代の溝 1条を検出した。

SD4(第 28図 )
調査区北西部、A3～ B2区に位置し、北壁の手前で消失する。掘立 4柱穴 (SP⑬)に切られる。
規模は長さ3.20m、 幅0.51m、 深さ35cmを測る。断面形態は「U」 字状を呈する。坦土は黒灰色上の

単層である。溝底は、北から南に向けて傾斜をなす (比高差33 cm)。

遺物は、埋土中から弥生土器片と石器が少量出上した。

出土遺物 (第 28図 )

10は甕形土器の口縁部片である。「く」の字状口縁を呈し、口縁端部は「コ」字状に仕上げる。胴

部外面に刷毛目調整を施す。11は所謂コシキ形土器である。壼形土器の転用品で、径 911m大の子しを穿

つ (焼成後穿孔)。 12は壷形土器の底部である。13は用途不明品の石器である。材質は緑色片岩 (淡

緑色)である。重量46.297g。

時期 :出土した遺物が弥生時代後期前半の特徴を示している。よって、SD4の埋没時期は弥生時
代後期前半とする。

M「  E

① 黒灰色土
0                     50cm

(S=1:20)

占
悔

0             5            1 0Cm

(S=1:3)

第28図  SD

0                     1o                    20cm

(S=1:4)
4断面図 。出土遺物実測図

|

「
¬
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久米高畑遺跡27次調査地

(3)土 坑
本調査において、検出された弥生時代の土坑は32基である。前期末～中期初頭の上坑が22基、中

期が 8基、後期が 2基である。

1)前 期 弥生時代前期末～中期初頭に時期比定される土坑は22基である。

SK3(第 29図 )

調査区南西部、Hl区に位置する。遺構南西隅は S P 475・ 476に切られる。平面形態は不整長方

形を呈し、規模は長さ1.20m、 幅1.00m、 深さ15cmを測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は黒灰色土

の単層である。基底面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中より弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 29図 )

14・ 15は壼形土器である。14は 口縁部内面に貼 り付け凸帯文 3条 をもつ。15は顕部片で、ヘラ描

き沈線文 1条を施す。16は甕形土器の底部片で、やや上げ底となる。

SK5(第 30図 )

調査区南西部、GoH3区 に位置し、 SDlに 切られる。平面形態は不整楕円形を呈し、規模は長

径 1.40m、 短径 1.10m、 深さ16 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒灰色土の単層である。

基底面はほぼ平坦であるが、西側が僅かに高くなっている。基底面にて径25cmの小ピット1基 (SP

①)を検出したが、本土坑に伴うものかは判断できなかった。

遺物は、弥生土器片が埋土上位にて少量出土した。

出土遺物 (第 30図、図版 16)

17は奏形土器で、口縁部は折り曲げにより成形する。口縁端面に刻目を施す。18は高杯形土器の脚

部片である。上げ底で、脚基部に貼り付け凸帯文 1条をもつ。19は甕形土器、20は壷形土器の底部片

で、平底となる。
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第29図  SK3測 量図・出土遺物実測図
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弥生時代の遺構と遺物

SK9(第 31図 )
調査区北部、C7区に位置する。平面形態は不整円形を呈し、規模は径 0.95～ 1,00m、 深さ12 cmを

測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色上の単層である。基底面はほぼ平坦であるが、中央部が

僅かに高くなっている。基底面にて径 15～ 33 cmの小ピット2基 (SP①・②)を検出した。そのう

ち、SP①は埋上が土坑埋土と同様であることから本土坑に伴うものと考えられる。

遺物は埋土中より、縄文土器片と弥生土器片が少量出上した。

出土遺物 (第 31図、図版 16)

21は縄文時代晩期の深鉢の口縁部片で、口縁端部に刻目を施す。22～ 241よ壼形土器である。22は

顎部片で、 2条 1組の工具による沈線文10条 と連鎖状凸帯 (刺突文 2列 )を貼り付ける。23は山形

文 2条 (2条 1組)を施す。24は上げ底を呈する底部である。

J
H.34.600m

田

闘

酬

―――

剛

側

躙

―――

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
．寸
∞
．
Ｉ

一

●土器

0          1m

(S=1:40)

第30図  SK5測 量図・出土遺物実測図

∇

① 黒灰色土

Ｅ
ｏ
ｏ
一．い
∞
．
エ

ゝ

２２

羹

|´

H.35,100mJ

① 黒灰色土

0          1m

(S=1:40)

第31図  SK9測 量図 。出土遺物実測図

19・20

国 6

″＼』 珂
′

＼説
19                          20cm

10   
引

0

~r:4)
(S=1

∴吼

ｏ

-51-



久米高畑遺跡27次調査地

S Kll(第 32図、図版 14)

調査区中央部、EoF6区 に位置し、倒木址 5を切る。平面形態は長方形を呈し、規模は長さ2.15

m、 幅 1.60m、 深さ18cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒褐色上の単層である。基底面は東

側が高くなる。基底面付近にて、焼土と炭化材 (炭化物)を検出したが、基底面に焼けた痕跡は確認

されなかった。樹種同定の結果、炭化材はコナラ属アカガシ亜属と同定された。また、放射線炭素年

代測定の結果、紀元前190年 という結果が得られた。

遺物は弥生土器片と石庖丁片が、土坑中央部に集中して出土した。

出土遺物 (第 32図 )

25～ 27は 奏形土器である。25は貼 り付けにより口縁部を成形する。口縁端面に刻目を施す。胴部

外面には、クシ描き沈線文13条以上を施す。26は 折 り曲げにより口縁部を成形する。口縁端面に刻

目を施す。胴部にヘラ描き沈線文 3条を施す。27は胴部片で、沈線文と刺突文を施す。29は壼形土器

の底部で、中央部が僅かに凹む。30は緑色片岩製の磨製石庖丁である。鏑は弱く丸みをもつ。両面か

ら敲打した後、回転穿孔にて孔を穿つ。重量53.646g。
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弥生時代の遺構と遺物

S K13(第 33図 )

調査区西部、 C・ D2区に位置する。平面形態は不整方形を呈し、規模は、一辺2.10m、 深さ33 cm
を測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土単層である。基底面はほぼ平坦である。検出時は切

り合いが判明せず、土坑 1基 として掘 り下げを行ったが、土坑 2基が重複 している可能性がある。基

底面にて 2基のピット (SP①・②)を検出したが、本土坑に伴うものかは不明である。
遺物は、埋土中から弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 33図 )

31は奏形土器である。折り曲げにより回縁部を成形する。ヘラ描き沈線文 2条 と刺突文 1条を施す。

32～ 37は壼形土器である。32は口縁部が直線的に上方に延びる。口縁端部は「コ」字状を呈し、口

縁端面にヘラ描き沈線文 1条、顎部に刺突文 1列 を施す。33・ 34は口縁部が外反する。351ま口縁部

が外傾し上方に延びる。顎部にヘラ描き沈線文 1条を施す。36・ 37は壺形土器の胴部片で、361ま 2

条 1組の工具による沈線文 4条 と弧文 3条、37は 弧文 4条 (2条 1組)を施す。38は甕形土器の底部
で平底となる。

① 黒灰色土
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第33図  S K13測量図・出土遺物実測図
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久米高畑遺跡27次調査地

S K14(第 34図 )

調査区北西部、B・ C2区 に位置し、古墳時代の溝 SD2に 切られる。平面形態は長方形を呈 し、

規模は長さ2.00m、 幅 1.30m、 深さ19cmを測る。長軸方向は】ヒ西―南東にとる。断面形態は皿状を呈

し、埋土は黒灰色上の単層である。基底面はほぼ平坦であるが、中央部が僅かに高くなっている。

遺物は、埋土中にて弥生土器片と石器片が少量出土した。

出土遺物 (第 34図 )

39は壷形土器の口縁部片である。口縁部は外反し、頸部外面に段をもつ。40。 41は甕形土器であ

る。40は折り曲げにより口縁部を成形する。ヘラ描き沈線文 3条を施す。41は胴部片で、沈線文と刺

突文を施す。42は甕形土器、43は壼形土器の底部で、平底 となる。441よ大型粗製刃器である。刃部、

背部は外湾し、三角形状を呈し、刃部にのみ部分的に研磨が施される。材質は淡灰緑色系の安山岩で

ある。重量 102.379g。
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弥生時代の遺構と遺物

S K16(第 35図 )

調査区北西部、C3区に位置し、古墳時代の溝 SD2に 切られる。平面形態は長方形を呈し、規模
は長さ1,95m、 幅0,90m、 深さ15cmを測る。長軸方向はほぼ真北に直交する。断面形態は皿状を呈し、

埋土は黒灰色上の単層である。基底面はほぼ平坦であるが、中央部が僅かに高くなっている。基底面

にて径 12～ 20 cmの小ピット5基 (SP①～⑤)を検出した。そのうち、SP①は埋上が土坑埋土と
同様であることから、本土坑に伴うものと考えられる。他の4基のピットは伴うかは不明である。

遺物は埋土上位にて、弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 35図 )

45・ 46は壷形土器の肩部片である。45は 2条 1組の工具による沈線文 4条を施す。46は沈線文 4

条を施す。
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第35図  S K16測量図・出土遺物実測図

S K 18(第 36図 )

調査区北西部、C4区に位置する。溝 SD2・ 3及び大小 2基のピットに切られる。平面形態は長
方形を呈し、規模は長軸検出長 1.73m、 短軸 1.30m、 深さ18cmを測る。長軸方向は真北にとる。断面

形態は逆台形状を呈し、埋土は黒灰色上の単層である。基底面はほぼ平坦であるが、中央部が僅かに

高 くなっている。基底面にて径10～ 20cmの小ピット1基 (SP① )を検出したが、本土坑に伴うも
のかは判断できなかった。

遺物は埋土中及び基底面付近にて、弥生土器片が出上 した。

出土遺物 (第 36図、図版 16)

47・ 48は甕形土器の口縁部片である。47は折 り曲げにより口縁部を成形し、口縁端面に刻目を施

す。胴部に沈線文 7条 (2条 1組)と 刺突文 1列を施す。48は口縁部下に断面三角形状の凸帯 1条 を

貼 り付ける。胴部内面に板状工具によるナデが看取される。49・ 50は壼形土器である。491よ顎部片

で、ヘラ描き沈線文 5条を施す。50は胴部片で、胴部上位にヘラ描き沈線文 7条を施す。51は鉢形土

器の回縁部片である。直口口縁を呈し、口縁端面に刻目を施す。52は所謂コシキ形土器である。甕形

土器の転用品で、径 8× 141unの孔を穿つ (焼成後穿子し)。

朗 輔
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久米高畑勘 27次調査地
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弥生時代の遺構と遺物

S K19(第 37図 )

調査区北部、 C4・ 5区に位置する。 S K29及び、 SD3に 切られ、 S K21を切る。平面形態は長
方形を呈し、規模は長さ145m、 幅 1.10m、 深さ24cmを 測る。長軸方向は北東―南西にとる。断面形

態はレンズ状を呈し、埋土は黒灰色上の単層である。基底面にて径 18～ 60 cmの小ピット3基 (SP
①～③)を検出した。そのうち、SP① o②は埋上が土坑埋上に類似することから、本土坑に伴うも
のと考えられる。SP③は伴うかどうかは不明である。

遺物は弥生土器片が、埋土中にて少量出上した。

出土遺物 (第 37図 )

53は奏形土器の口縁部である。折り曲げにより口縁部を成形し、口縁端面に刻目を施す。胴部外面

にヘラ描き沈線文 2条を施す。
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久米高畑遺跡27次調査地

S K21(第 38図 )

調査区北部、 C4・ 5区に位置し、 S K19に切られる。平面形態は長方形を呈し、規模は長さ1.75

m、 幅 0。 96m、 深さ18cmを測る。長軸方向は真北に直交する。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色

土 (黄色土混入)である。基底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中にて弥生土器片が少量出土 した。

出土遺物 (第 38図 )

54・ 55は鉢形土器の口縁部片である。直口口縁を呈 し、口縁部はやや内湾 しながら立ち上がる。

口縁端部は内傾する。
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弥生時代の遺構と遺物

S K25(第 39図 )

調査区北西部、B5区 に位置し、 S P 279に切 られる。平面形態は不整方形を呈 し、規模は長軸
1.50m、 短軸 1.20m、 深さ6 cmを測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は黒灰色土の単層である。基底

面はほぼ平坦である。遺物は埋土中にて弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 39図 )

56は壼形土器の胴部片である。扁球形の胴部で、胴部中位に沈線文 5条を施す。57は董形土器、58

は甕形土器の底部片で平底となる。

S K27(第 40図 )

調査区北西部、B・ C2区に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径 1.40m、 深さ12cmを 測る。
断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土の単層である。基底面はほぼ平坦である。基底面にてピット

1基 (SP①)を検出した。SP①は埋土が土坑埋土と酷似することから、本土坑に伴うものと考え
られる。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 40図 )

59・ 60は重形土器である。59の 口縁部は外反し、顕部にヘラ描き沈線文 1条を施す。内外面共に、

丁寧な横方向のヘラミガキ調整を施す。60は頸部片で、ヘラ描き沈線文 1条を施す。
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久米高畑遺跡27次調査地

S K32(第41図 )

調査区中央部、C・ D4区に位置する。掘立3(SP⑩ ・⑪・⑫)及び大小 4基のピットに切られ
る。平面形態は不定形を呈し、規模は長軸検出長2.90m、 短軸2.20m、 深さ23 cmを測る。断面形態は

皿状を呈し、埋土は暗灰色土の単層である。基底面はほぼ平坦である。基底面にて径 10～ 25 cmの ピ

ット3基 (SP①～③)を検出したが、本土坑に伴うものかは判断できなかった。

遺物は埋土中より弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 41図 )

61・ 62は甕形土器の口縁部片である。61は折り曲げにより口縁部を成形する。62は口縁部下に断

面三角形状の凸帯を只占り付けし、凸帯上にヘラ描き沈線文 2条を施す。

S K36(第 42図 )

調査区中央部、C,D5区 に位置する。平面形態は不整長方形を呈し、規模は長さ1.25m、 幅0.40

m、 深さ12 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土の単層である。基底面はほぼ平坦であ

る。

遺物は、埋土上位から弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 42図 )

63は奏形土器の胴部片で、ヘラ描き沈線文 4条以上を施す。64は壼形土器の底部で、平底となる。

S K41(第 43図 )

調査区北東部、C ll区に位置し、古墳時代の竪穴式住居址 SB4に 切られる。平面形態は不整円形

を呈するものと考えられ、規模は径 1.50m、 深さ49 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒

灰色上の単層である。基底面は中央部がややくぼむ。

遺物は埋土中から、弥生土器片と石器片が少量出土した。

出土遺物 (第 43図、図版 16)

65は壼形土器の口縁部片である。日縁部は外反し、顎部内外面に断面三角形状の貼 り付け凸帯を施

し、凸帯上に押圧文を施す。66は壼形土器の肩部片で、ヘラ描き弧文 3条を施す。67は奏形土器の底

部で、僅かに上げ底となる。68は板状の石器素材である。緑色片岩製。重量 176.547g。
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第42図  S K36測量図・出土遺物実測図
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弥生時代の遺構 と遺物

H.35.200m

① 黒灰色土

② 黒褐色土〔SB4埋土〕

0          1m

(S=1'40)

第43図 S K41測量図・出土遺物実測図

＼己立 9
0                   10cm

(S=114)

H.35.100m

①黒灰色土      杵_「_F~F~『」
m

(S=1140)
第44図  S K45測量図・出土遺物実測図

S K45(第 44図 )

調査区北部、B5・ 6区に位置し、 S K22及 び S P 317に切られている。平面形態は不整楕円形を

呈し、規模は長径 1,30m、 短径 1.00m、 深さ13cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土単

層である。基底面はほぼ平坦であるが、西側が僅かに高 くなっている。

遺物は埋土中より、弥生土器片が少量出土した。

出土遺物

69は壷形土器の底部片で、平底となる。
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久米翻 遺跡27次調査地

S K46鰺麹5図、図版141

調査区東部、D10。 11区に位置する。平画形態は長方形を皇し、規模tよ長さ2100m、 幅L40m、

深さ38cmを測る。土坑の長軸方向は真北方向に直交する。壁体は、北側壁1まぼ暉垂直に1立ち上がるが、

東・西壁及び南珪は袋状‐になる。埋土は上下2層 (① `②層)に分層され、①層は黒灰色上、Q層は
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弥生時代の遺構と遺物

黒灰色土 (責色土混入)である。基底面はほぼ平坦であるが、中央部が僅かにくぼむ。本土坑は断面
形態の特徴より、貯蔵穴の可能性がある。

遺物は埋土中位及び下位にて、弥生土器と石器片が散在して出上した。

出土遺物 (第 45図、図版 16)

70～ 73は甕形土器の口縁部片である。いずれも口縁部は折 り曲げにより成形される。70は 口縁部

下に段をもち、口縁端面に刻目を施す。71・ 72は ヘラ描き沈線文 1条、73は ヘラ描き沈線文 2条を

施す。74は壼形土器の口縁部片である。口縁部は外反し、顎部外面に2条 1組の工具による沈線文 4

条を施す。75,76は鉢形土器の口縁部片である。直口口縁を呈 し、75は やや内湾しながら立ち上が
る。77は甕形土器、78は壼形土器の底部で、平底となる。

S K56(第 46図 )

調査区北東部、D・ E9区 に位置し、 S P 548・ 569・ 581に切られる。遺構南側は近現代の造成に
より段カットされ、削平されている。平面形態は円形を呈し、規模は径2.15m、 深さ12 cmを測る。断

面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色上の単層である。基底面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物 (第 46図 )

79は甕形土器の口縁部片である。断面かまぼこ状の短い口縁部を貼 り付ける。80は壼形土器の口縁

部片で、口縁部内面に断面三角形状の貼 り付け凸帯 1条 をもつ。81・ 82は 鉢形土器である。81は直

口口縁を呈し、回縁部はやや内湾しながら立ち上がる。82は やや突出する平底の底部となる。
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久米高畑遺跡27次調査地

S K58(第 47図 )

調査区東部、C9～ D10区 に位置する。倒木址 10を切 り、 S P 549・ 583に切られる。平面形態は

長方形を呈し、規模は長さ2.25m、 幅 1.30m、 深さ25cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は

上下2層 (① o②層)に分かれ、①層は黒灰色上、②層は黒灰色土 (黄色土混入)である。基底面は

ほぼ平坦である。遺物は②層中から、弥生土器片が出上した。

出土遺物 (第 47図 )

83は甕形土器の口縁部片で、折り曲げにより口縁部を形成する。胴部にヘラ描き沈線文3条、口縁
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弥生時代の遺構と遺物

端面に刻目を施す。84は壷形土器の口縁部片で、沈線文と刺突文を施す。85・ 86は鉢形土器である。

85は直口口縁を呈し、やや内湾しながら立ち上がる。口縁部外面に沈線文 5条を施す。内外面共に横

方向のヘラミガキ調整を施す。86は外反口縁を呈し、口縁部は短 く延びる。87,88は壼形土器の底

部で、平底となる。

S K59(第 48図 )

調査区南部、H5～ 16区 に位置し、 S P 72,487を切る。平面形態は長方形を呈し、規模は長さ

1.50m、 幅 1.10m、 深さ37cmを測る。長軸方向はほぼ真北方向に直交する。壁体は東壁及び西壁はほ

ぼ垂直に立ち上がるが、北壁及び南壁ではやや袋状となる。埋土は黒灰色土 (責色土混入)である。

基底面はほぼ平坦であるが、西側がやや凹む。本土坑は、断面形態の特徴より貯蔵穴の可能性がある。

遺物は埋土下位から、弥生土器片が出土した。

出土遺物 (第 48図、図版 16)

89は甕形土器の口縁部片で、折り曲げにより口縁部を成形する。無文。90は壺形土器で、頸部にへ

凰_

① 黒灰色土 (責色土混入)

第48図  S K59測量図・

0          1m

(S=1:40)

(S=1:4)
出土遺物実測図
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久米高畑遺跡27次調査地
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第 49図  S K61測量図・出土遺物実測図
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弥生時代の遺構と遺物

ラ描き沈線文 3条を施す。91は奏形土器、921ま重形土器の底部で、91は平底、92は僅かに上げ底と

なる。

S K61(第 49図 )

調査区南部、G6区に位置し、S P 484に切られる。平面形態は不定形を呈し、規模は長軸 2,90m、

短軸 1,70m、 深さ22 cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土 (黄色土混入)である。基底

面はほぼ平坦である。基底面よリピット1基 (SP①)を検出した。SP①は埋土が土坑埋土と類似

することから、本土坑に伴うものと考えられる。

遺物は埋土中から、弥生土器片と石器が少量出上した。

出土遺物 (第 49図、図版 17)

98～ 96は奏形土器の口縁部片である。93・ 94は折り曲げにより口縁部を成形する。93の 口縁部は

やや外上方に延び、口縁端面に刻目を施す。 2条 1組の工具による沈線文12条 と刺突文 1条を施す。

94の口縁部は強く屈曲し、日縁端面に刻目を施す。 2条 1組の工具による沈線文と刺突文を施す。95

は貼り付けにより口縁部を成形する。断面かまぼこ状の短い口縁部である。口縁端面に刻目を施す。

胴部に沈線文11条 (2条 1組)を施す。96は 口縁部を欠損する。胴部に沈線文11条 を施す。外面は

刷毛目調整後に縦方向のヘラミガキ調整を施す。97は壷形土器の口縁部片である。98は所謂コシキ形

土器である。壼形土器の転用品で、底部に径 12 1unの孔を穿つ (焼成後穿孔)。 99は石器素材である。

緑色片岩製。重量50.215g。

2)中 期 弥生時代中期に時期比定される土坑は8基ある。中期中葉のものが 2基、中期後葉
のものが 5基、中期中葉以前のものが 1基である。

①中期中葉

S K15(第 50図 )

調査区中央部、D6。 7区に位置し、 S P 196。 365。 366に切られる。平面形態は円形を呈するも

のと考えられ、規模は径 1.50～ 1.55m、 深さ16cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒灰色

上の単層である。基底面はほぼ平坦である。基底面からピット2基 (SP①・②)を検出した。SP

① o②は埋上が土坑埋土と酷似することから、本土坑に伴うものと考えられる。

遺物は埋土中から弥生土器片が少量出土し、埋土上位にて焼土と炭化物が出上した。

出土遺物 (第 50図 )

100は奏形土器の口縁部片である。折り曲げにより口縁部を成形する。口縁部下に断面三角形状の

凸帯を貼り付ける。1011よ壺形土器の底部で、平底となる。

S K 17(第 51図 )

調査区北西部、B3～ C4区に位置する。S K18・ 35を切り、SD2,3に 切られる。平面形態
は長方形を呈し、規模は長さ3.10m、 幅1.85m、 深さ12 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒

灰色上の単層である。基底面はほぼ平坦である。基底面よリピット1基 (SP①)を検出したが、本

土坑に伴うものかは判断できなかった。遺物は埋土中から、弥生土器が少量出土した。
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久米高畑遺跡27次調査地

H.35.000m
① 黒灰色上

② 黒褐色土〔S P3“埋土〕
0          1m

(S=1:40)

第50図  S K15測量図・出土遺物実測図
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第51図  S K17測量図・出土遺物実測図

出土遺物 (第 51図 )

102は甕形土器の口縁部片である。逆「 L」 字状口縁で、折り曲げにより口縁部を成形する。103は

壺形土器、104は甕形土器の底部である。103は平底、104は上げ底となる。
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弥生時代の遺構と遺物

②中期後葉

SK2(第 52図 )
調査区西部、Dl・ 2区に位置する。倒木址 6を切 り、 S P 305・ 308に 切られる。平面形態は不整

楕円形を呈し、規模は長径 1.82m、 短径 1.04m、 深さ36cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒

灰色上の単層である。基底面は土坑中央部が凹む。遺物は埋土中から、弥生土器片や石器片が出土し

た。

出土遺物 (第 52図 )

105は甕形土器の口縁部片である。口縁部は「く」の字状を呈し、口縁端部は上方につまみ上げる。

106・ 107は壼形土器である。106は 口縁部が大きく外反し、口縁端部は「コ」字状を呈する。107は

頚部片である。外面に刷毛目調整を施す。108は鉢形土器である。直口口縁を呈し、口縁部下がヨコ

ナデにより凹む。109,■ 0は甕形土器の底部である。109は上げ底、110は平底となる。110の外面に

ヘラミガキ調整を施す。111は壷形土器で、胴部中位に張 りをもち、平底の底部となる。
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久米高畑遺跡27次調査地

SK4(第 53図 )

調査区南西部、G2区 に位置し、倒木l■ 7を切る。平面形態は楕円形を呈 し、規模は長径 1.00m、

短径 0.78m、 深さ29cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈 し、埋土は黒灰色上の単層である。基底面は

ほぼ平坦であるが、西側と南側がやや高くなっている。基底面よリピット2基 (SP①・②)を検出

した。SP① o②は径 6～ 8 cm、 深さ6～ 10cmを測る。埋土が土坑埋土と類似することから、本土坑

に伴うものと考えられる。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出土した。

出土遺物 (第 53図 )

112は甕形土器の口縁部片である。口縁部は「く」の字状を呈し、口縁端部は上方につまみ上げら

れ、口縁端面に凹線文 2条を施す。113～ 115は底部である。113・ 114は甕形土器、115は壼形土器の

底部である。1151ま突出部をもつ平底となる。

S K24(第 54図 )

調査区北部、D7区に位置し、S P 354を切る。平面形態は不整長方形を呈し、規模は長さ2.75m、

幅1.45m、 深さ23cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土 (責色土少量混入)である。基

底面はほぼ平坦であるが、東側と西側がやや高くなっている。基底面よリピット2基 (SP① o② )
を検出した。 SP①・②は径20～ 28 cm、 深さ4 cmを測る。埋上が土坑埋土と酷似することから、本

土坑に伴うものと考えられる。遺物は埋土中から、弥生土器片と石器片が少量出上した。

出土遺物 (第 54図、図版 17)

116,117は 底部である。116は甕形土器、117は壼形土器の底部である。118は扁平片刃石斧である。

全面が丁寧に研磨される。緑色片岩製。重量49.773g。 119は用途不明品である。重量 18.692g。

S K28(第 55図 )

調査区北部、C5・ 6区に位置し、掘立3(SP① o②)に切られる。平面形態は長方形を呈し、
規模は長さ2.00m、 幅1.15m、 深さ17cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は暗灰色上の単層

である。基底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中から、弥生土器片と石器が少量出土した。

出土遺物 (第 55図、図版 17)

120は壼形土器の口縁部片である。口縁端部は上下に肥厚し、口縁端面に凹線文 3条を施す。121は

甕形土器の底部で、くびれの上げ底となる。122は扁平片刃石斧である。緑色片岩製。重量43.405g。
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出土遺物実測図

0         1m
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① 黒灰色土
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S K47(第 56図 )

調査区北部、C5～ D6区に位置する。掘立 3(SP③ )及び S P 426・ 427に切られる。平面形
態は不整長方形を呈し、規模は長さ1.50m、 幅 1,00m、 深さ18cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋

土は黒灰色上の単層である。基底面はほlF平坦である力S、 やや西側が高くなっている。

遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物 (第 56図 )

123。 124は甕形土器の底部で、平底である。123の外面にはヘラミガキ調整を施す。

③中期中葉以前

S K35(第 56図 )

調査区北西部、C4区 に位置する。 S P 393を 切 り、 S K17(中期中葉)に切られる。平面形態は

円形を呈し、規模は径 1.10m、 深さ35cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は暗灰色土単層で

ある。基底面はほぼ平坦である。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :本土坑からは時期決定に有効な遺物の出土はないが、 S K17と の切 り合い関係から、 SK
35は弥生時代中期中葉以前の遺構とする。

3)後 期 弥生時代後期に時期比定される土坑は 2基である。土坑内から出土した遺物の特徴か
ら、弥生時代後期前半の遺構とする。

S K20(第 57図 )

調査区北部、B・ C7区に位置し、古墳時代の溝 SD5に 切られている。平面形態は長方形を呈 し、
規模は長さ1.10m、 幅0,80m、 深さ22 cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒灰色土単層で

ある。基底面は中央部が僅かにくぼむ。遺物は埋土中より、弥生土器片と石器が少量出上した。

① 暗灰色土

② 黒灰色土

③ 黒色土

0         1m

(S=1:40)
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第57図  S K20測量図 。出土遺物実測図
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第58図  S K22測量図・出土遺物実測図

出土遺物 (第 57図、図版 17)

125は壼形土器の口縁部である。口縁部は緩やかに外反し、回縁端部は上方につまみ上げられ面を

もつ。126は用途不明の石器である。安山岩 (アズキ色)製。重量 59.610g。

S K22(第 58図 )

調査区北部、B5,6区 に位置する。 S K45を 切 り、溝 SD2に 切られる。平面形態は精円形を呈
し、規模は長さ1,90m、 幅 1.10m、 深さ4 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は暗灰色土 (黄色

土混入)である。基底面はほぼ平坦である。南側壁体で径 12 cmの小ピット1基 (SP①)を検出した

が、本土坑に伴うものかは判断できなかった。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物 (第 58図 )

127は壼形土器の回縁部片で、口縁端面に沈線文 1条を施す。128・ 129は ミニチュア品。128は わ

ずかに上げ底。129は上げ底となる。
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4.古墳時代の遺構と遺物
古墳時代の遺構は、竪穴式住居llL 2棟、掘立柱建物llL 4棟、溝 2条、土坑 9基である。

(1)竪 穴式住居址

本調査にて、古墳時代の竪穴式住居址 2棟 (SB4・ 5)を検出した。

SB5(第 59図 )
調査区北西部、BoCl区 に位置する。住居址北側は S K30を 切 り、西半分は調査区外に続く。壁

体は消失し、主柱穴と周壁溝のみの検出である。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東

西検出長1.25m、 南北検出長3.75mを測る。内部施設は主柱穴 2基 (SP①・②)と 土坑 1基 (SK
①)を検出した。SP① o②の平面形態は円形を呈し、径16～ 30cm、 深さ20cmを 測る。埋土は黒褐

色上の単層である。SK①は住居llL南寄りに位置する。平面形態は不整精円形を呈し、径0.50～ 0.55

m、 深さ13 cmを 測る。埋土は黒褐色土単層である。周壁溝は住居址東側で検出した。幅10～ 20 cm、

深さ4 cmを測る。埋土は黒褐色土単層である。このほか、基底面にて大小 9基のピットを検出した。

そのうち、SP③は埋土が主柱穴埋土と類似することから、本住居に伴うものと考えられる。遺物は

SK①から弥生土器片と須恵器片が少量出上した。

出土遺物 (第 59図 )

130は須恵器の杯蓋片である。口縁部は直線的に下がる。131は壷形土器の口縁部片である。日縁部

は外上方に短く廷びる。口縁端面に刻目、頸部にヘラ描き沈線文 2条を施す。弥生時代前期。132は

Ｅ

ｏ
ｏ
ｏ
．め
∞
．
〓

ＳＰＯ
③

③
蝕 P③

◎SP⑤

1 哩 叩∞ml
餞刀―③

132

0                    10                   20cm

(S=1:4)

SB5測 量図・出土遺物実測図

0       1m

" (S=1:50)

第59図

① 黒灰色土
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土師器の甑形土器の把手である。

時期 :出土した須恵器、土師器の特徴が古墳時代後期の特徴を示 している。よって本住居址の廃

棄・埋没時期も古墳時代後期とする。

SB4(第 60図 )
調査区北東隅、 B10～ C ll区 に位置する。 S K33(古墳後期 )・ S K41を 切り、 S P 516・ SD6
に切られる。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長3.60m、 南北検出長2.10m、

壁高 14 cmを測る。埋土は黒灰色上の単層である。床面はほぼ平坦である。内部施設は主柱穴 2基

(① o②)を検出した。平面形態は円形を呈し、径20～ 25cm、 深さ40cmを測る。掘り方埋土は黒灰色

土単層である。そのほか、住居址床面にて大小 7基のピットを検出したが、住居に伴うかは不明であ

る。

遺物は埋土中から、弥生土器片と石器が出上した。

出土遺物 (第 60図 )

133は弥生時代後期末の甕形土器の底部である。外面にタタキ調整を施す。134はサヌカイト製のス

クレイパーである。重量2.070g。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。古代の溝 SD6に切られ、古墳時代後
期の土坑 S K33を 切ることから、 SB4は古墳時代後期以降の住居址とする。

①

②

黒灰色土  ③ 灰褐色土 〔SD 6坦土〕
黒褐色土

0          1          2m

(S=1:50)

134

0           5 om

"(S=1:3)

ｎ

ｒｌ

川

ｖ

‐
瓜伸
Ψ
‐0                    10cm

(S=1:4)

第 60図  SB4測 量図・出土遺物実測図

魏 澪P澤①

-75-



久米高畑遺跡27次調査地

(2)掘立柱建物址
本調査にて、古墳時代の掘立柱建物址 4棟を検出した。出土遺物や切 り合い関係より、古墳時代後

期の建物址とする。

掘立 3(第 61図 )

調査区西部、C4～ E6区 に位置する。 S K28。 29。 32。 47・ 62を 切 り、 SD3に 切られる。建

物址は14基の柱穴で構成される。東西棟で、建物方位は真北からやや西に振る (N-15°一W)。 4

間×3間の建物で、桁行長6.64m、 梁行長4.92mを測る。各柱穴の平面形態は円～楕円形を呈し、径

40～ 68 cm、 深さ12～ 56 cmを測る。柱穴の掘 り方埋土は黒褐色上を基調とし、明褐色土が混入する。

6基の柱穴 (SP①・④・⑦ o③ o⑪・⑫)で柱痕を確認した。柱痕は径20～ 30cm、 深さ14～ 44 cm

を測る。柱痕埋土は粘性の強い黒褐色土である。また、他の柱穴では柱の抜き取り痕を確認した。遺

物は埋土中から、須恵器片と土師器片が出上した。

Ш00乙・98・ H

H.35,200m

Ｉ

あ
伊

市
ｏ
ｏ
ヨ

0          5          10Cm 135

メ
36

0      1      2m

(S=1:80)

0                     10                    20cm

(S=1:4)

④

⑥

①

②

③

黒褐色土 (明褐色土少量混入)

黒褐色土 (明褐色土多量混入)

にぶい褐色土

黒褐色土〔柱痕〕
灰色土〔SD3〕

(S=113)

SP③ コ35・ 136 第61図 掘立 3測量図・出土遺物実測図

1             0と :                 9'1            0∠ !
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出土遺物 (第 61図 )

135は須恵器杯身、186は 土師器の奏形土器である。136は 口縁部はやや内湾し、頭部外面に明確な

稜をもつ。口縁端部は九い。

掘立 2(第 62図 )

調査区西部、C2～ E4区に位置する。建物址は12基の柱穴で構成される。東西棟で建物方位は真
北から西に振る (N-21°  W)。 3間 ×3間の建物址で、桁行長4.80m、 梁行長4.52mを測る。各柱

穴の平面形態は円～楕円形を呈し、径36～ 56 cm、 深さ6～ 32 cmを測る。柱穴掘 り方埋土は黒褐色土

を基調とし、明褐色上が混入する。 5基の柱穴 (SP①・④・⑦・⑩ o②)で柱痕を確認した。柱痕
は径 16～ 28cm、 深さ20～ 30cmを測る。柱痕埋土は粘性の強い黒褐色土単層である。

遺物は埋土中から、弥生土器片数点が出土した。

Щ00τ・98・ H

H.35,200m
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．ゆ
∞
．
Ｉ
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あ
卸

Ｎ
ｏ
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①

②

③

黒褐色土 (明褐色土少量混入)
黒褐色土 (明褐色土多量混入)
黒褐色土〔柱痕〕

0      1      2m

(S=1:80)

＼

＼
□

0                    10                   20cm

(S=1:4)

第62図 掘立 2測量図 。出土遺物実測図
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出土遺物 (第 62図 )

137～ 139は甕形土器の底部である。137・ 138は平底、1391よ小さい平底となる。外面に刷毛目調整

を施す。

掘立 1(第 63図 )

調査区南部、H4～ 15区 に位置し、倒木址 8を切る。建物址は14基の柱穴で構成される。東西棟

で建物方位をほぼ真北にとる (N-1° E)。 3間 ×2間の建物址で、建物南側に廂が付 く。桁行長

5.96m、 梁行長3.20mを測る。廂は桁行長 5,96m、 梁行長 1.60mである。各柱穴の平面形態は円～楕

Щ006・レε・H

H.34.900m

H Ⅲ34.900m

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
．寸
∞
．
Ｉ

工
あ
■
ｏ
ｏ
ｏ
∋

①

②

⑥

灰褐色土 (明褐色土少量混入)④ 仄褐色土〔柱痕〕
灰褐色土 (明褐色土多量混入)

明褐色土

第63図 掘立 1測量図

0      1      2m

(S=1:80)
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0          5          10Cm

(S=1:3)

SP③ :140 SP① :143
SP ③ :141 SP③ :144
SP⑫ コ42

144
0                     10                    20cm

(S=1:4)

第64図 掘立 1出土遺物実測図

円形を呈し、径0.6～ 1.4m、 深さ28～ 48cmを測る。柱穴の掘り方埋土は灰褐色上を基調とし、明褐

色上が混入する。 4基の柱穴 (SP⑤・③・⑩ o⑬)で柱痕を確認した。柱痕径 12～ 20 cm、 深さ26
～48cmを測る。柱痕埋土は灰褐色土である。また、他の柱穴では柱の抜き取り痕を確認した。

遺物は埋土中から、弥生土器片と須恵器片が出上した。

出土遺物 (第 64図 )

140。 141は須恵器郭身である。1401ま たちあがりは内傾し、受部は外上方に延びる。端部は九い。

141は受部が外上方に延びる。142は 弥生土器の奏形土器である。折り曲げにより口縁部を成形する。

口縁端面に刻目を施す。顎部にヘラ描き沈線文 2条を施す。143・ 144は壷形土器の口縁部片である。

143の口縁部は短く上方に延びる。頸部にヘラ描き沈線文 2条 と竹管文を施す。144の口縁部は外反し、

口縁端部は九い。

掘立 4(第 65図 )

調査区北西部、B2～ D3区に位置する。S K43・ 50及びSD4を切る。建物址は14基の柱穴で
構成される。東西棟で建物方位を真北に近い方向にとる (N-6生 E)。 4間 ×3間の建物址で、桁
行長5,80m、 梁行長424mを測る。各柱穴の平面形態は円～楕円形を呈し、径36～ 60cm、 深さ16～
44 cmを測る。柱穴掘り方埋土は灰掲色土を基調とし、明褐色土が混入する。 5基の柱穴 (SP③・

③・⑫・⑬・⑭)で柱痕を確認した。柱痕は径 16～ 20cm、 深さ34～ 50 cmを測る。柱痕埋土は灰褐色
土単層である。また、他の柱穴では柱の抜き取り痕を確認した。

遺物は埋土中から須恵器片、土師器片と石器が出土した。

出土遺物 (第 65図 )

145は SP④、146は SP⑨、1471ま SP⑦出土品。145は土師器高杯の脚部片である。146は須恵器
杯蓋で、口縁部は直線的に下がり口縁端部が内傾する。147は磨製の石庖丁である。平面形態は長方

形を呈し、穿孔は敲打により了しを穿つ。緑色片岩製。重量32,799g。
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Lu oo乙・98・ H
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第65図 掘立 4測量図・出土遺物実測図

(3)平毒

本調査にて古墳時代の溝 2条 (SD2・ 5)を検出した。

SD2(第 66図 )

調査区北西部、B6～ C2区 に位置する。溝の西端は消失する。 S K14・ 16～ 18・ 22を 切 り、 S

D3に切られる。規模は検出長 16.60m、 幅 0.58m、 深さ1l cmを測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土

は暗灰色土単層である。溝底は北東から南西に向けて傾斜をなす (比高差 19cm)。

遺物は埋土中から、弥生土器片と須恵器片、土師器片が少量出上した。

出土遺物 (第 66図、図版 17)

148。 149は須恵器郭身である。たちあが りは短 く内傾する。150～ 153は弥生土器。150は壼形土器、

151は 甕形土器である。1501ま 口縁下に凸帯を貼 り付け、凸帯上に羽状文を施す。1511よ折 り曲げによ

工
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い
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ｏ
ｏ
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⑥

④
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N S H.35.100m

① 暗灰色土

(S=1:20) ′″
149

0           5           1 0Cm

(S=1 :3)

0                     1o                     20cm

(S=1:4)

第66図  SD2断 面図・出土遺物実測図

り口縁部を成形し、胴部にヘラ描き沈線文 7条以上を施す。152は高郭形土器の脚部片。脚下端に円

子とを穿つ。153は支脚形土器である。 2個の突起をもつ。中空。

時期 :出土した須恵器の特徴より、溝の時期は古墳時代後期後半とする。

SD5(第 67図 )
調査区北部、B7～ D8に位置する。溝の北側は調査区外に続き、南側は近現代の削平により消失
する。 S K20及び倒木址 4を切 り、 S K52に切られる。規模は検出長9.60m、 幅0.98m、 深さ16 cm

を測る。断面形態は「U」 字状を呈する。埋土は暗灰色土単層である。溝底は北から南に向けて緩傾

斜をなす (比高差 3 cm)。 遺物は埋土中から、土師器片・須恵器片が少量と、石器が出上した。

出土遺物 (第 67図、図版 17)

154は須恵器杯蓋である。天丼部は九味をもち、口縁部は直線的に下がる。口縁端部はやや内湾す

る。155は杯身である。たちあがりは内傾 し、受部は外上方に延びる。156は奏形土器の口縁部片であ

る。口縁部は「く」の字を呈し、口縁端部はやや内傾する。頸部内外面に稜をもつ。157は剣形の石

製品か ?両面には軽い研磨が施される。緑色片岩製。重量295.325g。

時期 :出上した遺物の特徴から、溝 SD5の 時期は古墳時代後期後半～末とする。
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久米高畑遺跡27次調査地

Vヽ E H.35.100m

① 暗灰色土 0                    50cm

(S= 1 :20)

５６

　

　

２０ｃ

(S=1:3)

(S=1:4)

157

5            1 0Cm

(S=1:3)

第67図  SD5断 面図・出土遺物実測図

(4)土 坑
本調査にて、古墳時代の上坑 9基を検出した。出上した遺物や切 り合い関係から、古墳時代後期後

半のものが 2基、古墳時代後期以前のものが 5基、後期以降のものが 2基である。

1)古墳時代後期後半

S K33(第 68図 )

調査区北東部、B10区 に位置する。 SB4・ SD6・ S K51に 切られる。平面形態は楕円形を呈

するものと考えられ、規模は長径 1.55m、 短径 0,75m、 深さ30cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋

土は上下 2層 (①・②層)に分かれ、①層は灰褐色土 (責色土混入)、 ②層は黒灰色土である。基底

面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中から、須恵器片が少量出土した。土壌分析の結果、 S K33埋没当時はソバ属などが栽

培される畑作が周辺地域で営まれていたものと推測されている。

‐

Ｑ

Ｄ

〇

〇

ｏ
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古墳時代の遺構と遺物

出土遺物 (第 68図 )

158は須恵器のイ身片である。受部は短 く外上方に延びる。

S K39(第 69図 )

調査区南東部、H・ 19区 に位置する。平面形態は不整楕円形を呈 し、規模は長径 1.30m、 短径

0.85m、 深さ19 cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は黒灰色土単層である。基底面はほlF平

坦である。遺物は埋土中から、須恵器片と弥生土器片が出土した。

出土遺物 (第 69図 )

159～ 162は須恵器片である。159,160は杯蓋片で、口縁部は直線的に下外方に延びる。159は 口縁

端部が尖 り気味に九い。160の口縁端部は九い。1611よ杯身片である。たちあがりは内傾し、受部は外

上方に短く廷びる。1621ま高郭の脚部片である。

ビ
51

Ｅ
ｏ
ｏ
寸
．め
∞
．
Ｉ

′タ′
 158

0             5            10Cm

(S=1:3)H.35.400m ① 灰褐色土 (黄色土混入)
② 黒灰色土

③ 灰褐色土〔SD6〕

lm

(S=ヽ :40)

第68図  S K33測量図・出土遺物実測図
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第69図  S K39測量図・
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久米高畑遺跡27次調査地

2)古墳時代後期以前

S K29(第 70図 )

調査区西部、C4・ 5区に位置する。 S K19を切り、掘立3(SP⑬ )と溝 SD3、 S P 399に 切
られている。平面形態は長方形を呈し、規模は長さ1.95m、 幅1.10m、 深さ12 cmを測る。断面形態は

皿状を呈し、埋土は黒灰色土単層である。基底面はほぼ平坦である。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :土坑内からの遺物の出上がなく時期決定は困難であるが、掘立3と の切り合い関係から、 S

K29は古墳時代後期以前の遺構とする。

S K62(第 70図 )

調査区北部、D6区 に位置

径 0,90m、 深さ28 cmを 測る。

19cmの ピット1基 (SP① )

土はない。

時期 :掘立 3に切られるこ

し、掘立3(SP③ )に切られている。平面形態は円形を呈し、規模は
断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒灰色土単層である。基底面にて径

を検出したが、土坑に伴うものかは不明である。土坑内からの遺物の出

とから、 S K62は古墳時代後期以前の遺構とする。

S K43(第 21図 )

調査区北西部、A2区に位置する。遺構南西隅は掘立4(SP⑪ )に切られ、北側は調査区外に続
く。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は長軸0,80m、 短軸0.65m、 深さ12 cmを測る。断

面形態は皿状を呈し、埋土は暗灰色土単層である。基底面にて径25cmの ピット1基 (SP①)を検出

したが、土坑に伴うものかは判断できなかった。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :掘立4に切られることから、S K43は古墳時代後期以前の遺構とする。

H.35.200m

Ｅ
ｏ
ｏ
『
．め
∞
．エ

Ｅ
ｏ
ｏ
一．め
∞
．エ

H.35.100m

①

②

黒灰色土     SK 29
仄色土 〔SD3埋土〕

0          1m

(S==1 : 40)

① 黒灰色土

0         1m

(S=1:40)

第 70図  S K29・ 62測量図
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古墳時代の遺構と遺物

S K50(第 21図 )

調査区西部、A3～ B3区に位置する。遺構北西部は掘立4(SP① )に切られ、北側は調査区外
に続く。平面形態は不定形を呈し、規模は長軸 1.20m、 短軸 1.18m、 深さ23 cmを 測る。断面形態は逆

台形状を呈し、埋土は黒色土単層である。基底面はほぼ平坦である。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :掘立 4に切られることから、S K50は古墳時代後期以前の遺構とする。

S K 30(第 21図 )

調査区北西部、Bl区に位置し、SB5に切られる。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規

模は一辺060m、 深さ13 cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土単層である。土坑内から

の遺物の出土はない。

時期 :SB5に 切られることから、 S K30は古墳時代後期以前の遺構とする。

3)古墳時代後期以降

S K51(第 71図 )

調査区北東部、B9～ C10区 に位置する。 S K33を 切 り、SD6・ S P 5071こ切られる。平面形態
は楕円形を呈するものと考えられ、規模は長径 2.10 rn、 短径 1.45m、 深さ22cmを 測る。断面形態は皿

状を呈し、埋土は灰褐色土 (責色土混入)である。土坑内からの遣物の出土はない。

時期 :S K33と の切 り合い関係から、 S K51は古墳時代後期以降の遺構とする。

S K52(第 21図 )

調査区北部、B8区に位置し、溝 SD5を切る。平面形態は長方形を呈するものと考えられ、規模
は長さ120m、 幅0.50m、 深さ47cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は黒灰色土単層である。土

坑内からの遣物の出土はない。

時期 :SD5と の切 り合い関係から、 S K52は古墳時代後期以降の遺構とする。

Ｅ
ｏ
ｏ
［
．ゆ
∞
．〓

①

②

灰褐色土 (責色土混入)

灰褐色土 (責色土少量混入)〔 SK33埋 土〕

第71図  S K51測量図

0          1m

(S=1:40)

H.35.200m
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久米高畑遺跡27次調査地

5.古代の遺構と遺物

(1)清
本調査にて古代の溝 1条 (SD6)を 検出した。

SD6(第 72図、図版 15)

調査区北東部、B10。 11区に位置し、SB4及びS K33・ 51を切る。溝の東部は調査区外に続き、

西端は「L」 字状に折れ曲がるものと考えられる。規模は検出長6.28m、 検出幅0.40m、 深さ37cmを

測る。断面形態は「V」 字状を呈し、溝下位は段掘り構造となる。埋土は上下 2層に分かれ、上層は

灰褐色上、下層は灰褐色土 (黄色土混入)である。遺物は埋土中から、須恵器片が出土した。

H.35.400m

◎ サンプル採集地点 (1～ 7)

(S=1:20)
④

⑤

①

②

③

耕作土

優彊色圭(難剤痢16Dω
量視色圭

艶 抄 量混力

16昭
働

(S=1:3)

第 72図  SD6測 量図・出土遺物実測図
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時期不明の遺構と遺物

出土遺物 (第 72図 )

163は須恵器杯蓋片である。口縁部は内湾気味に下外方に下がり、口縁端部は丸い。164は高台付の

杯である。高台は体底部の境より内側に付 く。高台接地面はやや凹む。

時期 :出土した遺物の特徴から、SD6は 8世紀代の溝と考えられる。その後の調査にて、溝 SD6
は来住台地上にて展開される、 8世紀代の正倉院を区画する溝の南西コーナー部分であることが判明

している。

6。 時期不明の遺構と遺物

本調査にて時期特定の困難な遺構がある。竪穴式住居址 1棟 (SB2)、 溝 4条 (SDl・ 3・

7・ 8)、 土坑19基である。

(1)竪穴式住居址
SB2(第 73図 )
調査区西部、E・ F3区に位置し、S P 55に切られる。壁体は消失し、主柱穴と周壁溝のみの検出
である。柱穴の平面形態は円形を呈 し、径 18～ 20cm、 深さ22～ 30cmを測る。柱穴埋土は黒灰色土単

層である。周壁溝は住居址南西隅、南東部及び北壁の一部で途切れる。規模は幅18～ 20cm、 深さ 2

cmを測る。周壁滞埋土は黒灰色土単層である。床面にて2基のピット (SP③・④)を検出した。S

P③は埋土が主柱穴埋土と類似することから本住居に伴うものと考えられるが、SP④は不明である。
主柱穴や周壁溝からの遺物の出土はない。
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第73図  SB2測 量図
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(2)渾子(第 21図 )
本調査にて時期不明の溝 4条を検出 した。

SDl

調査区南西部、Gl～ H4区 に位置し、溝両端は消失する。 S K5・ 倒木址 7を切る。規模は検出
長■.70m、 幅0.26m、 深さ8cmを 測る。断面形態は「 U」 宇状を呈し、埋土は暗灰色土単層である。

溝底は東から西に向けて傾斜をなす (比高差 14cm)。 溝内からの遺物の出土はない。

SD3

調査区北部、B3～ C5区 に位置し、溝両端は消失する。掘立 3(SP⑬ )、 SD2及 び S K17・
18を 切る。規模は検出長 7.85m、 幅0.34m、 深さ3 cmを測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は灰色土

単層である。溝底は西から東に向けてわずかに傾斜をなす (比高差 l cm)。 溝内からの遣物の出土は

ない。

SD7

調査区東部、E10区 に位置し、 S P 5451こ 切られる。溝の北部は攪乱、南部は近現代の削平により

消失する。規模は検出長 1,00m、 幅0.40m、 深さ13 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色

土単層である。溝内からの遺物の出土はない。

SD8

調査区北東部、Cll区 に位置し、溝両端は消失する。規模は検出長 1.58m、 幅0.16m、 深さ 8 cm
を測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒灰色土単層である。溝内からの遺物の出土はない。

(3)土 坑 (第 21図 )
本調査では土坑62基を検出し、時期不明の土坑は21基あり、これらの上坑は平面形態と埋土より

分類することができる。平面形態は円形、楕円形、方形、長方形、不定形の5種類に分類できる。円

形のものは 4基 (SK7'10。 34・ 55。 60)、 楕円形は 2基 (SK8,49)、 方形は 5基 (S K23・
37・ 38。 40・ 44)、 長方形 6基 (S K6・ 12・ 26・ 42・ 48・ 54)、 不定形 1基 (S K57)で ある。

埋土は黒色上、黒灰色土、暗灰色土の 3種類に分類できる。黒色土のものは 2基 (S K12・ 60)、 黒

灰色土は16基 (S K6,7・ 10,23・ 34。 37・ 38・ 40,42・ 44・ 48・ 49・ 53・ 54・ 55・ 57)、 暗

灰色土は2基 (S K8・ 26)である。埋土から判断すると、暗灰色土より黒灰色上の上坑が、時期が

下がる傾向がある。

7.その他の遺構と遺物

(1)倒木址 (第 21図 )
本調査にて倒木址12基 を検出した。調査工程の都合上、完掘は行わず、平面形態及び倒壊方向を調

査するにとどめた。これらの倒木址は遺構の切 り合い関係から、弥生時代以前のもの 4基と古墳時代

以前のもの 3基がある。その他は時期不明である。

1)弥生時代以前

弥生時代以前に時期比定できる倒木址は 4基 (倒木 5。 6・ 7・ 10)である。平面形態は楕円形を

呈 し、規模は長径0.5～ 3m、 短径0.6～ lmを測る。倒壊方向は倒木 5・ 6が北北東、倒木 7が南南

西、倒木10が西である。
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その他の遺構と遺物

2)古墳時代以前

古墳時代以前に時期比定できる倒木址は 3基 (倒木 2・ 3。 4)である。平面形態は楕円形を呈し、
規模は長径 2m、 短径 1.2mを 測る。倒壊方向は倒木 2が南西、倒木 3が東である。倒木 4は一部の

検出であり不明である。

(2)ピ ッ ト (第 21図 )
本調査にてピット540基 (掘立柱建物柱穴54基を含む)を検出した。ピットは埋上の違いにより
5グループに分類される。

A類一黒灰色上の埋土をもつもので、最も多く検出した (353基 )。

B類―黒褐色上の埋土をもつものである (訊基)。

C類―黒褐色土 (明褐色土混入)の埋土をもつもので、掘立 2・ 3の柱穴埋上でもある (26基 )。
D類―灰褐色土 (明褐色土混入)の埋土をもつもので、掘立 1・ 4の柱穴埋土でもある (28基 )。
E類―暗灰色上の埋土をもつもので、検出は少数である。黒灰色土の埋土をもつものを切る (49基 )。

166

0                     10                     20cm

(S=1:4)

第74図  SP4出 土遺物実測図
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久米高畑遺跡 27次調査地

これらのピットのうち、 SP4。 S P 666か らは比較的まとまった弥生土器が出土した。

SP4(第 21図 )

調査区西部、 E・ Fl区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径 0.61m、 短径 0.42m、

深さ40cmを測る。埋土は黒灰色土単層である。遺物は弥生時代中期後半の甕形土器、壼形土器、鉢形

土器、高郭形土器が重なり合って出土した。

出土遺物 (第密図、図版 18)

165。 166は壼形土器の回縁部片である。165は口縁部が大きく外反し、口縁端部は丸い。166は 口

縁端面が凹む。167は重形土器の胴部。扁球形の胴部で胴部中位に張りをもつ。168は鉢形土器で、直

口口縁を呈する。口縁部はやや内湾気味に直線的に立ち上がる。口縁端部は面取 りされる。169は 高

郭形土器である。口縁部はやや内湾 し、口縁外面に凹線文 4条、脚裾部外面に凹線文 3条 を施す。

170～ 172は甕形土器の底部片である。170は立ち上がりをもつ上げ底、1711ま くびれの上げ底、1721よ

立ち上がりをもつ平底となる。1731よ壼形土器の底部で、平底となる。

S P 666(第 21図 )

調査区東部、D10区 に位置する。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径0.60m、 短径 0.35m、 深さ

12 cmを 測る。埋土は黒灰色土単層である。遺物は弥生時代前期末～中期初頭の壼形土器が出土した。

出土遺物 (第 75図、図版 18)

174・ 175は壼形土器の口縁部片である。174は口縁部がやや外反し、口縁端部は丸い。175は 口縁

部が直線的に上方に延び、日縁端部は丸い。176。 1771ま董形土器の底部である。176は球形の胴部で、

胴部上位に張りをもつ。177は立ち上がりをもつ平底となる。

その他のピット出土遺物 (第 76,77図、図版 18)

SP4・ S P 666以外のピットからも、弥生時代前期から古墳時代の上器や石器が出上している。

図化 しうるものを第76・ 77図 に掲載した。

10

(S=1:4)

S P 666出土遺物実測図第75図
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久米高畑遺跡27次調査地

178～ 187は甕形土器である。178～ 180,182・ 184は貼 り付け、181・ 183・ 185～ 187は折 り曲げ

により口縁部を成形する。179・ 183は 回縁端面に刻 目を施す。1821よ 口縁端面に押圧文を施す。

185。 186は口縁端部を上方につまみ上げ、端面に凹線文 1条を施す。188～ 195は壷形土器である。

191は 口縁部内面、1921ま顎部内面にそれぞれ断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。193は顎部に凸帯を

貼 り付け、凸帯上を押圧する。194は 口縁端部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文 4条 を施す。195

は複合口縁壷である。196は壼形土器の胴部、197,198は底部である。197・ 198はやや突出部をもつ

平底となる。1991よ支脚形土器。受部は斜めにカットされる。200。 2011ま須恵器。200は杯身、201は

壼の肩部片である。202～ 2051ま石器である。202は打製の凹基無茎石鏃で、平面形態は二等辺三角形

>

一塑慰一

202

｀ヽ
   201

―

～

ヽ

は
‐

Д
Ｈ
日
Ｈ
Ｖ

」
罵
―

―

邑

イ  205

(S=1:3)
卜出土遺物実測図 (2)
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その他の遺構と遺物

を呈する。サヌカイト製。重量0.389g。 203・ 204は磨製の石庖丁である。203は平面形態は隅九台

形状を呈 し、敲打後回転穿孔により孔を穿つ。重量46.444g。 204は 金属製工具により回転穿孔にて

孔を穿つ。緑色片岩製。重量8.41l g。 205は 用途不明の石器である。重量 8143g。

(3)包含層・地点不明出土遺物 (第 78図、図版19
本調査にて包含層である第Ⅳ・V層中から、弥生時代から古代までの遺物が出土した。また、地点

不明ではあるが須恵器・磁器・石器が出上している。

/⌒

~lk、

:B"""'|!17

0              5             1 0Cm

(3=1:3)

206

219

知0

｀
211

■
ハ

213

0              5             10Cm

(S=1:3)

206～ 208:第Ⅳ層
209～ 217・ 220:第V層
218・ 219・ 221 :地点不明

ヒ 1潜劉5

0          5          10Cm

(S=1:3)
包含層・地点不明出土遺物実測図第78図
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久米高畑遺跡27次調査地

206～ 208は第Ⅳ層、209～ 217・ 220は第V層、218・ 219。 2211ま 地点不明出土品である。206・

207は須恵器。206は郭蓋、207は杯身である。208は土師器の高杯。杯部は浅い椀形を呈する。柱部

は円筒状で、裾部は緩やかに外反する。郭部内面に丁寧なヘラミガキ調整を施す。209～ 217は弥生

土器。209～ 212は甕形土器の口縁部である。209は月同部に沈線文間に刺突文、210はヘラ描き沈線文

1条 を施す。弥生前期。211・ 2121よ 口縁部が「く」字状を呈する。2131よ重形土器の口縁部。口縁部

は垂下し、口縁端面に波状文を施す。214・ 215は 甕形土器、216・ 217は壼形土器の底部である。218

は磁器の蓋である。断面三角形状のかえりをもつ。219は 須恵器高イ。3方向の透かしを看取する。

220・ 221は 石器である。220は打製の凹基無≧石鏃である。サヌカイト製。重量0.764g。 2211よ磨製

の石庖丁である。平面形態は長方形を呈し、材質は緑色片岩である。重量46.446g。

8.小 結

(1)遺構と遺物
本調査では竪穴式住居址 5棟、掘立柱建物址 4棟、溝 8条、土坑62基、柱穴671基、倒木址 12基を

確認した。以下、時代ごとにまとめを行う。

1)弥生時代

弥生時代の遺構には竪穴式住居址 2棟 (SBl,3)と 土坑、溝がある。

①竪穴式住居址

SBl・ 3は弥生時代後期後半に時期比定されるものである。両者共に住居址の南側は調査区外 |こ

続 くため、部分的な検出である。平面形態は長方形を呈するものと考えられ、 2本の主柱穴、周壁溝

を検出した。主柱穴は、おそらくその配置から4本であると考えられる。住居址に付随する炉は確認

できなかった。規模はSBlが SB3に 比べてやや大きく、建物主軸はSBlが ほぼ真北であるのに

対して、SB3は やや東に振る。方位は若千ずれるが、同時期に存在した可能性がある。来住台地の

南西地域での弥生時代後期後半の住居址の検出例は少なく、当地域の弥生後期における集落の広が り

を知るうえで貴重な資料といえよう。

②土 坑

弥生時代の上坑は32基を検出した。平面形態は長方形や円形を呈する。これらの上坑は弥生時代前

期末から後期までのものである。なかでも前期末～中期初頭のものが22基確認された。

当該期の土坑は壁体が垂直に立ち上がるものや、一部袋状のもの (S K46・ 59)がみられる。調

査地に南接する久米高畑遺跡 5次調査地からも、当該期の不定形の上坑 2基が検出されている。来住

台地では近年の調査で、このような土坑の検出例は多 く、壁体の形状や配置の在 り方から貯蔵穴の可

能性が考えられている。今回の調査で確認した土坑群は、これらの資料を補充する資料となる。

2)古墳時代

古墳時代の遺構には竪穴式住居址 2棟 (SB4・ 5)、 掘立柱建物址 4棟と土坑、溝がある。

①竪穴式住居址

SB5は 古墳時代後期に時期比定される住居址である。主柱穴と周壁溝、土坑を検出した。平面形

態は方形を呈するものと思われる。 2本の主柱穴を検出したが、その配置から、本来は4本柱である

と考えられる。住居址に付随する炉の確認はできなかった。 SB4は 、出土遺物から古墳時代後期に
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小    結

属するものであり、SD6に切られるため下限を8世紀におくことができる。当調査地に南接する久
米高畑遺跡 5次調査地からも当該期の竪穴式住居址が確認されており、調査地及び周辺地域は、弥生

時代から古墳時代を通して居住域として広く利用されていたものと判断される。

②掘立柱建物址

掘立 1～ 4はすべて古墳時代後期に時期比定される建物址である。とりわけ、掘立 1は廂が付 く建

物構造である。柱穴掘り方は4棟共に円～楕円形を呈する。

建物方位で2つ に分かれ、掘立 1・ 4は真北方向、掘立 2・ 3は磁北に近い方向をとる。掘 り方埋

上でも両者は異なり、掘立 1,4は灰褐色土、掘立 2・ 3は黒褐色土を基調とする。おそらく両者に
は造営に時期差があるものと考えられるが、明確な時期特定はしかねる。

3)古 代

SD6は 古代 (8世紀)に時期比定される溝である。来住台地の南西地域に展開する正倉院を囲う
溝の南西コーナー部と考えられ、溝は北に延びるものと推測される。過去に行われた久米高畑遺跡 10

次調査地では、溝の北西コーナー部が確認されており、今回の調査結果より、正倉院を囲う溝の規模

がほ1難定することができたことは大きな成果である。

(2)弥生時代前期の土坑
今回の調査において、弥生時代前期～中期初頭に時期比定される土坑は22基である。これらの土坑

を平面形態、規模、方位で分類を行う。

平面形態と規模では以下のように分類される。規模は床面積 2♂以上のものを大型、2♂未満のも

のを河ヽ型とした。

① 円形一大型1基 (S K56)、 小型4基 (SKl・ 9,27・ 41)
② 楕円形―小型2基 (SK5,45)
③ 方形一大型1基 (S K13)、 小型1基 (S K25)
④ 長方形一大型 5基 (S Kll・ 14。 18・ 46・ 58)、 小型6基 (S K3・ 16・ 19。 21・ 36・ 59)
⑤ 不定形一大型 2基 (S K32・ 61)
このうち、11基の長方形土坑は、長軸が南北方向に平行もしくは直交するものと、北西一南東方向

のものの3種類に分類される。

① 南北…小型2基 (S K18・ 58)
② 東西…大型1基 (S K46)、 小型6基 (S K3,16・ 19・ 21・ 36・ 59)
③ 北西一南東…大型2基 (S Kll・ 14)
この結果、長軸方向が南北に平行もしくは直交するものが11基中9基あり、なんらかの意図がある

ものと推測される。 しかしながら、その配置に規則性は認められなかった。
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表 20 土坑一覧

久米高畑遺跡 27次調査地

(1)

表 17 竪穴式住居l■一覧

竪穴

(SB)
時 期 平面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

埋  土
床面積

(浦 )

主柱穴

(本 )

内 部 施 設
周壁溝 備  考

高床 土坑 炉 カマド

1
弥生後期

後半

方形もしく
は長方形

506× 204+α ×026 黒灰色土 1032+α ○
SP 671、 撹舌しに

切られる。

2 不 明 長方形 320× 252 黒灰色土 806 2 ○
SP 55に切られ
る。

3
弥生後期

後半

隅九方形もし

くは長方形
400+α ×059+α ×018 黒灰色土 236+α 2(4) ○

SK 59、 SP 72を切

り統乱に切られる。

4
古墳後期以降
～古代以前

方形 360+α ×210+α ×014 黒灰色土 7酪 +α 2(4)
SK33・ 41を切りSP
516、 SD6に切られる。

5 古墳後期 方形 375+α ×■25+α 黒褐色土 469+α 2(4) ○ ○ SK30を切る。

表18 掘立柱建物l■一覧

掘立 離
⑪

方向
桁 行 梁 行

方 位
床面積

(ド )
時 期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

1 3× 2 東西 216 1紹Э・210 320 156 164 N-1° E 1907 古墳後期 樹木 8を切る。

3× 3 東西 140・ 160,180 452 154 154・ 144 N-21°―W 2170 古墳後期

3 4× 3 東西 664 190140■ 62172 492 170・ 170・ 152 N-15°―W 3267 古墳後期
SK28.29132,47・ 62

を切りSD31こ切られる。

4 4× 3 東西 580 150'150・ 150130 424 130・ 144・ 150 N-6°―E 古墳後期
SK43・ 50及 びS

D4・倒木2を切る。

表 19 溝一覧

溝

(SD)
地 区 断面形

規  模 (m)
長 さ × 幅 × 深 さ

方向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

ユ Gl～ H4 U字労犬 1170× 026× 008 東→西 暗灰色土 不明
SK5,倒 木 7
を切る。

B6～ C2 皿状 1660× 058× 011
北東→

南西
暗灰色土

生

師

恵

弥

土

須

古墳後期

後半

SK14・ 16.17・ 18,22

を切りSD31こ切られる。

B3～ C5 皿状 785× 034× 003
北西→

南東
灰色土 不明

掘立 3、 SK17・
18、SD2を 切る。

A3～ B2 U字状 320× 051× 035 北→南 黒灰色土
生

器

弥

石

弥生後期

前半

掘立 4に切られ
る。

5 B7～ D8 U字状 960× 098× 016 北→南 暗仄色土
須恵・石器

土師

古墳後期

後半～末

SK20,倒木4を切
り、SK52に切られる。

B10～ B ll V字状 628+α ×040+α ×037 東西
①黒灰色土
①黒灰色土
(黄色土混入 )

須恵 8世紀
SB4・ SK33
SK 51を切る。

7 E10 皿状 100+α ×040× 013 北→南 黒灰色土 不 明
S P 545、 拶圭舌し
に切られる。

8 C ll 皿状 158× 016× 008
北西→

南東
黒灰色土 不 明

土坑

(SK)
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)
長さ(長径)X幅 (短径)×深さ

床面積

(ド )
埋  土 出土遺物 時 期 備   考

1 C6 円形 皿状 100× 096× 024 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

2 Dl・ 2 不整楕円形 皿状 182× ■04× 036 黒灰色土
弥生

石器

弥生中期

後葉

倒木6を切りSP305.

308に切られる。
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航
Ю
±
６

地 区 平面形 断面形
規  模 (m)

長さ(長径)X幅 (短径)×深さ
床面積

(ド )
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

3 Hl 不整長方形 皿状 120× 100× 015 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

S P 475  476
に切られる。

G2 楕円形 逆台形状 100× 078× 029 080 黒灰色土 弥生
弥生中期

後葉
倒木 7を切る。

5
G3～
H3 不整楕円形 逆台形状 140× 110× 016 lM 黒灰色土 弥生

弥生前期末
～中期初頭

SDlに 切 られ
る。

E4 長方形 llll引犬 145× 105× 014 152 黒灰色土 不明

7
G3～
H4 円形

レンズ状 110× 110× 026 黒灰色土 不明

G5～
H5 精円形 皿 状 155× 115× 020 178 暗灰色土 弥生 不 明

C7 不整円形 皿状 100× 095× 012 079 黒灰色土
文

生

縄

弥
弥生前期末
～中期初頭

C7～
D7 不整円形 皿状 135× ■25× 032 黒灰色土 不 明

ll
E6～
F6 長方形 皿 状 215× ■60× 018 344 黒褐色土

生

器

弥

石
弥生前期末
～中期初頭

炭化物・焼土あ

り。倒木5を切る。

G7～
H7 不整長方形 信鉢状 220× 090× 018 180+α 黒色土 不 明

撹乱に切れられ

る。

C2～
D2 不整方形 皿状 210× 210× 033 黒灰色土 弥生

弥生前期末
～中期初頭

2基の上坑が重
複。

14
B2～
C2 長方形

皿状 200× ■30× 019 黒灰色土
生

器

弥

石

弥生前期末
～中期初頭

SD2に 切 られ
る。

D6・ 7 円形 レンズ状 155+α ×■50× 016 189+α 黒灰色土 弥生
弥生中期

中葉

炭化物・焼 土あり。
SP196 365・ 366
に切られる。

C3 長方形 皿状 195× 090× 015 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

SD2に 切 られ
る。

17
B3～
C4 長方形 皿状 310× ■85× 012 574 黒灰色土 弥生

弥生中期

中葉

SK 18・ 35を切り、
SD2・ 3に切られる。

C4 長方形 逆台形状 173+α ×■30× 018 225-卜α 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

SD2 3及 び2基の
ピットに切られる。

C4・ 5 長方形 レンズ状 145× 110× 024 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

S K29,SD
3に切られる。

B7～
C7 長方形 逆台形状 110× 080× 022 黒灰色土

生

器

弥

石
弥生後期

前半

SD5に切られ
る。

C4・ 5 長方形 llll状 ■75× 096× 018
黒灰色土

(黄色土混入)
弥 生

弥生前期末
～中期初頭

S K19に 切 ら
れる。

B5・ 6 楕円形 llL状 190× 110× 004 210
暗灰色土

(責色土混入)
弥生

弥生後期

前半

SK 45を 切り、S

D2に切られる。

F5,6 不整方形 皿状 085× 080× 012 黒灰色土 不 明

D7 不整長方形 皿状 275× ■45× 023
黒灰色土

(黄色土少量混入)

生

器

弥

石
弥生中期

後葉

S P 354を 切
る。

B5 不整方形 皿状 150× 120× 006 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

S P 279に 切 ら

れる。

H3・ 4 長方形 レンズ状 270+2× 025+2× 008 068+α 暗灰色土 不 明

B2～
C2 円形

皿状 140× 140× 012 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

C56 長方形 逆台形状 200× 115× 017 暗灰色土
生

器

弥

石
弥生中期

後葉

掘立 3に切られ
る。

土坑一覧

遺 構 一 覧
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坑

Ю

±

６
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(浦 )
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

C4・ 5 長方形 皿状 195× 110× 012 215 黒灰色土
古墳後期

以前

SK19を切り、掘立3S
D3.SP399に切られる。

Bl 方形 皿状 060+α ×060+α ×013 036-卜α 黒灰色土
古墳後期

以前

SB5に切られ
る。

CH 不整方形 皿状 060+2× 020+2× 019 012+ο 黒褐色土 下明
SB4・ SK411
切られる。

C4～D4 不定形 皿状 290+α ×220× 023 638+α 暗灰色土 弥 生
弥生前期末
～中期初頭

掘立3及び4基の

ピットに切られる。

B10 精円形 皿状 155+α ×075× 030 088+α
○ 灰褐色土

(黄色土混入)
① 黒灰色土

須恵
古墳後期

後半

SB4・ SD6・ SK
51に 切られる。

C5'6 円形 皿状 095× 092× 009 黒灰色土 不明

C4 円形 逆台形状 110× 110× 035 暗灰色土
弥生中期

中葉以前

SP 393を 切り、S

K17に切られる。

C5～ D5 不整長方形 皿状 125× 040× 012 050 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

H7～ 17 方形 皿状 130+2× 080× 022 104-十α
黒灰色土

(黒褐色土混)
不 明

18 9 方形 皿状 210× 075+2× 013 158+α 黒灰色土 不 明

H9～ 19 不整楕円形 レンズ状 130× 085× 019 黒灰色土
生
恵
弥
須

古墳後期

後半

G10 不整方形 レンズ状 110× 070× 013 黒灰色土 不明

C ll 不整円形 逆台形状 150× 080× 049 177 黒灰色土
生
器
弥
石

弥生前期末
～中期初頭

SB4に切られ
る。

B7 長方形 皿状 150+2× 080× 014 120+α 黒灰色土 不明

A2 方形 皿状 080+α ×065× 012 052+α 暗灰色土
古墳後期

以前

掘立 4に切られ
る。

D4 方形 皿状 1■ 0× 110× 004 黒灰色土 不明

B5・ 6 不整楕円形 皿状 130× 100× 013 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

S K22、 SP
317に切られる。

D10・ 11 長方形 袋状 200× 140× 038
○黒灰色土
○黒灰色上
(黄色土混入 )

生

器

弥

石

弥生前期末
～中期初頭

貯蔵穴

C5～ D6 不整長方″ 皿状 150× ■00× 018 黒灰色土 弥生
弥生中期

後葉

掘立 3・ SP 426・ S

P427に切られる。

C8 不整長方形 皿状 100× 070× 020 070
黒灰色土

(責色土混入)
不明

B7～ C7 楕円形 皿状 110× 080× 015 082 黒灰色土 不 明

A3～B3 不定形 逆台形状 120+α ×118+α ×023 142+α 黒色土
古墳後期

以前

掘立 4に切られ
る。

B9～C10 楕円形 皿 状 210+α ×■45× 022 346+α
灰褐色土

(黄色土混入)

古墳後期
以降

SK33を切り、SD6・

SP507に切られる。

B8 長方形 皿状 120× 050× 047 黒灰色土
古墳後期
以降
SD5を 切る。

53 E10・ 11 方形 レンズ状 170× 060+α ×015 102-卜α 黒灰色土 不 明

54 E8～F8 長方形 皿状 195+α ×125× 012 244+α 黒灰色土 不 明

土坑一覧

久米高畑遺跡27次調査地
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土坑一覧

遺 物 観 察 表

坑

Ю

±

６
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(請 )
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

E9・ 10 円形 皿状 150+α ×115× 019 1路 +α 黒灰色土 不 明

D9～ E9 円形 皿状 215× ■35× 012 363 黒灰色土 弥生
弥生前期末
～中期初頭

SP 548・ 569
581に切られる。

D ll 不定形 皿状 165× ■50+α ×014 248+α 黒灰色土 不明

C9～ D10 長方形 逆台形状 225× 130× 025 293

］蝉中
弥 生

弥生前期末
～中期初頭

pl木 10を切り、SP
549583に切られる。

H5～ 16 長方形 袋状 150× 110× 037
黒灰色土

(責色土混入)
弥 生

弥生前期末
～中期初頭

貯蔵穴。SP 72

487を切る。

C ll 円形 レンズ状 110+α ×110+α ×021 095+α 黒色土 不明

G6 不定形 皿状 290× 170× 022
黒灰色土

(黄色土混入)

生

器

弥

石

弥生前期末
～中期初頭

SP 4841こ 切 ら

れる。

D6 円形 逆台形状 095× 090× 028 071 黒灰色土 古墳後期以前
掘立 3に切られ
る。

表21 SBl出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

1 甕
口径 (150)

残高  46

「く」の字状口縁。頚部内外面
に明瞭な稜をもつ。口縁端部は

小さい面をもつ。口縁部小片。

⊂Dヨ コナデ
Θハケ
(7～ 8本た皿)

ハ ケ
乳褐色

乳褐色

石,長 (1～3)

○

2 一霊
口径 (158)

残高  41

複合口縁壷。口縁端部は内傾

する。口縁端部は丸い。口縁

部小片。

⊂⊃ハクリ

◎ハケ(10本 /cm)
ハクリ

乳橙色

乳白色

石・長(1～3)

○

3 鉢
径

高

口

残

(101)

51

直口口縁。内湾する口縁部。

口縁端部は九い。回縁部1/2残

存。

マメツ マメツ
乳白色

乳責白色

石,長 (1～4)

○

4 高杯
口径 (196)

残高  40

ゆるやかに外反 し、外上方に

のびる口縁部。口縁端部は丸
い。口縁部小片。

マメツ マメツ
乳黄褐色

乳責色

石,長 (1～4)

○

高 邪 残高  55
脚部片。焼成前穿孔 (φ 9rln)o

脚部小片。
ハケ(8本/cm) しぼり痕

乳黄色

乳責色

石,長 (1～2)

○

甕
底径  25
残高  23

突出する小さい平底。 ナ デ ハケ(8本/cm)
色

色

褐

褐

密

○

7 豆
径

高

底

残

●0)

17
突出する小さい平底。 マメツ ナデ

掲色

赤橙色

密

○

鉢
底径 (30)

残高  35
わずかに上げ底。 ハケ (5～ 6本/cm) ハケ (5～ 8本■m)

乳褐色

乳責白色

石.長 (1～ 4)

○

表22 SB3出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 面

　
面

外
　
内
調色

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

9 望

径

高

底

残
九みのある平底。 ハケ(4～ 5本/cm) ハケ→ナデ

色

色

自

白

石。長(1～4)

○
黒 斑
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表 23 SD4出 土遺物観察表 土製品

表24 SD4出土遺物観察表 石製品

表 25 SK3出 土遺物観察表 土製品

表26 SK5出土遺物観察表 土製品

表27 SK9出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡27次調査地

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。 施  支
詞 整 (外面 |

色調

(内面

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (218)

残高  65

「く」の字状日縁。やや外反し外上方に
のびる日縁部。日縁端部は「コJの字状。
頸部外面に不明瞭な稜をもつ。小片。

Θ⑩ ヨコナデ

⑩ナデ→ハケ
Θ ヨコナデ

廻⊃ナデ

乳白色

▼L白色

石,長 (1～ 4)

○

士笠
底径  67
残高 46

コシキ形土器。壺形土器の転
用品。立ち上がりのある厚い

平底。焼成後穿孔 (φ 9null)o

マメツ ナ デ
乳褐色

掲色

石長(1～ 5)

○

士霊
底径 (74)

残高 132
平底。大型品。

⑩ハケ(8料 cnl)

⑥ハケ→ナデ
⑪板ナデ

⑥ナデ

乳褐色

乳橙色

石・長 (1)
金

○

黒 斑

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

用途不明品 緑色片岩 (淡緑色 ) 127

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

霊 残高  53
広口壷。口縁部内面に貼 り付

け凸帯 3条。断面形は九味を
おびる三角形状。破片。

マメツ マメツ
赤橙褐色

赤橙褐色

石.長 (1～ 4)

○

霊 残高
顕部下にヘラ描き沈線文 1条。

小片。
ミガキ ナ デ

乳褐色

乳褐色

石,長 (1～ 3)

○

甕
底径 (72)

残高 39
たちあがりをもつ底部。わず

かに上げ底。
マメツ ナ デ

乳茶色

乳茶色

長 (1～ 3)

○

番号 器 種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

奏
口径 (132)

残高  92

折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。胴部の張 りは弱い。小型

品。口縁部 1/2残存。

マメツ マメツ
赤橙色

赤橙色

石,長 (1～ 4)

O

高必
底径  74
残高  69

脚底部は上げ底。脚部と郭部
の境に貼 り付け凸帯 l条。凸
帯上にヘラ描き沈線文 1条。

マメッ ミガキ
赤橙色

赤橙色

石。長(1～ 3)

○

奏
底径

残高
立ち上がりをもつ平底。 マメツ マメツ

赤橙色

赤橙色

長 (1～2)

○

士電
底径 (78)

残高  40
平底。大型品。 マメソ マメツ

赤橙色

責橙色

石・長(1～ 3)

砂多

○

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

深 鉢 残高  60 口縁部に刻目。縄文晩期。 ケズリ ナ デ

長 (1～4)

金

○

空

頸径 (92)

残高  38

広日壺。顕部に連鎖状凸帯l条。断面

形は丸味をおびる三角形状。凸帯上に

刻目2条。沈線文10条 (2条 1組 )。

ミガキ ミガキ
乳色

乳色

長(1～ 15)

密

○
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SK9出土遺物観察表 土製品

表30 S K13出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

霊 残高  30
山形文 (2条 1組 )。 沈線文 3

条以上。胴部破片。
ミガキ ミガキ

赤褐色

赤褐色

石。長(1～ 3)

○

〓霊
底径 (58)

残高 37
くびれの上げ底。 ナ デ マメツ

▼L茶褐色

乳茶黒褐色

石。長(1～ 5)

O

表28 S Kll出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (158)

残高 40

貼付け口縁。口縁端部に刻目。

クシ描き沈線文13条以上。口

縁部破片。

廻⊃ヨコナデ

◎ヨヨナデ

Θヨコナデ

⑩ヨコナデ

乳茶褐色

乳茶褐色

石'長 (1～ 3)

○

甕 残高  32
tFrり 曲げ口縁。口縁端言躊に刻

目。ヘラ描き沈線文 3条。口
縁部破片。

マメツ ヨコナデ
色

色

褐

黄

乳

石長(1～ 25)

金

○

甕 残高  56
刺突文 +ヘ ラ描 き沈線文 3
条十刺突文十ヘラ描き沈線文

2条。胴部破片。

マメツ マメツ
乳黄色

乳黄色

石長(1～ 5)

○

壺
口径 (113)

残高 107

広口壺。やや外反し、外上方に

のびる日縁部。口縁端部は「コ」

字状。無文。1/3残存。

マメツ マメツ
乳黄色

乳責色

石長(1～ 5)

○

士霊
径

高

底

残

突出するわずかに上げ底を呈

する底部。

⑧マメツ

延⊃板ナデ
マメツ

乳責色

乳責色

石・長(1～ 3)

○
黒斑

表29 S Kll出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 期   質
法 量

備 考 図版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石庖丁 2/3 緑色片岩 (82) 086 53646

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (152)

残高  48

折 り曲げ口縁。ヘラ描き沈線

文 2条。ヘラ描き刺突文 1条。
口縁部小片。

Θナデ

⑪マメツ
マメツ

赤澄色

赤橙色

石・長(1～ 3)

砂多
○

士電
径

高

口

残

(258)

50

短頸重。直線的に上方にのびる口縁

部。日縁端面にヘラ描き沈線文1条。
ヘラ描き刺突文1条。日縁部小片。

⊂Dヨ コナデ
⊂D板ナデ
廻⊃ナデ

⊂⊃板ナデ

⊂⊃マメツ

乳責褐色

乳黄褐色

石長(1～2)

○

士霊
口径 (164)

残高 38

広口壼。外反し、外上方にの

びる口縁部。口縁端部は丸い。

口縁部小片。

ミガキ ミガキ
▼し白色

乳白色

石長(1～ 4)

砂多
○

重
口径 (192)

残高  34

広口壷。大きく外反し外上方

にのびる口縁部。口縁端部は

九味をおびる。口縁部小片。

マメツ マメツ
橙色

乳責色

石・長(1～3)

○

壺
頸径 (95)

残高  51

長顎壺。直線的に上方にのび

る頚部。顎部にヘラ描き沈線

文 1条。頭部小片。

ガ キ ヨコナデ
乳責橙色

乳責色

長 (1～2)

砂多

○

霊 残高  42
ヘラ描 き沈線文 4条 ◎弧文 3

条。胴部小片。
マメツ ナ デ

色

色

黄

黄

乳

乳

石長(1～ 3)

○
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S K13出土遺物観察表 土製品

表 34 S K18出 土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡 27次調査地

(1)

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

笠 残高  76
弧文 4条 (2条 1組 )。 胴部小

片。
ハクリ マメツ

赤橙色

乳褐色

長 (1～ 3)

○

奏
底径 (70)

残高  59
立ち上がりをもつ平底。底部

2/3残存。

⑩マメツ

⑥ナデ

⑩ナデ

⑥指頭痕

赤橙色

赤橙色

石長(1～ 3)

○

表31 S K14出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

一電
口径 (274)

残高 43

広口壷。直線的に外上方にのびる日縁

部。日縁端部は「コ」字状。頸部外面

に不明瞭な段をもつ。日縁部小片6

⊂Dヨ コナデ
0上 つ マメツ

⊂Dミ ガキ

⊂⊃ ミガキ

⊂⊃マメツ

乳黄白色

乳責白色

石,長 (1～ 3)

○

甕 残高 25
折 り曲げ口縁。強 く屈折する

口縁部。ヘラ描き沈線文 3条。
小片。

マメツ マメツ
乳褐色

乳褐色

長(05～ 1)

○

甕 残高 47
刺突文十ヘラ描き沈線文 7条

以上。胴部小片。
マメツ ナ デ

褐色

乳褐色

石,長 (1～ 3)

○

甕
径

高

底

残

脩8)

57
平底。 マメツ マメツ

乳橙色

乳橙色

石長(1～ 3)

○

一霊
底径 (94)

残高 36
わずかに突出する平底の底部。 マメツ マメツ

乳橙色

乳橙色

石長(1～ 3)

O

表32 S K14出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 最

備 考 図 版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(=)

大型粗製刃器 ほぼ完形 安山岩 (103) 102379

表 33 S K16出 土遺物観察表 土製品

番号 維 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

軍 残高  37
沈線文 4条 (2条 1組 )。 胴部

破片。
ナ デ ミガキ

乳黄褐色

乳責褐色

石.長 (1～ 3)

砂

○

室 残高  35
ヘラ描き沈線文 4条 。胴部破

片。
ナ デ ミガキ

乳責褐色

乳責褐色

長 (1～ 2)

密

○

番号 維 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

娩
備 考 図版

面 内 面

甕
口径 (210)

残高 100

折り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。沈線文 7条 (2条 1組 )。
刺突文 1条。口縁部1/4残存。

廻⊃ハケ→ナデ

⊂⊃マメツ
マメツ

乳橙色

茶褐色

石'長 (1～ 3)

○

霙
口径 (208)

残高  56

口縁端部下に断面三角形状の

貼 り付け凸帯。口縁端部は九

味を帯びる。

マメツ 板ナデ
赤橙色

乳黄褐色

石.長 (1～ 3)

○
黒斑

笙 残高  59
頸部にヘラ描 き沈線文 5条 。

頸部破片。
ハケ(10本/cm) ヨコナデ

乳黄灰色

乳責褐色

長 (1～ 2)

密

○
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S K18出土遺物観察表 土製品

表 36 S K21出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施  文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

一霊 残高 50
胴上部にヘラ描き沈線文 7条。

胴部破片。
ハ ケ マメツ

乳責白色

赤橙色

石,長 (1～ 5)

○

鉢
口径 (153)

残高  22
直口口縁。口縁端部に刻目。 マメツ マメツ

暗褐色

責白色

石・長 (1)

○

奏
底径  65
残高  57

楕円形の穿孔 (焼 成後 φ8

nd× 14rn)。

所謂コシキ。

ハ ケ マメツ
乳褐色

赤褐色

石長(1～ 5)

砂多

○

表 35 S K19出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (192)

残高 44

折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

み目あり。ヘラ描き沈線文 2

条。

ナ デ ナ デ
乳橙色

乳茶色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

鉢
口径 (■ 4)

残高  24
直口口縁。口縁端部は「コ」

字状。口縁部小片。
板ナデ マメツ

乳黄色

乳責色

長 (1～ 2)

○

鉢
口径 (109)

残高  30
直日口縁。日縁端部は内傾す

る面をもつ。口縁部小片。
マメツ マメツ

茶褐色

乳責褐色

石,長 (1～ 25)

○

表 37 S K25出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

士霊
胴部径(204)

残高 90

扁球形の胴部。沈線文 5条 。
胴中部に張 りを持つ。胴部破

片。

マメツ マメツ
乳褐色

乳橙色

石長(1～ 5)

○

一霊
底径 (60)

残高  36
立ち上がりをもつ平底。 ナ デ マメツ

乳責色

乳責色

長 (1～ 5)

○

甕
底径 (80)

残高  41
平底。 マメツ マメツ

乳白色

乳黄白色

石長(1～ 4)

金

○

表 38 S K27出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

士笠
口径 (156)

残高 44

大きく外反し外上方にのびる国縁

部。国縁端部は九い。顕部にヘラ

描き沈線文1条。口縁部小片。

ガキ→ナデ ミガキ
乳褐色

乳褐色

石。長(1～ 3)

○

一軍 残高 43
ヘラ描き沈線文 1条。胴部小

片。
ヨ コナ デ ヨヨナデ

乳色

乳色

長(1～ 5)

○
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表43 S K45出 土遺物観察表 土製品

表 44 S K46出 土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡27次調査地

表39 S K32出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
径

高

口

残

(196)

43

折 り曲げ口縁。口縁端部は丸

い。口縁部小片。
マメツ マメツ

色

色

褐

褐

責

黄

石す長(1～ 5)

O

甕 残高  22
断面三角形状の貼 り付け凸帯。

凸帯上にも押圧十ヘラガキ沈

線 2条。

ミガキ ナ デ
赤橙色

赤橙色

長 (1)

密

○

表40 S K36出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施  文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕 残高  30
ヘラ描き沈線文 4条以上。顕

音躊/1ヽ片。
マメツ ナ デ

乳責白色

乳黄掲色

石長(1～ 2)

金

O

士空
底径 (80)

残高  30
平底。底部 lβ残存。 ナデ ナ デ

乳黄色

乳橙色

石 長 (1～ 3)

里

O

表41 S K41出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外画)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

霊

口径 (174)

残高  60

広日重。日縁内面に貼り付け凸帝 (押
圧十刺突文)。頸部に貼り付け凸帯(押圧)。

沈線文5条 (2条 1組 )。 顕部l13残存。

ミガキ ミガキ
乳褐色

乳褐色

石'長 (1～ 3)

金

○

壷 残高  32 ヘラ描き弧文 3条。胴部破片。 ミガキ
0同 ⑮マメツ

廻⊃ ミガキ

茶褐色

茶褐色

石̀長 (1～2)

密

○

甕
底径 (60)

残高  32
わずかに上げ底。 ミガキ ナデ

乳白色

乳白色

石長(1～ 3)

○

表42 S K41出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

板状石器素材 緑色片岩 (123) (71) 176547

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図 版

面 内 面

軍

底径

残高
やや突出する平底。底部小片。 ナ デ ナ デ

色

色

橙

褐

赤

暗

石・長(1～ 3)

○

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面)

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (214)

残高  51
口縁部下に段をもつ。国縁端

部に刻目。口縁部小片。
マメツ マメツ

乳責白色

乳責白色

石長(1～ 2)

砂多

○

甕
口径 (228)

残高  44

折 り曲げ口縁。口縁端部は刻

目。ヘラ描き沈線文 1条。口

縁部小片。

マメツ マメツ
灰責色

灰責色

石・長(1～ 3)

○
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S K46出土遺物観察表 土製品

表 46 S K58出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 雑 法 量 (cm) 形  態 ・ 施  文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

籍
口径 (198)

残高  36

折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。ヘラ描き沈線文 1条。口
縁部小片。

ヨコナ デ ヨコナデ
色

色

長 (1～ 2)

密

○

硲 奏
口径 (222)

残高  80
折 り曲げ口縁。口縁端部は九

い。ヘラ描き沈線文 2条。
マメツ マメツ

乳茶褐色

乳茶褐色

石・長(1～ 3)

○

望

口径 (136)

琥高  50

広日壺。大きく外反し、外上方にのび

る国縁部。日縁端部は「コ」字状。沈

線文4条 (2条 1組 )。 日縁部23残存。

Θハケ→ナデ
⑬ヨコナデ
廻⊃ミガキ

ナデ
責褐色

黒褐色

長 (1)
金

○

鉢
径

高

口

残

(115)

54

直口口縁。わずかに内湾する

口縁部。口縁部内面わずかに

突出する。口縁部小片。

ヨヨナデ ヨコナ デ
黄褐色

黒色

石・長(1～ 2)

○

鉢
口径 (136)

残高  29

直口口縁。直線的に上方にの

びる口縁部。口縁端部は「コJ

宇状。日縁部小片。

CDヨ コナデ
⑪マメツ

ヨコナデ
責褐色

黒色

長 (1)

金

O

甕
宏任
　
昔回

底

残

(77)
平底。

⑥指頭痕顕著

⊂⊃ナデ
⑮指頭痕顕著

乳橙褐色

茶褐色

長 (1～3)

砂多

O

硲 士霊
底径 (100)

残高  21
やや突出する平底。

⑥ ミガキ

廷⊃ナデ
ナ デ

責褐色

乳責色

石長(1～ 2)

O

表45 S K56出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 |

色調
(内面 |

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

養 残高  38
貝占り付け口縁。断面かまぼこ

状の口縁部。口縁部破片。
マメツ ナ デ

黄褐色

乳黄色

石。長(卜2)

○

壼
口径 (214)

残高  57

広日壺。やや外反し外上方にのびる日縁

部。日縁内面に断面三角形状の貼り付け

凸帯1条。日縁端部は丸味をおびる。

⊂⊃マメッ

C⊃ ハケ(5本たm)
⊂Dマメツ

マメツ
乳白色

乳白色

長 (1～ 3)

○

鉢
径

高

口

残

(150

30

直口口縁。わずかに内湾する

口縁部。口縁端部は九味をお

びる。口縁部小片。

マメツ マメツ
乳橙色

乳橙色

石・長(卜2)

O

鉢
底径 (54)

残高  79
やや突出する平底。

⑩ハケ(4本/cm)

⑥指頭痕顕著
ナ デ

乳白色

乳白色

石長(1～ 3)

○
黒斑

番 号 器 種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 面

　
面

外
　
内
調色

土

成

胎

娩
備 考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (250)

残高 48

折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。ヘラ描き沈線文 3条。口
縁部小片。短頸童。

Θナデ

⑩ナデ
マメツ

乳責褐色

乳責褐色

長(1～2)

O

一霊
回径 (230)

残高 70

やや外反し外上方に短くのびる日縁

部。ヘラ描き沈線文1条十刺突文 1

条十ヘラ描き沈線文2条。口縁都小片。

マメツ マメツ
乳黄白色

乳責白色

石。長(1～ 3)

○

鉢
口径 (126)

残高  61

直口口縁。口縁部はやや内湾

する。ヘラ描き沈線文 5条 。
口縁部破片。

Θ ヨコナデ

⑪ミガキ
⑩ ミガキ

乳責橙色

乳橙色

密

○

鉢
口径 (304)

残高  96

外反口縁。やや外反し外上方
に短 くのびる口縁部。口縁部
12残存。

Θヨコナデ
⑪ハケ(4本 /cln)

→ナデ

Θ ヨヨナデ

⑪板ナデ

乳責色

乳黄色

長 (1～ 2)

砂多

○

堕

底径 (■ 0)

残高  41
平底。底部 1/2残存。 ナ デ ミガキ

乳橙色

乳橙色

石・長(1～ 3)

○
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S K58出土遺物観察表 土製品

表50 S K15出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡27次調査地

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

士霊
底径 (78)

残高  46
立ち上がりをもつ平底。 ハケ→ナデ ナ デ

乳橙色

乳褐色

石・長(1～3)

○

表47 S K59出 土遺物観察表 土製品

番号 維 法量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (150)

残高  27
折 り曲げ口縁。外上方に短 く

のびる口縁部。小型品。

Θナデ

廻⊃ナデ

(指頭痕顕著)

板ナデ
暗茶色

暗茶色

長 (1～2)

密

○

壺
口径 (■ 4)

残高  98

短顎壺。わずかに外反し、外上

方にのびる口縁部。口縁端部は

九い。ヘラ描き沈線文 3条。

マメツ マメツ
乳黄橙色

乳黄橙色

石。長(1～ 3)

砂多

○

奏
径

高

底

残

(65)

52
平底。

⑮ ミガキ

⑥ ナデ
ナ デ

乳橙色

乳橙色

石・長(1～ 3)

○

士霊
底径 (88)

残高  28
わずかに上げ底を呈する底部。 マメツ

マメツ

(指頭痕 )

乳白色

乳白色

石長(1～ 3)

○

表48 S K61出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

奏
口径 (280)

残高 136

折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。沈線文12条 (2条 1組 )。
刺突文 1条。

ハケ→ナデ ナ デ
乳赤橙色

乳赤橙色

石長(1～5)

○
17

奏
口径 (233)

残高  80

折り曲げ口縁。口縁端部に刻目。

沈線文 9条 +刺突文十沈線文 3
条+刺突文十沈線文 3条。

マメツ マメツ
乳黄色

乳白色

石長(1～4)

○

奏
口径 (286)

残高  84

貼 り付け口縁。断面かまlFこ

状の短い口縁部。沈線文11条

(2条 1組 )。 口縁部 1/4残存。

ハケ→ナデ
Θヨコナデ

⑪マメツ

色

色
離
離

石長(1～ 3)

○

甕 残高 126
折 り曲げ口縁 ?。 ヘラ描き沈

線文11条。小片。

ハケ(8本/側 )→
ミガキ

マメツ
色

色

褐

褐

乳

乳

長(1～4)

○

一笠
口径 (166)

残高  52

短頸重。ゆるやかに外反し、外上

方に短くのびる口縁部。口縁端部
は九い。ヘラ描き沈線文2条。

Θ マメツ

廻⊃ ヨコナデ
板ナデ

色

色

褐

褐

乳

乳

長(1～2)

○

壺
底径 (76)

残高  43
平底。底部内側より焼成後穿

孔。(φ 124111)。 所謂コシキ。
マメツ マメツ

乳橙色

乳褐色

石,長 (1～6)

○

表49 S K61出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 皇

皇

備 考 図 版

長 さ(cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石器素材 緑色片岩 50215

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (230)

残高  78

外上方に短 くのびる口縁部。

口縁部下に断面三角形状の貼

り付け凸帯。口縁部 1/3残存。

マメツ
帥⇒ ナデ

⊂⊃ マメツ

赤褐色

赤褐色

石。長(1～ 4)

O
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S K15出 土遺物観察表 土製品

表53 SK4出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

士望
底径  (77)

残高  64
平底。

廻⊃ナデ→ミガキ

⑥ナデ
延⊃マメツ

⑥ ミガキ

赤橙色

褐色

石長(1～ 3)

○
黒 斑

表51 S K17出 土遺物観察表 土製品

番号 維 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

奏
口径 (154)

残高  38

逆「 L」 字状口縁。外上方に

短 くのびる口縁部。口縁端部
は九い。口縁部破片。

⊂Dマ メッ

廻⊃ ミガキ
マメツ

黒色

乳責色

石。長(1～ 3)

○

103 豆
径

高

底

残

(6)
34
立ち上がりをもつ平底。 ナ デ ナ デ

乳褐色

乳責橙色

石。長(1～ 3)

金

○

104 奏
底径 (64)

残高  26
上げ底の底部。

⑥マメツ

延⊃ ハケ

(8～ 9本/cm)

ナ デ
赤橙色

黒色

長 (1～ 5)

○

表52 SK2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 画

　
面

外
　
内
調色

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (176)

残高  16

水平に折れ曲がる口縁部。日

縁端部は上方につまみ上げる。
口縁端面はやや凹む。

マメツ マメツ
乳責色

乳責色

石長(1～3)

○

璽

口径 (178)

残高  38

広口重。外上方にのびる口縁
部。口縁端部は「コ」字状。
口縁部 1/2残存。

ヨコナデ マメツ
赤橙色

赤橙色

石.長 (1～ 5)

○

重
頸部径(120)

残高  75

広口壼。直線的に外傾 しのび
る顎郡。顎部外面に不明瞭な

稜をもつ。顕部1/3残存。

ハケ(3囀弧 ) マメツ
赤褐色

赤褐色

石。長(1～ 6)

○

鉢
口径 (172)

残高  75

直口口縁。短 く外上方にのび
る口縁部。口縁部中位がやや
ふくらむ。口縁部小片。

⊂⊃ナデ

⑩ナデ
マメッ

赤橙色

乳橙色

長 (1～3)

金

○

黒 斑

甕
底径 (62)

残高  36
上げ底の底部。底部 1/2残存。 ⑥ナデ マメツ

乳白色

乳白色

石長(2～4)

○

甕
底径 (40)

残高  20
立ち上がりをもつ平底。底部

1/3残存。
ミガキ ナデ (小口痕)

乳橙褐色

乳橙褐色

密

○

士霊
底径 (50)

残高  98
球形の胴部。胴部中位に張 り

をもつ。平底。
マメツ

⑩マメツ

⑥ナデ(指頭痕)

赤茶褐色

乳灰茶色

石。長(1～ 4)

○
黒斑

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

奏 残高  13
水平に折れ曲がる国縁部。口縁端

部は上方につまみ上げる。国縁端
面に凹線文2条。口縁部小片。

ナ デ ナ デ
乳茶褐色

乳茶褐色

密

○

甕
径

高

底

残
平底。大型品。 マメツ マメツ

色

色

褐

白

茶

乳

石。長(1～ 5)

砂多

○

甕
底径 (59)

残高  46
平底の底部。底部 1/3残存。 マメツ マメツ

色

色

褐

橙

責

責

石̀長 (1～3)

砂多

○
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番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

室

径

高

底

残
突出する平底。底部小片。 ハケ(7本れm) マメツ

色

色

茶

茶

黄

黄

長(1～ 5)

○

SK4出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡27次調査地

表54 S K24出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

甕
底径 (59)

残高  19
立ち上が りをもつ平底。底部

1/3残存。
マメツ マメツ

色

色

橙

橙

乳

乳

密

○

〓笠
径

高

底

残

立ち上が りをもつ平底。底部

1/3残存。

⑥ヨコナデ

曼⊃マメツ
マメツ

黒色

乳責褐色

長(1～ 3)

○

表55 S K24出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

扁平片刃石斧 1/2 緑色片岩 (75) 49773 17

用途不明品 不 明 (27) 18692 17

表56 S K28出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面 |

色調
(内面 |

生

成

胎

焼
備考 図版

外    面 内    面

霊 残高
口縁端部は、上下方に肥厚。

口縁端面に凹線文 3条。
ナ デ ナ デ

色

色

橙

橙

乳

乳

密

○

甕
底径 (64)

残高  50
くびれの上げ底。底部小片。

⑥マメツ

低⊃ナデ
ナ デ

暗赤橙色

黒色

石̀長 (1～ 5)

金

O

表57 S K28出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材   質
法

備 考 図版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

扁平片刃石斧 1/2 緑色片岩 43405

表58 S K47出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面

土

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

甕
径

高

底

残

60 立ち上がりをもつ平底。底部
小片。器壁が薄い。

ミガキ ナ デ
色

色

褐

褐

茶

茶

長(1～2)

○

甕
径

高

底

残

立ち上が りをもつ平底。底部

小片。
マメツ マメツ

黄褐色

黄褐色

石長(1～2)

○
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表64 SB4出土遺物観察表 石製品

遺 物 観 察 表

表59 S K20出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形  態 。 施  支
調 整 画

　
面

外

内
調色

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

125 望

口径 (154)

残高  42

ゆるやかに外反し、外上方にの

びる口縁部。口縁端部は上方に
つまみ上げられる。口縁郡小片。

但⊃ヨコナデ

Θハケ(8本/伽 )
Θ マメツ

乳橙白色

乳橙色

長 (1)

○

表60 S K20出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法 旦

皇

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

用途不明品 1/2 安山岩 59610 17

表61 S K22出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施  文
調 整 (外面)

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

笠

口径 (70)

残高 21
口縁端部は「コJ字状。ヘラ
描き沈線文 1条。口縁部小片。

⊂⊃ヨコナデ
Θヨコナデ
◎ハケ(8本/cal)

マメツ
黒色

黒色

長(1～ 15)

○

128 ミエチュラ
底径  38
残高 22

くびれの上げ底。
⑥ヨヨナデ

曼⊃マメツ
ナ デ

乳褐色

乳褐色

長 (1～2)

砂多

○

129 ミユチュア残高 38 上げ底。中実。 ⑩ マメッ

廻⊃ ナデ
ナ デ

乳責白色

乳責白色

石。長(1～ 3)

砂多

○

表62 SB5出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

郭蓋 残高  26
口縁部は直線的に下がる。天丼

部と口縁部を分ける境界は凹線
状の凹みにより表現される。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

○

空

口径 (190)

残高  41

短顕壼。直線的に上方に短 く
のびる口縁部。口縁端部に刻

目。ヘラ描き沈線文 2条。
ミガキ マメツ

乳橙色

乳橙色

石長(1～ 2)

○

132 甑 残高 46 甑の把手。 マメツ
赤褐色

赤褐色

長 (1～2)

○

表63 SB4出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面 |

色調
(内画 |

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
径

高

底

残
小さい平底。 ハケ→タタキ マメツ

赤橙色

赤橙色

石長(1～ 3)

O

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備 考 図 版
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g)

スクレイパー 1/4 サヌカイ ト 036
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表 69 掘立 4出土遺物観察表 石製品

久米高畑遺跡27次調査地

表65 掘立 3出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

娩
備考 図版

外 面 内 面

杯身
受部径(163)

残高  27
受部は外上方に短 くのびる。

日縁部欠損。
回転ナデ 回転ナデ

黄灰色

灰色

密

○
SP③

賽
口径 (190)

残高  40

やや内湾する口縁部。国縁端部は

九みをおびる。顕部外面に明瞭な

稜をもつ。日縁部小片。上師器。

ヨコナデ ヨヨナデ
色

色

褐

乳

乳

石長(1～ 2)

○
SP③

表66 掘立 2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
底径 (60)

残高  42
立ち上がりをもつ平底。底部

破片。
マメツ マメツ

赤褐色

乳責褐色

石,長 (1～ 4)

○
SP①

奏
底径 (79)

残高  38
立ち上が りをもつ平底。底部

lβ残存。

⑥マメツ

廷⊃ナデ
ナ デ

赤橙色

褐色

長 (1～ 3)

○
SP④

139 甕
径

高

底

残

(34)

45

小さい平底の底部。底部 1/3残

存。
ハケ(8～ 9A/cm) 板ナデ

黒色

黒色

石す長(1～ 3)

○
SP⑦

表67 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

郭身

口径 (115)

受部径(137)

残高  36

立ち上が りは内傾 し、端部は

九く仕上げる。受部は外上方

にのびる。受部小片。

回転 ナ デ 回転ナデ
黒灰色

黒灰色

密

○
SP⑨

杯身
受部径(170)

残高  28
受部は外上方にのびる。口縁

部欠損。
回転ナデ 回転ヘラケズリ

色

色

灰

灰

密

○
SP③

142 甕
口径 (187)

残高  36
折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。ヘラ描き沈線文 2条。

廻⊃ナデ

⑮ ハケ(10本 /cm)
ナ デ

乳黄色

乳責色

密

Ｏ
SP⑫

壷
口径 (176)

残高 41

短顕重。直線的に上方にのびる

口縁部。口縁端部は丸い。頸部

にヘラ描き沈線文 2条 と竹管文。

マメツ

⊂⊃マメツ

廻⊃ハケ(9対cm)

◎マメツ

赤橙色

赤橙色

密

○
SP①

士霊
径

高

口

残

137

27

広口壷。ゆるやかに外反 し、

外上方にのびる口縁部。口縁

端部は九い。口縁部小片。

ナデ ナ デ
乳橙色

乳橙色

密

○
SP③

表68 掘立 4出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

画 内 面

145 高郭 残高 脚部片。上師器。 ナデ ナ デ
乳責色

乳責色

長 (1～2)

○
SP④

邦蓋
口径 (150)

残高  31

口縁部の境界は段差により表

される。口縁端部は内傾する

凹面をなす。口縁郡小片。

回転 ナ デ 回転ナデ
黒灰色

灰色

密

○
SP⑨

番号 器  種 残 存 材   質
法 量

備 考 図版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石庖丁 1/4 緑色片岩 063 32799 SP⑦
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表74 S K39出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表70 SD2出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調

(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

TTN身

口径 (122)

受部径(155)

残高  38

立ち上が りは内傾する。受部

は外上方にのびる。

延⊃回転ナデ

廻⊃回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

灰色

密

○

杯身
受部径(122)

残高  21
受部は外上方に短 くのびる。

日縁部欠損。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

褐色

密

○

空

口径 (304)

残高  57

短顕三。頸部に貼 り付け凸帯。
凸帯上にヘラ描き羽状文。口縁
部に刻目を施す。口縁部破片。

マメツ マメツ
乳責色

乳責色

長(1～3)

○

奏
口径 (170)

残高  35

折 り曲げ口縁。強 く屈折する
口縁部。ヘラ描き沈線文 7条
以上。口縁部小片。

ナ デ マメツ
乳責色

乳責色

石長(1～4)

○

152 高 不 残高  78
三角錐状の脚部。円孔。脚部

1/2残存。
マメツ ケズリ→ナデ

乳責色

乳責白色

石。長(1～3)

○

支脚 残高 132 角状の突起を2ヶ もつ。中空。 指頭痕 ナズリ→ナデ
乳責色

乳責白色

石,長 (1～ 5)

O
17

表71 SD5出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施  支
調 整 (外面 )

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

lμ イ蓋
回径 (142)

残高  47

九みのある天丼部。日縁部の境界は

段差により表現される。口縁端部は

内傾する凹面をなす。国縁部小片。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

○

イ身

口径 (120)

受部径(145)
残高  22

立ち上がりは内傾する。受部

は外上方に短くのびる。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

青灰色

長 (3)

密

○

甕
口径 (165)

残高  48

わずかに内湾する日縁部。顕
部内外面に不明瞭な稜をもつ。
口縁部小片。

マメツ マメツ
赤橙色

乳橙色

石長(卜 5)

○

表72 SD5出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

父U形石製品 ? 完形 緑色片岩 295325 17

表73 S K33出 土遺物観察表 土製品

番号 維 法 量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図 版

外 面 内 面

杯身
受部径(126)

残高  17
小片。受部は比較的太 く、水

平に短くのびる。
回転 ナ デ 回転ナデ

灰黄色

赤褐色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (タト面)

色 調

(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

lTN蓋
口径 161

器高  55

丸みのある天丼部。国縁部は下外方
へ屈曲する。口縁端部は尖り気味に

丸い。口縁部と天丼の境は凹む。

○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

〇ナデ

Θ回転ナデ

灰色

灰色

長(1～ 5)

○

杯蓋
口径 (112)

残高  22

口縁部は直線的に下方にのび
る。口縁端部は九い。口縁部
破片。

回転 ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

Ｏ
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S K39出土遺物観察表 土製品

表 77 S P 666出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡 27次調査地

番号 維 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

杯身
口径 (138)

残高  23

たちあが りは内傾する。受部

は外上方に短 くのびる。受部

破片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

長 (1)

密

〇

高郭 残高  30
ゆるやかに広がる柱部。脚部

破片。
回転ナデ

青灰色

青灰色

野

○

表75 SD6出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面

色調
(内面

土

成

胎

焼
備考 図 版

面 内 面

lTN蓋
口径 (156)

残高  21
口縁部は内湾し下方にのびる。

口縁端部は丸い。口縁部小片。
回転 ナ デ 回転 ナデ

灰色

灰色

密

○

邦
径

高

底

残

(84)

■8

貼り付け高台。高台は体底部の

境より内側に付き、直立する。

高台端面は凹む。底部小片。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰色

灰色

密

○

表76 SP4出 土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図 版

面 内 面

霊

口径 (212)

残高  55

広口壺。大きく外反し、外上

方にのびる口縁部。口縁端部

は九い。国縁部 1/4残存。

マメツ マメツ
乳責褐色

乳黄褐色

石,長 (1～ 3)

○

望

口径 (170)

残高  15
口縁端面がわずかに凹む。口

縁部小片。
ヨコナデ ヨコナデ

乳橙色

乳橙色

石長(1～ 2)

O

167 士霊 残高 155
扁球形の胴部。胴部中位に張

りをもつ。胴部 1/4残存。
マメツ マメツ

乳責色

▼L黄色

石長(1～ 5)

○
黒斑

168 鉢
口径 (200)

残高 117

直口口縁。口縁端部は、やや

外方に拡張する。口縁端面は

内傾する面をなす。

ヨコナデ マメツ
乳橙色

乳褐色

長(1～ 2)

○

169 高郭

径
高
径

口
器
底

復元完形品。口縁部外面に凹線

文4条、脚裾部外面に凹線文3条を

施す。脚部端面はわずかに四む。

ハケ→ナデ
⑤ ヘラミガキ

⑩ ヘラケズリ
→ナデ

茶褐色

茶褐色

石長(1～ 5)

○

甕
底径 (75)

残高 62
立ち上が りをもつ上げ底。底

部3/4残存。

廻⊃ナデ→ミガキ

⑥ ミガキ→ナデ

⊂⊃ナデ
ナ デ

乳黄色

乳責色

石.長 (1～ 5)

○

甕
径

高

底

残

曾0
100
くびれの上げ底。底部 1/2残存。

廻⊃ ミガキ

⑥ ヨコナデ

⊂⊃ ナデ

ケズリ→ナデ
乳責褐色

乳掲色

密

○

甕
底径 (108)

残高 123

立ち上がりをもつ上げ底。底

部1/3残存。

Ш ミガキ

⑮ケズリ→ミガキ

⊂⊃ナデ
ナデ→ケズリ

赤褐色

黒色

石・長(1～ 5)

金

○

173 室

底径 (44)

残高  63
平底。

延⊃マメツ

⑥ハケ
マメツ

乳黄褐色

乳責色

石.長 (卜 5)

○

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

空

口径 (141)

残高  67

短頭壺。直線的に外上方に短くのびる日縁

部。日縁端部にヘラ描き沈線文l tte顕 部

内面に不明瞭な稜をもつ。日縁部l14残存e

ミガキ
◎ ミガキ

廻⊃ナデ

乳黄白色

乳黄色

石 長 (1)

○
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S P 666出土遺物観察表 土製品

表73 ピット出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

175 士霊
口径 (137)

残高  44

短頚重。直線的に外上方に短
かくのびる口縁部。口縁端部
は九い。

⑩ ナデ

Θハケ(8本/cm)
②ミガキ

Θ ナデ

⑪ミガキ

乳黄褐色

乳責褐色

石。長(1)

○

176 〓空
底径 (48)

残高 165
球形の胴部。胴上位に張 りを

もつ。平底。胴底部 1/2残存。

廻⊃ ミガキ

廻⊃ハズ1併村m)
マメツ

乳黄褐色

黒色

長(1～3)

○

士空
底径 (60)

残高  54
立ち上がりをもつ平底。 ナ デ ナ デ

赤橙色

乳黄色

細砂

○
黒 斑

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面 |

色調
(内面 |

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

178 甕
口径 (184)

残高  54

貼 り付け口縁。断面三角形状
の短い口縁部。ヘラ描 き沈線

文15条。口縁部小片。

ハ ケ マメツ
茶褐色

乳褐色

石長(1～ 2)

○
SP 168

甕
口径 (184)

残高  40

貼り付け口縁。断面三角形状の

短い口縁部。端部に刻目。ヘラ

描き沈線文 5条。口縁部小片。

CDヨ コナデ
延⊃マメツ

ミガキ
乳責色

乳責橙色

石長(卜 5)

○
SP 509

甕
口径 (192)

残高  47

貼 り付け口縁。断面三角形状
の短い口縁部。ヘラ描 き沈線

文 7条。刺突文。口縁部小片。

マメツ マメツ
乳責色

乳色

長 (1～3)

○
SP 500

甕
口径 (189)

残高  78

折り曲げ日縁。日縁端部に刻目e沈線
文8条 (2条 1組 )十刺突文+3条 +
刺突文+3条 +刺突文。日縁小片。

マメツ マメツ
乳黄掲色

乳責色

石・長(1～4)

○
SP 500

奏
口径 (356)

残高  40
貼 り付け口縁。口縁端面に押

圧文刺突文 2条。口縁部小片。
Θ ヨコナデ マメツ

乳責白色

乳黄褐色

石・長(卜 5)

○
SP438

甕
口径 (292)

残高  57

逆「L」 字状に屈折し、やや内湾する

回縁部。日縁端面に刻目。日縁部の下
に断面を三角形状の貼り付け凸帯。

マメツ マメツ
乳橙色

乳橙色

石。長(1～ 3)

○
SP32ユ

184 甕
口径 (226)

残高  22
貼り付け口縁。鉢の可能性も

あり。
マメツ マメツ

乳黄色

乳責色

石,長 (1～ 6)

○
SP 347

甕
径

高

口

残

(166)

27

水平にのびる口縁部。口縁端

部を上方につまみ上げる。口

縁端面に凹線文 1条。
ナデ ヨコナデ

乳灰色

乳責灰色

密

○
SP 197

186 甕
口径 (144)

残高 19

外上方に短くのびる口縁部。わずか

に回縁端部は上方に拡張する。口縁

端面に回線文1条。口縁部小片。

ナ デ ヨコナデ
乳灰色

乳黄灰色

密

○
SP420

奏
口径 (230)

残高  56

やや外反し、外上方に短 くの

びる口縁部。口縁部は丸みを

おびる。口縁部小片。

ナデ→ ミガキ ナデ→ ミガキ
乳橙色

乳橙色

石。長(1～ 3)

○
SP 168

188 士堕
口径 (138)

残高 29

短頸壺。わずかに外反し、外上方
にのびる日縁部。口縁端部に刻目。
ヘラ描き沈線文1条。国縁部小片。

ナ デ ヨコナデ
乳白色

乳白色

長 (1～5)

○
SP405

軍

口径 (128)

残高  42

短顕壷。外上方にのびる口縁

部。口縁端部は九い。口縁部
小片。

ヨヨナデ マメツ
乳白色

乳白色

石長(1～ 3)

○
SP284

士霊
口径 (220)

残高  30

短頚壺。直線的に上外方に短

くのびる口縁部。口縁端面に
ヘラ描き沈線文 1条刻目。

ナ デ Θ ミガキ
乳白色

乳白色

石長(1～ 3)

○
SP310

一霊
口径 (204)

残高  72

大きく外反し、外上方にのびる日縁部。日

縁内面に凸帯を貼り付け後、ヘラ描き沈線

文、刻目。頸部にヘラ描き沈線文7条 e

ハケ→ナデ
⊂⊃マメツ
⊂⊃ナデ
⑮ ミガキ

乳褐色

乳黄掲色

石。長(1～ 6)

○
SP 509
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ピット出土遺物観察表 土製品

表80 包含層・地点不明出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡 27次調査地

(1)

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 |

色調
(内面 |

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

192 士霊
頸部径(116)

残高  54

頚部片。内面に断面三角形状
の貼 り付け凸帯。ヘラ描き沈

線文 4条。

マメツ ナ デ
乳黄色

乳黄色

石・長(1～ 3)

O
SP321

一霊
口径 (136)

残高  50

緩やかに外反し、上外方にのびる日縁部。

日縁部はわずかに上下につまみ上げる。

顕部に断面三角形状の貼り付け凸帯。

CDマ メツ
Θハケ

⊂⊃マメツ

臨⊃ ミガキ

赤褐色

赤褐色

石長(卜 3)

O
SP482

一霊
口径 (174)

残高  34

口縁部は貝占り付けにより、下

法に肥厚。口縁端面に凹線文

4条。
Θ ヨコナデ ◎ マメツ

褐色

乳責色

石長(1～ 3)

○
SP 504

一望 残高
複合口縁重。口縁拡張部は内

傾。
マメツ ミガキ

黒色

乳褐色

石長(1～ 3)

○
SP 149

一霊 残高 280 胴上位に張 りをもつ。 ミガキ
延⊃マメツ

廻⊃ナデ

茶褐色

乳褐色

石・長(1～ 6)

○
SP 504

壺
底径 (86)

残高  59
厚い平底。中央部がわずかに

凹む。

Ш ミガキ

⑥ ケズリ
マメツ

乳褐色

乳褐色

石'長 (1～ 3)

○
SP 6

一霊
径

高

底

残

(82)

51

立ち上がりをもつ平底。中央

部がわずかに凹む。
マメツ マメツ

乳褐色

乳褐色

石・長(1～ 3)

○
SP277

支脚
受部径 (94)

残高 39
受部は斜めにカットされる。

受部端は九い。
ハ ケ マメツ

色

色

掲

橙

橙

乳

石̀長 (1～ 3)

○
SP487

不身

回径 (152)

受部径 168

残高 29

立ち上が り内傾 し、端部内面

は凹む。受部は水平にのびる。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

○
SP238

士霊
残高 48
頸径 (134)

肩部片。回転カキメ調整を施

す。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

灰色

密

Ｏ
SP 13

表79 ピット出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法

備 考 図版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石 鏃 ほぼ完形 サヌカイト 023 SP339

203 石庖丁 2/3 緑色片岩 072 SP372

204 石庖丁 1/3 緑色片岩 8411 SP 569

用途不明品 不  明 8143 SP 339

番 号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

郭蓋 残高 524 扁平な天丼部。
⑩ 回転ヘラケズリ

⊂D回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

○
Ⅳ層

杯身
受部径(109)

残高  22
底部片。受部は水平に短 くつ

く。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

○
Ⅳ層

208 高郭

径

径

高

口
底

残

(180)

(108)

(130)

外部は内湾気味に外上方にのび

る。口縁端部は先細り。柱部は

筒状で裾部はゆるやかに広がる。

マメツ
⑮マメツ

⑩ナデ

乳責色

乳黄白色

密

○
Ⅳ層
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遺 物 観 察 表

包含層・地点不明出土遺物観察表 土製品

遺構・遺物一覧

(1)遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

(3)遺物観察表の各記載について。

法量4Fu( ):復元推定値

形態・施支欄 :土器の各部位名称を略記

例)天→天丼部、口→口縁部、口端→口縁端部、頸→顕部、胴→胴部、胴上→胴上半部、

底→底部。

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施  文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

209 甕
口径 (206)

残高  53

折り曲げ口縁。口縁端部に刻目。

沈線文 7条十刺突文十沈線文 3
条十刺突文+沈線文 3条。

ミガキ ミガキ
乳責白色

乳責色

石長(1～4)

○
V層

甕
口径 (230)

残高  38
折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。ヘラ描き沈線文 1条。
マメツ ナ デ

乳責白色

乳橙色

砂

○
V層

奏
口径 (167)

残高  52
「く」の字状口縁。口縁端部は

「コ」字状に仕上げる。

銀のマメツ

延⊃板ナデ
マメツ

乳黄色

乳責白色

密

○
V層

212 甕
口径 (190)

残高  34
「く」の字状口縁。口縁端部は

九い。
マメツ マメツ

茶褐色

乳橙褐色

石長(1～ 3)

○
V層

213 鍾

口径 (202)

残高  13

口縁端部は下垂する。口縁部
に櫛描き波状文 3条。口縁端
面にヘラ描き沈線文 1条。

ナ デ ナデ ?
乳黄色

乳責色

密

○
V層

甕
底径 (68)

残高 41
平底。

⑥ ナデ

⊂⊃ ミガキ
ナ デ

乳責灰色

乳掲色

石・長(1～4)

○
V層

215 奏
径

高

底

残

(60)

■8
立ち上がりをもつ平底。 ナ デ ナ デ

乳橙色

乳橙色

石長(1～ 2)

○
V層

216 士霊
底径 (50)

残高  40
突出する平底。 マメツ

⊂⊃ハケ(レWcln)
⊂⊃ナデ
延⊃ハケ(6本/cm)

黒色

黒色

砂

○
V層

士霊
径

高

底

残
厚い平底。 マメツ マメツ

乳黄色

乳責色

石,長 (1～ 3)

○
V層

蓋
底径 (62)

残高  21
磁器 ナ デ ナ デ

色

色

茶

茶

乳

乳

密

○

点

明

地

不

219 高芥 残高  47
脚部片。緩やかに広がる。ヘ

ラ沈線 6条。透かし3方向。
回転 ナ デ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

○

点

明

地

不

表 81 包合層・地点不明出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 口室

備 考 図版
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ (g)

220 石  鏃 完 形 サヌカイ ト 036 0764 V層

221 石庖丁 1/2 緑色片岩 087 46446
点

明

地

不
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久米高畑遺跡27次調査地

胎土・焼成IFS:胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、金→金雲母、密→精製土。

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)多→「 1～ 4剛大の石英 。長石を多く含む」である。

焼成欄の略記について。例)◎→良好、○→良、△→不良。
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第 4章

久 米 高畑 遺跡
35次 調 査 地





第 4章 久米高畑遺跡35次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経過
1996(平成 8)年 10月 、 (株)大成住宅より松山市南久米町765番 6内 における宅地開発にあたり、

当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

当該地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地「No,127来住廃寺跡」内に所在する。周辺には、南

東約300mの 白鳳期に創建されたとして知られる来住廃寺をはじめとして、北西約220mに久米官衛

遺跡群を構成する施設のひとつである「回廊状遺構」、南東約250mに 「久米評行」の一部であると想

定される箇所があり、重要な地域に位置する。特に、西に隣接する31次調査においては、 7世紀代を

通じて機能していた区画性の強い 2条の並行する直線溝や、 8世紀代に掘削された南濠と「久米郡衡

正倉院」を構成する倉庫群と判断される遺構を検出している。北隣の26次調査では縄文時代晩期の上

坑より、深鉢や浅鉢が出土している。

これらのことから当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡やその性格を確認するため、

平成 8年 11月 25日 に文化教育課は試掘調査を実施した。試掘調査の結果、地表面下約0.5mよ り遺物

包含層や遺構を確認した。

この結果を受け、文化教育課と地権者は遺跡の取扱いについて協議を重ね、開発工事によって失わ

れる遺構と遺物について、記録保存のため発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、20次調査

で検出した東辺の濠や、弥生時代から古墳時代を主とした周辺遺跡との集落関連遺構の広がりを主目

的とし、文化教育課の指導のもと、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体とな

り、1997(平成 9)年 5月 7日 に開始した。

(2)調 査 の経緯
1997(平成 9)年 5月 7日 より重機により表土剥ぎ取り作業を開始した。試掘調査の結果及び深堀
りによる土層観察を参考に、地表下約0.5mま で剥ぎ取りを行う。 5月 9日 、作業員を増員し床面、

壁面の精査を開始する。 5月 10日 、重機による掘削を終了する。 5月 12日 、遺構検出写真撮影を行

う。5月 15日 、遺構の掘り下げを開始する。5月 20日 、重機により調査区南側を拡張する。5月 30

日、遺構完掘作業終了。 6月 2日 、全体清掃。6月 3日 、遺構完掘写真撮影。6月 7日、発掘調査現

地説明会を行い、本日をもって現場作業を完了する。

(3)調査組織
調 査 地

遺 跡 名

調査期間

調査面積

調査委託

調査担当

松山市南久米町765呑 6

久米高畑遺跡35次調査地

野外調査 平成 9年 5月 7
屋内調査 平成 9年 5月 7
型2♂

(株 )大成住宅

河野 史知

日～同年 6月 7日

日～同年 7月 31日
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久米高畑遺跡35次調査地

2.層 位 悌80図 )
調査地は松山平野北東部に広がる来住舌状台地上にあり、標高37mを測る。旧地形は東から西へ緩

傾斜する。

基本層位は第 I層暗黄色土、第Ⅱ層緑灰色上、第Ⅲ層黄褐色土、第Ⅳ層緑灰色土、第V層暗黄褐色

上、第Ⅵ層暗褐色土、第Ⅶ層明責掲色上である。

第 I層―近現代の造成工事による客上である。 (層厚30～ 50cm)

第Ⅱ層―農耕による耕作上である。 (層厚 10～ 20cm)

第Ⅲ層―耕作に伴う客上である。(層厚10～ 15cm)

第Ⅳ層一旧耕作上である。(層厚約10～ 20cm)

第V層―旧耕作に伴う客上である。(層厚6～ 10cm)

第Ⅵ層一遺物包含層である。(弥生時代～古代)(層厚 10～ 20cm)

第ⅥI層―地山と呼ばれるものであり、本層上面において遺構を検出した。

遺構は第Ⅶ層上面より竪穴式住居址 3棟、掘立柱建物址 1棟、溝10条、土坑12基、柱穴68基、倒

木痕 1基を検出した。

(S=1:200)

第79図 調査地区割図
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第81図 遺構配置図
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遺 構 と 遺 物

3.遺構と遺物

〔1〕 縄文時代の遺構と遺物

(1)土 坑
S K12(第 82図 )

調査区東側D4～ 5区に位置する。平面形態は円形、断面形態は皿状を呈する。土坑の規模は、径
0.8m、 検出面よりの深さ20cmを 測る。坦土は暗褐色土単層である。基底面に平面形態が楕円形、断

面形態がレンズ状の凹みがある。遺物は、基底面付近より縄文土器の細片が密集した状態で出上して

いる力淋田片であるため図化には至らなかった。

時期 :出土遺物より縄文時代晩期とする。

H.36.700m

0                                            50cm

(S=1:10)

第82図  S K12測量図

① 暗褐色上
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久米高畑遺跡35次調査地

〔2〕 弥生時代の遺構と遺物

(1)竪穴式住居址
SBl(第 83図、図版21)

調査区北西隅B～ C・ 8～ 9区に位置する。住居址西側は調査区外に延びており、 SD2・ 9を切

り、SD6に 切られる。平面形態は円形を呈する。規模は径4.7m、 壁高 14 cmを測る。床面は平坦で

あり、主柱穴はSP①～④の4本を検出している。主柱穴の平面形態は楕円形を呈しており、柱穴間

隔は1.8～ 2.Om、 径30～ 50cm、 検出面よりの深さ32～ 46 cmを測る。埋土は暗褐色土である。また、

SP①を軸としてやや時計回りに振る様にSP⑤～⑦を検出している。この柱穴は平面形態が楕円形

を呈しており、柱穴間隔は1.7～ 2.2m、 径24～ 48cm、 検出面よりの深さ13～ 50cmを測る。埋土は暗

褐色上である。炉址は住居址中央部に位置し、平面形態は精円形、断面形態は皿状を呈する。規模は

長径 1.Om、 短径0.8m、 検出面よりの深さ16 cmを測る。周壁溝は壁体に沿つて検出した。さらに、住

居址床面の南西部から北東部にかけ、内側を巡る溝を検出した。また、南東部では溝が約20cm内側に

もう1条巡っており、三重に巡る可能性もある。遺物は、炉址より弥生土器の壺・甕、主柱穴内より

ほぼ完形の鉢が出土している。

H.37.000m

① 暗褐色土 (責色土混入)

② 暗褐色土

⑥ 灰褐色土 o          1          2m

(S=1:50)

第 83図  SBl測 量図
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (第 1841図、図版26)

1～ 3は甕滋録駄 1.2は口縁端部な上方につま|み上げる。3は日経端部を上下方に拡張し、四
線業5余を施すと4は壼影上器で回線文4-条を施する5は完形の鉢形土器で、1内外面に丁寧なヘラミ

ガキを施すぉ6は宣四口巖の1鉢形土器。7～ 19は1露影土器の藤部、4はミニチエア品である。12は

緑色片岩製の石庖丁未製品である。

時期 :出土遺物より弥生時代後期初頭とする。

.4

9      づ       10Cm

(Sと-1:2)

第34図 SBI出 土遺物実測図
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久米高畑遺跡35次調査地

SB2(第 85図 )

調査区南側 E～ F・ 4～ 6区に位置する。 SDl・ SB3・ 掘立 1に切られている。直上まで後世

の削平を受け、住居址の床面が露出した状態で検出した。平面形態は隅九方形を呈する。周壁溝は西

側と北東側が残存している。住居址の規模は径6.2m、 主柱穴はSP① o②の 2本を検出した。しか

し、柱穴は東側にも2本あることが考えられ、 4本である可能性が強い。柱穴規模は径20～ 30 cm、

検出面よりの深さ35～ 40 cmを測る。炉址は住居址中央に位置し、平面形態は楕円形を呈する。規模

は長径 1.30m、 短径0.70m、 検出面よりの深さ20cmを測る。遺物は炉址内より弥生土器が出土した。

出土遺物 (第 85図、図版26)

13～ 15は甕形土器。13は 回縁部が「く」字状で端部は平坦面をなす。14は平底の底部より内湾気

味に立ち上がる胴部にヘラミガキ調整が顕著に施されている。15は上げ底の底部である。16は手捏ね

土器である。底部にくびれをもつ上げ底で、内外面に指頭痕が顕著に残る。17は高杯の杯部である。

直立する口縁部に5条の四線文を施す。

時期 :出土遺物より弥生時代後期初頭とする。

(2)清
SD2(第 81図 )

調査区北西部B7～ 8、 C8区に位置し、北東から南西方向を指向する。 SBl、 SD6に 切られ

ている。断面形態は皿状を呈する。規模は検出長 1.87m以上、上場幅0.44m、 検出面よりの深さ0.05

mを測る。埋土は暗褐色上である。遺物は弥生土器片が少量出土している。

時期 :切 り合いより弥生時代後期初頭以前とする。

SD3(第 81図 )

調査区南西部E6～ 8区に位置し、東から西を指向する。断面形態は皿状を呈する。規模は検出長

4.05m、 上場幅0.5m、 検出面よりの深さ0.06mを 測 り、溝床は東から西に 6 cmの比高差をもつ。埋

土は暗褐色土である。遺物は弥生土器片が出土している。

出土遺物 (第 86図、図版 26)

18は甕形土器の口縁部である。顎部に刻目突帯をもつ。

時期 :出土遺物より弥生時代後期初頭とする。

SD5(第 81図 )

調査区北東部C4区に位置し、南東から北西を指向する小溝である。断面形態はU字状を呈する。

規模は検出長2.1l m、 上場幅0,21m、 検出面よりの深さ0.13mを 測る。埋土は暗褐色土である。遺物

は弥生土器片が出土している。

時期 :出土遺物より弥生時代後期初頭とする。
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① 暗褐色土

② 暗褐色上に黒色を帯びる。

遺 構 と 遺 物

一~~-4

第85図  SB2測 量図・出土遺物実測図
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久米高畑遺跡35次調査地

SD9(第 81図 )

調査区北西部B8区に位置し、SBlに切られる。北東から南西を指向する。断面形態はレンズ状

を呈する。規模は検出長2.1l m以上、上場幅 0.6m、 検出面よりの深さ0。 13mを測 り、溝床は北東か

ら南西に傾斜をなし15cmの比高差をもつ。埋土は黒色上である。遺物は出上していない。

時期 :切 り合いより弥生時代後期初頭以前とする。

(3)上 坑
SK7(第 81図 )

調査区南西部E8区に位置する。西側をSD7に切られている。平面形態は精円形、断面形態は逆

台形状を呈している。規模は長軸0.65m以上、短軸 0.54m、 検出面よりの深さ0.45mを 測る。埋土は

暗褐色土である。遺物は弥生土器片が出土している。

出土遺物 (第 86図 )

19は壷形土器である。口縁端部に2条の凹線文を施す。20・ 21は 奏形土器の底部である。平底の

底部より外反気味に立ち上がる。20は刷毛目調整痕がみられる。21は外面に縦方向のヘラミガキが顕

著に残る。

時期 :出土遺物より弥生時代後期初頭とする。

亙 軍 ≡ ≡ 下
==琵 公

19

22

＼  !

一と全≦-4血
参

0

―
(S=2:3)

25                   トーーT――ィーーコ~~~「 ~~十一一―――――――――――――引
(S=1:4)

SD 3 :18       SKll :24・ 25

SK 7 :19～ 21    SK 8 :26

SKl :22・ 23

第86図 弥生時代の溝 。土坑出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

SKl(第 81図 )
調査区北東部C2区に位置し、土坑東側は調査区外に延びる。平面形態は長方形が推定され、断面
形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 1.78m以上、短軸0.46m以上、検出面よりの深さ0,24mを 測る。

埋土は黒色上である。遺物は弥生土器片が出上している。

出土遺物 (第 86図、図版 26)

22は壼形土器の口縁部である。口縁端部が下方向に拡張され、国縁部に斜格子目文をもつ。23は平

底の底部より内湾気味に立ち上がる。

時期 :出土遺物より弥生時代後期とする。

S Kll(第 81図 )

調査区西側D9区に位置し、 SDl、 S D10に切られている。平面形態は方形、断面形態は皿状を
呈する。規模は東西0.47m以上、南北 1.8m以上、検出面よりの深さ0.14mを 測る。埋土は黒褐色に

暗掲色土が混じる。遺物は弥生土器片が出上している。

出土遺物 (第 86図、図版 26)

24は甕形土器である。緩い「く」字状を呈する。25は凹基式の無茎石鏃である。基部は僅かにえぐ

りがある。石材はサヌカイト製であり、長さ2.15cm、 幅 1.57cm、 厚さ0,35cm、 重さ0.86gを測る。

時期 :切 り合いと出土遺物より弥生時代後期末とする。

SK8(第 81図 )
調査地西側 C・ D9区に位置する。平面形態は円形、断面形態がすり鉢状を呈している。規模は直
径 0.8m、 検出面よりの深さ0.45mを 測る。埋土は暗褐色土である。遺物は弥生土器片が出上してい

る。

出土遺物 (第 86図 )

26は壼形土器の底部である。平底の底部より内湾気味に立ち上がる。

時期 :出土遺物より弥生時代後期初頭とする。

SK2(第 81図 )
調査区北東部 C・ D2区 に位置する。東側は調査区外に廷びており、 SK3を 切る。平面形態は楕
円形と推定され、断面形態は舟底状を呈する。規模は長軸 1.46m以上、短軸0.46m以上、検出面より

の深さ0。21mを測る。埋土は黒色上である。遺物は弥生土器片が出上している。

時期 :出土遺物より弥生時代とする。

SK3(第 81図 )
調査区北東部D2区に位置する。東側は調査区外に廷びており、SK2に 切られている。平面形態
は楕円形と考えられ、断面形態は逆台形状を呈する。規模は長軸 1.56m、 短軸0.84m以上、検出面よ

りの深さ036mを測る。埋土は黒色土である。遺物は弥生土器片が出上している。

時期 :出土遺物より弥生時代とする。
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久米高畑遺跡35次調査地

SK4(第 81図 )
調査区東端F2区に位置する。東側は調査区外に延びており、 SDlに 切られている。平面形は楕

円形と考えられ、断面形態は皿状を呈する。規模は長軸0,95m以上、短軸 0.76m、 検出面よりの深さ

0.18mを 測る。埋土は黒色土である。遺物は弥生土器片が出上している。

時期 :出土遺物より弥生時代とする。

S K 10(第 81図 )

調査区南東部F4区 に位置する。平面形態は方形、断面形態は皿状を呈する。規模は長軸 1.68m、

短軸 1.37m、 検出面よりの深さ0.09mを測る。埋土は褐色上である。遺物は弥生土器片が出土してい

る。

時期 :出土遺物より弥生時代とする。

〔3〕 古墳時代

(1)平苦
SDl(第 87図、図版 20)

調査区中央 C9。 D6～ 9。 E2～ 7区 を東西に走っており、溝両端は調査区外に延びる。 SB

2。 3、 SK4・ 5・ 11を切 り、 S D10に切られている。検出長23.8m、 上場幅 1～ 1.4m、 検出面

よりの深さ30～ 40cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、基底面は東から西に33 cmの比高差をもつ。埋

土は黒色土を基調とする。遺物は埋土中より弥生土器・須恵器・土師器片が出上している。

出土遺物 (第 88図、図版 27)

弥生土器 (27～ 39)

27～ 32は甕形土器で、27は頸部に刻目凸帯を、28は「く」字状の口縁部をもつ。29は口縁端部が

上方向にのびる。30・ 31は上げ底の底部で、32は平底の底部である。外面に縦ミガキ調整を施す。

33～ 38は董形土器である。33は内方向に拡張した口縁端部に斜格子目文を施す。34は外反する口

縁部をもつ。35～ 38は平底の底部をもつ。39は高郭の脚裾部である。裾部に矢羽根透かしと凹線文

が施され、平らな裾端面の内側が接地する。

須恵器 (40～ 42)

40は杯蓋である。天丼部と口縁部を分ける稜は消失している。41は高郭の脚部である。外反する脚

の裾部は肥厚する。42は甕形土器である。口縁部は外反し、端部は肥厚する。

土師器 (43～ 45)

43・ 44は甕形土器である。張りの弱い胴部に内湾する口縁部をもつ。45は高郭の脚部である。脚

中部が緩やかに屈曲し、内面に明瞭な稜をもつ。

時期 :出土遺物より古墳時代後期とする。

SD6(第 81図 )
調査区北西部B7～ 9'C8～ 9区に位置し、 SBl、 SD2・ 9を切る。北東から南西を指向す
る。断面形態はレンズ状を呈する。規模は検出長4.8m以上、上場幅043m、 検出面よりの深さ0,09

mを測り、溝底は北東から南西に24cmの 比高差をもつ。埋土は黒色土である。出土遺物はない。

時期 :切 り合いや埋土より、古墳時代とする。
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遺 構 と遺 物

A A′ H.37Ю00m

―

B B′
 。 !型Ш

尋

C C′        H371000m
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0                        5m
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第87図  SDl測 量図
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第138図 SDl出 土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

SD8(第 81図)
調査区南西蔀a―患～9区に住置し、SD7に切られる.。 ヨヒ東から南西を指向する.。 断面形態tよ皿状
を呈する。規模は検出長2‐1聾以上、上場幅Oo中、1検出面よけの深さ01o74を測|る .ェ埋±1ま暗掲色主

であるゃ遺物は土師器‐須恵器が出主している。

時期 :出土遺物より、古墳時代とする。

(2).竪穴式住居址―

SB3(第89図 )
調査区南東部E4～ 5,F4～ 6区に位置する。SB2を切つて|お り、SDlにコられている.。 住
居址首側は調査区外に延|びている。平面形態E隅丸方形を呈する。後世の割子を受けており、月璧斎

H13″息Юm

工

ｂ
Ｎ
０
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① 増亀 土
② l赤褐色主

纂89図 SB3測 量図 (S‐ 1●50)
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久米高畑遺跡35次調査地

と主柱穴のみが残存している。主柱穴は 3本 (SP① ,② o③)を検出した。住居址の規模は東西

6.2m(推定)、 主柱穴は径40～ 60cm、 検出面よりの深さ15～ 30 cmを測る。遺物は周壁溝内より上師

器片が出土している。

時期 :出土遺物と切り合いより、古墳時代後期以前とする。

(3)掘立柱建物址
掘立 1(第 90図 )

調査区南東部F3～ 5、 G3～ 4区に位置し、 SB2・ 3を切っている。東西 3間、南北 1間以上

を検出しているが、南側は調査区外に延びる。規模は東西5.12m、 柱間1.64～ 1.8m、 南北の柱間2.3

mを測る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈 しており、径50～ 90 cm、 検出面よりの深さ36～ M cm

を測る。東西方向の内側 2基の柱穴は建て替えた痕跡が残る。遺物は土師器片が出土している。

時期 :出土遺物より古墳時代後期以降とする。

暗褐色土

暗灰褐色上

暗褐色上十黄色土

茶褐色土

黒色土

第90図 掘立 1測量図
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遺 構 と 遺 物

(4)土 坑
SK5(第 81図 )
調査区東側 F4区 に位置し、南側はSDlに 切られている。平面形態は隅丸方形、断面形態は舟底
状を呈する。規模は長軸 1.63m、 短軸0.57m以上、検出面よりの深さ0。 16mを測る。埋土は褐色上で

ある。遺物は土師器片が出土している。

時期 :出土遺物より古墳時代とする。

SK6(第 81図 )
調査区中央南側E7区に位置する。平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈している。規模は

長軸 0,74m、 短軸 0.49m、 検出面よりの深さ0.41mを測る。埋土は暗黄褐色上である。遺物は土師器

片が出上している。

時期 :出土遺物より古墳時代とする。

SK9(第 81図 )
調査区東側E3区 に位置する。平面形態は楕円形、断面形態はレンズ状を呈する。規模は長軸 0.7
m、 短軸0.45m、 検出面よりの深さ0.18mを測る。埋土は暗掲色上である。遺物は須恵器が出土して

いる。

時期 :出土遺物より古墳時代とする。

〔4〕 古 代

(1)溝
S D 10(第 81・ 91図 、図版22～ 25)

調査区南西端 C9・ D6～ 9・ E2～ 7・ F9区にて南北に延びる溝を検出した。溝はほぼ真北を

指向しており、規模は長さ7.15m以上、最大幅2.15m、 検出面よりの深さ130mを測る。断面形態は

逆台形状に急勾配を呈 し、溝の東側にはテラス状の平坦面を検出した。テラス幅は 1メ ートル前後で、

検出面よりの深さは24～ 40cmを 測る。埋土は上層であるテラス部では暗褐色上、中層から下層まで

は黒褐色土がみられ、溝の外から流れ込んだ様に堆積 していた。遺物は、土師器片が僅かに出上して

いる。

時期 :切 り合いより、古代が考えられる。

〔5〕 時期不明の遺構と遺物

SD4(第 81図 )
調査区北西拡張部B8区に位置し、東から西を指向する。断面形態はU字状を呈し、規模は検出長
0.47m以上、上場幅0.65m、 検出面よりの深さ0.24mを測る。埋土は暗褐色上であり、出土遺物はな

い。
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久米高畑遺跡35次調査地
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C  Cイ

暗褐色土
暗褐色上十灰色砂質土
暗褐色土+賞亀主
暗灰鶴色土
黒色二十灰褐色土
黒色二十黄色土

B  B′ H。 3孔000m

⑦ 黒t■
③ 黒色二十暗褐色土
◎ 暗黄縛色エ
⑩ 黄色上

0          1          2ぃ

(S=1:50)

A A′

①
②
③
④
⑤
③

第91図  S D10測量図

SD7(第 31図)
調査区南西部E8～ 9区に位置し、SK7、 SD8を切っている。北東から南西を指向する。断面
形態はレンズ状を呈する。規模は検出長3.lm以上、上場幅0,5m、 検出面よりの深さ0。12mを測り、

溝底は北東から南西に13cmの比高差をもつ。連土は黒色上である。出土
―遺物はない。

〔6〕 その他の遺構と遺物

(1)柱 穴
68基が検出されている。平面形態は円～楕円形が主で、規模は1径 O.1～ 0.8m、 検出面―よりの深さ6

～.58cmを測っている。埋土は褐色土～黒色上が大半を占めており、赤褐色上が一部にみられる。遺物

は弥生上器、須恵器、土節器が出上している。
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遺 構 と 遺 物

(3)倒木痕
倒木 1(第 81図 )

調査区北東部のB～ C・ 3～ 4区に位置し、北側は調査区外へ延びる。規模は東西 1.5m、 南北 2.1

m以上、検出面よりの深さ0.5mを 測る。埋土は黒色粘性土である。出土遺物はない。

〔7〕 第WI層出土遺物 (第 92図、図版20

46・ 47は奏形土器である。46は「く」字状の頸部に口縁端部は九 く納まる。471よ平底の底部であ

り、外面にヘラミガキが施されている。48・ 49は壼形土器である。平底の底部より内湾気味に立ち

上がる。50は土師器の高杯である。杯底端部に明瞭な稜をもち、脚裾部は外方向へ開く。51は須恵器

の短顎壷である。張り気味の肩部に外反する短い口縁部をもつ。

52～ 54は磨製の石庖丁であり、研磨が全面に施される。52は刃部の研ぎ出しは両面から行われる。

53は 2箇所に穿孔が施されるが 1箇所は貫通していない。刃部は殆どが欠損 しているが、片面は研 ぎ

出されていることが確認できた。54は背部を僅かに面取 りしており、刃部は片面が研ぎ出されている。

46

市寸 与引

ａ
留
孵
℃

£
賜
囲
賜
ワ

0           5           1 0Cm

第Ⅳ層出土遺物実測図    (S=1:2)第 92図
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久米高畑遺跡 35次調査地

4。 小 結

今回の調査では、縄文時代から古代までの遺構 と遺物を検出した。

縄支時代

S K12は後世の削平を受けており遺存状態は良好ではないが、縄文土器片が出土した。土器は摩滅

しており復元が困難であるが、縄文時代晩期の深鉢と考えられる。この上坑は久米高畑遺跡 26次調査

地で検出された晩期の円形土坑に、形態や規模・埋土が類似 しており関連施設も考えられる。

弥生時代

弥生時代後期初頭のSBl・ 2は炉址をもつ円形の竪穴式住居址であり、 SBlに おいては住居l■

内の内側に住居址の壁体に並行する溝 2条を検出している。このことより、住居の建て替えが想定さ

れる。また、主柱穴内にほぼ完形の鉢形土器が出土した。この上器は、建物の廃絶時に柱穴内に意図

的に入れられ祭祀的な様相をもつことも想定される。 SBl,2は 出土遺物より同時期に併存 した可

能サ性がある。

古墳時代

古墳時代になると、 SDl・ 掘立 1よ り古い時期にSB3が 存在している。 SB3は 後世の削平を

受けてお り遺存状態は良好ではないが 4本柱をもつ隅丸方形の竪穴式住居址であることがわかった。

SDlは 若子の蛇行を示しながら調査区内を東西方向に廷びており、西側は調査区外をやや北向きが

強く振れる様相を呈している。この溝は、土層の堆積状態より短期間に埋没したものであり、区画性

の強い溝が考えられる。掘立 1は南側が調査区外に延びているが、柱間より東西棟であると考えられ

る。 SDlと 掘立 1と は並行した位置関係や埋土が同一であることから、同時期に存在 していたこと

が窺える。 SD6は 調査区外の北東方向に延びており、溝の方向や埋土より26次調査地の S D 10に

つながる様相が強い。また、本調査区内の北東部と道路を挟んで隣接する26次調査地の南側付近の遺

構が希薄であることより、この辺りに集落に伴う広場的な空間が存在していたことも考えなければな

らない。

古 代
S D 10は調査区南西隅においてごく一部の検出ではあるが南北に延びており、北側は20次調査地

の区画溝にほぼ直線的に延び「久米郡衛正倉院」の施設を囲んでいる東辺の区画溝のタト狽1に なると考

えられる。溝の断面形態は逆台形状であり、10・ 27・ 31・ 32次調査により確認できた断面形状と同

一である。この区画溝の外側である東狽1に浅いテラス状の平坦面が検出されており、南辺の区画溝を

検出した31・ 32次調査地においては区画溝の内側に幅 lmのテラス状の平坦面が検出され、32次調

査地では途切れ部も検出されているが、今回はこのテラス状の遺構が外側にも存在することが確認で

き、途切れ部も伴っている。この遺構がどの様な施設を構成するのかは、今後解明しなければならな

ヤ`。
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遺構 ,遺物一覧 (河野史知)

(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。
(2)遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。

例)弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

(3)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ( ):復元推1定値
形態 。施支欄 :土器の各部位名称を略記

天→天丼部、口→口縁部、胴→胴部、柱→柱部、裾→裾部|、 底→底部。

胎土 。焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
砂→砂粒、長→長石、石→石英、金→金雲母、密→精製土。

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)多→「 1～ 41111n大の石英 。長石を多く含む」である。
焼成欄の略記について。例)◎→良好、○→良、△→不良。
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久米高畑遺跡35次調査地

表 82 竪穴式住居 l■一覧

穴

め

竪

６
時 期 平面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

埋  土
床面積

(ド )

主柱穴

(本 )

内 部 施 設
周壁溝 備  考

高床 土坑 炉 カマド

1
弥生後期

初頭
円形 490 × 470 × 暗褐色土 4 ○ ○

SD2・ 9を切りS
D6に切られる。

2
弥生後期

初頭
隅丸方形 (620)× (480)×  004 暗褐色土 (190) ○ ○

SB3・ 掘立 1・ S
Dlに 切られる。

3
古墳後期

以前
隅丸方形 (500)× (500)×  003 暗褐色土 (188) 2 ○

SB2を 切りSD
lに 切られる。

表33 竪穴式住居址の炉 。カマドー覧

穴

働
竪

６
時 期 炉 カマ ド 位  置 平面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

出土遣物 備  考

1
弥生後期

初 頭 〇 住居址ほぼ中央部 楕円形 100× 080× 016 弥生 炭化物

2
弥生後期

初 頭 ○ 住居址中央部 楕円形 130× 070× 020 弥生 炭化物

表34 掘立桂建物l■一覧

掘立 鰈
側

方向
桁   行 梁   行

方 位
床面積

(請 )
時 期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

1 1× 3 東西 180 164・ 168 240 240 N‐ 103° E 古墳後期

以 降 SB2・
3を切る。

表85 土坑一覧

坑

Ю

±

６
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(� )
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

l C2 長方形 逆台形 (178)× (046) × 024 (075) 黒色土 弥生 弥生後期

C,D2 楕円形 舟底状 (146)× (046)× 021 (053) 黒色土 弥生 弥生時代 SK3を切る。

3 D2 楕円形 逆台形 (156)× (084)×  036 (126) 黒色土 弥生 弥生時代 SK2に切られる。

4 F2 精円形 皿状 (095)× 076× 018 (058) 黒色土 弥生 弥生時代 SDllこ 切られる。

5 E4 隅丸方形 舟底状 163 × (057)×  016 (083) 掲色土 土師 古墳時代 SDlに切られる。

6 E7 楕円形 逆台形 074× 049× 041 暗責褐色土 上 師 古墳時代

7 E8 楕円形 逆台形 (065)× 054× 045 (030) 暗褐色土 弥生
弥生後期

初頭
SD7に切られる。

8 C・ D9 円形 悟鉢 080× 080× 045 暗褐色土 弥生
弥生後期

初頭
SDlに切られる◎

9 E3 楕円形 レンズ状 070× 045× 018 026 暗褐色土 須 恵 古墳時代

F4 方形 皿状 168× 137× 009 褐色土 弥生 弥生時代

D9 方形 皿状 (180)× (047)× 014 (075)
黒褐色土+
暗褐色土

弥生 弥生後期末
SDl・ 10に切
られ́る。

D4・ 5 円形 皿状 082× 080× 020 暗掲色土 縄文 縄文晩期
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遺 物 観 察 表

表 86 清一覧

坑
叫
±
６

地   区 断面形
規  模 (m)
長 さ × 幅 × 深 さ

方向 埋  土 出土遺物 時 期 備   考

l C9～ E7 皿状 (2380)× ■00～ ■40× 030～ 040 東―西 黒色土
土生

恵

弥

須
古墳後期

SB2 3、 SK4,5.8,11を

切り、SD10に切られる。

B7～ C8 皿状 (187)× 044× 005
北東―

南西
暗褐色土 弥生

弥生後期

初頭以前

SBl、 SD6に
切られる。

3 E6～ 8 皿状 (405)× 050× 006 東―西 暗褐色土 弥生
弥生後期

初頭

4 B8 U字状 (047)× 065× 024 東―西 暗褐色土 時期不明

5 C4 U字状 (211)× 021× 013
南東―

北西
暗掲色土 弥生

弥生後期

初頭

6 B7～ C9 レンズ状 (480)× 043× 009
北東―

南西
黒色土 古墳時代

SBl、  SD2・ 9
を切る。

7 E8,9 レンズ状 (310)× 050× 012
北東―

南西
黒色土

古墳時代

以降

SK7、 SD8を
切る。

8 E8・ 9 皿状 (210)× 060× 007
北東―

南西
暗褐色土 土師・須恵 古墳時代

SD7に 切 られ
る。

9 B8 レンズ状 (211)× 060× 013
北東―

南西
黒色土

弥生後期

初頭以前

SBlに 切 られ
る。

C9～ F9 逆台形 (700)× 215× 040～ ■00 南―北
上層、暗褐色土

中層から下層、
黒褐色土

弥生 土師
須恵

8世紀
SDl、 SKll
を切る。

表87 SBl出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

l 甕
口径 (170)

残高  76
口縁部は「くJ字状に外反し、
端部は上方につまみ上げる。

⑧9ナデ

⑩ナデ、ハケ
ナデ

茶色

茶色

石,長 (1～ 3)

○

2 甕
口径 (160)

残高  82
回縁部は「く」字状に外反し、

端部は上方向に肥厚される。

Θ ヨコナデ

⑩ハケ

(7～ 8対枷)

Θヨコナデ
ハケ(4本7Cm)
⑩ハケ(10～ llA/cm)

浅茶色

浅茶色

石。長(1～ 3)

○

3 甕
口径 (182)

残高 42
口縁部が上下に拡張し、端部

に5条の四線文を施す。
ナ デ ナ デ

色

色

橙

橙

淡

淡

石長(1～4)

○

4 一霊
日径 (140)

残高  19
口縁部が上下に拡張し、端部

に4条の凹線文を施す。
マメツ マメツ

茶色、

橙色

茶色

石長(卜 3)

○

5 鉢
底径  62
残高 137

平底の底部に胴部は内湾 し、
口縁部は「く」字状に外反す
る。

Θ⑪マメツ
⑮ ミガキ

⑥ マメツ

◎マメツ

⑪⑪⑥ミガキ

灰褐色、

責灰色

灰褐色

石'長 (1～ 7)

○

6 鉢
径

高

口

残

(130

51

内湾気味の胴部に口縁端部が

面をなす。

◎ナデ

⑩ ミガキ

ナデ

(指頭痕)

浅黄色

茶褐色

石。長(1～ 2)

○

7 甕
底径 (62)

残高 49
上げ底。 マメツ マメツ

明橙色

茶褐色

石.長 (1～3)

○

8 甕
径

高

底

残

平底の底部に内湾気味に立ち

上がる月同吉卜をもつ。

ハクリ

⑥ ヘラミガキ
マメッ

浅橙色

茶褐色

灰橙叡底)

石長(1～ 4)

○

9 甕
底径  61
残高  68

平底。 ミガキ
⑩マメツ

◎ナデ

橙色、

茶褐色

橙褐色

石長(1～ 3)

○

奏
径

高

底

残
平底。器壁薄し マメツ マメツ

橙色、

黒褐色

橙色

石。長(1～ 5)

○

ミーチエア
底径 (37)

残高  32

底部はくびれをもち、上げ底
で、内外面とも指頭痕が顕者
に残る。

指頭痕
ナデ

指頭痕

黄褐色、

濃灰色

黄褐色

密

○
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表 89 SB2出 土遺物観察表 土製品

表90 SD3出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡 35次調査地

表88 SBl出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 量

備 考 図 版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

石庖丁 一部久損 緑色片岩 1050 8278

番 号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 |

色調
(内面 |

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (158)

残高 65

内湾する胴部に外反する口縁

部をもつ。口縁端部はナデに

よりくtFむ 。

Θ◎ヨコナデ

⑩ナデ
マメツ

浅黄色

浅黄色

石.長 (1～ 2)

○

奏
径

高

底

残
平底。

ヘラミガキ

⑥ナデ

マメツ

指頭痕

明橙色、

浅茶褐色

浅責褐色

石。長(1～ 3)

△

甕
底径  59
残高  22

くびれの上げ底。
ミガキ

ナデ
ナ デ

浅黄色

浅責色

石`長 (卜 3)

○

ミエチェア
底径  48
残高  49

くびれの上げ底。
ナデ

(指頭痕)

ナデ

(指頭痕 )

色

色

褐

掲

石。長(1～ 3)

○

高邦
口径 (154)

残高 41
口縁端面に5条の凹線文あり。 ミガキ ナデ

浅茶色

浅責色

石長(1～ 2)

○

番号 器種 法量 (cm) 形  態 。施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

甕
口径 (288)

残高  54
「く」字状の票部に刻目凸帯文

を貝占付ける。
マメツ マメツ

灰茶色

明茶色

石,長 (1～ 4)

○

表91 SK出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

壺
口径 (130)

残高  15
口縁端部に2条の四線文を施

す。
マメツ マメツ

浅橙色

浅黄色

石長(1～ 3)

O
SK 7

甕
径

高

底

残
平底。 ハケ (6本れln) マメツ

茶色

浅茶褐色

石長(1～ 6)

○
SK 7

甕
底径  59
残高 59

平底の底部より外反気味に立

ち上がる。
ミガキ ナ デ

浅茶褐色

掲色

石長(1～ 5)

金

△

SK 7

士霊
口径 (294)

残高  27
下方向に拡張される拡張部に

斜格子目文を施す。
ナ デ ナ デ

浅橙色

浅黄灰色

石・長(1～ 3)

○
SKユ

甕
底径 (76)

残高 40
平底。 ナ デ ナ デ

浅褐色

浅責色

石,長 (1～ 6)

△
SKユ

奏
口径 (134)

残高  58
緩い「く」字状を呈する口縁

部。
ナデ ナ デ

浅責茶色

浅澄色

砂

○
SK ll
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表 94 SDl出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

表92 S Kll出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材   質
法

備 考 図版
長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g)

石  鏃 ほぼ完形 サヌカイ ト 157 035 086

表93 SK8出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

一霊
径

高

底

残

平底の底部より内湾気味に立

ち上がる。
ナデ

ナデ

(指頭痕)

黒灰色

浅責色

石・長(1～2)

○

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面 |

色調
(内面

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (262)

残高  62
「く」字状の顎部に刻目凸帯文

を貝占付ける。
ナ デ マメッ

浅茶色

濃灰色、

浅茶色

石長(1～ 5)

金

○

甕
口径 (154)

残高  31
「く」字状の口縁部。 マメツ マメツ

橙色

橙色

石.長 (1～2)

○

甕
口径 (164)

残高  30
口縁端部を上方につまみ上げ

る。
ヨコナ デ ヨコナデ

浅橙色

浅橙色

密

△

奏
底径  53
残高  45

上げ底。 マメツ マメツ
橙色

浅責褐色

石.長 (1～ 4)

○

甕
底径 (47)

残高  48
やや上げ底。

廻⊃ ナデ上げ
指頭痕

⑥ ヨコナデ・ナデ

マメツ
浅茶褐色

掲色

石`長 (1～ 3)

○

甕
底径 (56)

残高  27
平底。

廻⊃ ミガキ

⑥ナデ
ナ デ

茶褐色

茶褐色

石。長(1～ 3)

金

O

士霊 残高  21
口縁端部が内方向に拡張 し、

拡張部に斜格子目文を施す。

Θ ヨヨナデ

ナデ
マメツ

責灰色、

浅責色

浅橙色

石・長 (1)

○

一望
口径 (126)

残高 25
外反する口縁部をもつ。

Θヨヨナデ

⑬ナデ
ヨコナデ

浅黄茶色

浅黄色

石長(卜 2)

○

重
底径 (85)

残高  48
平底。 ナ デ ナ デ

灰茶色

浅茶色

石長(卜 3)

○

士蛮
底径 (93)

残高  47
平底。 マメツ ハクリ

浅責色

黄褐色

石長(1～4)

△

士霊
底径 (90)

残高  48
平底の底部より内湾気味に立

ち上がる。
マメツ マメツ

明茶色

浅灰責色

石,長 (1～8)

○

望

底径 (69)

残高  47
平底の底部より内湾気味に立

ち上がる。
ナ デ マメツ

灰黒色

浅責灰色

石.長 (1～2)

○

高杯
底径 (130)

残高 36

脚裾部に 4条の凹線をもち、
その上に失羽根透かし痕が残
る。

ナ デ マメツ
灰責色

淡茶色

砂

Ｏ

妬蓋
口径 (130)

残高  37

天丼部と口縁部を分ける稜は
は消滅。

須恵器6

◎回転ナデ

○回転ヘラケズリ
板圧痕

回転ナデ
灰色

灰色

石長(1～2)

○
自然釉
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番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 文
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

娩
備考 図版

外   面 内   面

高杯
径

高

底

残

(101)

64

脚柱部が外反気味に開き、裾

端部が上下にやや肥厚される。

須恵器。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

○

甕
径

高

口

残

(17か

37
口縁部は外反 しており、端部

は肥厚する。須恵器。

◎回転ナデ

◎ハケ
回転ナデ

Θ継ぎ目

回転ナデ

灰色

責灰色

密

○

43 奏
径

高

回

残

(194)

101

緩やかに「く」字状を呈する

口縁部はやや肥厚する。土師

器。

Θハケ(6本 /cln)
◎ハケ(8～ 10本たm)

⑩ハケ(5村 cm)

ナデ

指頭痕
ハケ(4～ 5ラ∀cm)

浅責橙色

浅責橙色

石・長(1～ 4)

△

奏
口径

残高

緩い「く」字状の口縁部が内

湾気味である。上師器。

◎ハケ(6利cm)

⑮ハケ(5～ 6対cln)

ナデ

⑩指頭痕

明橙色

明橙色

石・長(1～4)

△

高杯 残高  98
脚柱部が緩 く屈曲し、内面に

明瞭な稜をもつ。土師器。
マメツ

⑧工具による切り出し

②ヨコナデ

エ具痕 (打込み)

橙色

浅黄色

砂

△

SDl出土遺物観察表 土製品

久米高畑遺跡35次調査地

表95 第Ⅵ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 。施 支
調 整 (外面 |

色調
(内面 |

土

成

胎

焼
備考 図版

面 内   面

甕
口径 (210)

残高  28
口縁部は「 く」字状に外反す

る。
マメツ ナ デ

責橙色

橙色

石・長(1～4)

○

甕
径

高

底

残

6働

37
平底。 ヘラミガキ ナ デ

橙色

浅責橙色

石。長(1～2)

○

一霊
径

高

底

残
平底。 ヘラミガキ マメツ

色

色

褐

責

黒

灰

石・長(1～3)

○

一霊
底径 (108)

残高  41
平底の底部より内湾気味に立

ち上がる。
ヘラミガキ マメツ

色

色

黄

黄

浅

浅

石。長(1～3)

△

高イ

径

高

径

口
器

底

(186)

140

(12の

郭底部端 に明瞭な稜があ り、

脚柱部は緩 く屈曲し、裾部は

外方向へ開く。土師器。

マメツ マメツ
色

色

橙

橙

石。長(1～7)

△

重
径

高

口

残

内湾した胴部と、短い顕部を

もつ。須恵器。
回転ナデ 回転 ナ デ

灰色

浅黄色

砂

Ｏ

表96 第Ⅵ層出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材   質
法 日重

備 考 図版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g)

石庖丁 1/4 緑色片岩 395 1948

石庖丁 1/3 緑色片岩 720

54 石庖丁 2β 緑色片岩 600 218
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第 5章 鷹子町遺跡 2次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯 (第 93図 )
1997(平成 9)年 3月 、森山通子氏より、松山市鷹子町724-1,7に おける共同住宅の建設にあた

り、当該地の埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出さ

れた。

申請地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『129鷹ノ子遺物包含地②』内にあたり、当地一帯

は弥生時代から中世までの集落遺跡であることが知られている。

申請地の北東220mの地点には鷹ノ子新畑遺跡があり、 3度の調査が実施されている。 l次調査で

は、 7世紀初頭の方形竪穴式住居llL l棟や溝 3条を検出している。

2次調査では、弥生時代から中世までの集落関連遺構が確認されている。方形竪穴式住居址 4棟、

掘立柱建物l■ l棟、柵列 2条、溝 2条、井戸 1基、土坑数十基など多くの集落関連遺構を検出した。

このうち、溝と土坑からは、弥生時代前期後葉の土器が出土している。

3次調査では、古代から中世の掘立柱建物l■ l棟、溝 2条、土坑 1基、井戸 1基を検出した。

また、申請地の南75mの地点には鷹子町遺跡 1次調査地があり、古代から中世の集落関連遺構が検

出されている。遺構は、掘立柱建物址 7棟、溝 3条、土坑 6基があり、土坑からは和鏡1面 と土器が

出土し、平安時代の木棺墓と考えられている。さらに、南西50mの地点には鷹子遺跡があり弥生時代

から中世の溝 7条、土坑数十基を検出している。

このように、当地一帯は弥生時代から中世までの集落が広く展開していたことが、近年の調査で明

らかになってきている。

これらのことより、当該地における埋蔵文化財の有無とさらには遺跡の範囲や性格を確認する必要

があるため、1997(平成 9)年 3月 27日 に、文化教育課は試掘調査を実施した。

試掘調査では、溝 4条 とピット9基を検出した。ピット9基の内 2基は、径 60cna前後の大型の円形

ピットで、残り7基は小型のビットであった。遺物はピット内から中世の土師器片、 トレンチ内から
は、須恵器片と土師器片が出上した。

第93図 調査地位置図 (S=1:2,500)

-147-



鷹子町遺跡 2次調査地

この結果を受け、文化教育課と森山氏の両者は遺跡の取 り扱いについての協議を重ね、宅地開発に

伴って消失する遺跡に対し、記録保存のために発掘調査を実施することになった。

発掘調査は、弥生時代から中世までの集落構造解明を主目的とし、文化教育課の指導のもと、 (財 )

松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主保となり、1997(平成 9)年 11月 4日 より実施した。

(2)調 査 の経 緯 (第弘図)

調査は、1997(平成 9)年 11月 4日 から1998(平成 10)年 1月 30日 までは野外調査、 2月 2日 か

ら2月 27日 までは室内調査を実施した。以下、調査経緯を略記する。

1997(平成 9)年 11月 4日 、調査区を設定する。調査は排土置き場の都合上、調査区をA～ D地区

に分けて実施した。同日、A地区の調査を開始し、重機で第Ⅶ層上面 (地山)ま での掘り下げを行う

(11月 5日 終了)。 11月 6日 ～12月 3日 、遺構の掘 り下げと測量を行う。12月 4日 、高所作業車を用

いて、遺構完掘状況の写真を撮る。12月 5～ 8日 、A地区の埋め戻し。12月 9日 、B地区を設定して、

重機で第Ⅶ層上面 (地山)ま で掘削する。12月 10～ 15日 、遺構を掘り下げる。12月 16日 、高所作業

車で、B地区の遺構完掘状況の写真を撮る。12月 17～ 22日 、遺構の測量をする。12月 24日 、B地区

を埋め戻す。

1998(平成 10)年 1月 6日 、C地区を設定して、重機で第Ⅶ層上面 (地山)ま で掘削する。 1月

7・ 8日 、遺構を掘 り下げる。 1月 9日 、C地区の遺構完掘状況の写真を撮る。 1月 12～ 14日 、遺

構の測量をする。 1月 16日 、調査事務所を撤去する。 1月 19日 、D地区を設定して、重機で第Ⅶ層

上面 (地山)ま で掘削し、その後、C地区を重機で埋め戻す。 1月 20日 、D地区の遺構の掘り下げを

する。 1月 21日 、D地区の遺構完掘状況の写真を撮影し、遺構の測量をする。 1月 22日 、D地区を

埋め戻す。 1月 23～ 30日 、調査用具を撤去して野外調査を完了する。 2月 2～ 27日 、松山市立埋蔵

文化財センターにて測量図や出土物の整理作業を行う。

第 94図 調査地測量図
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鷹子町遺跡 2次調査地

(3)調 査組織
遺 跡 名  鷹子町遺跡 2次調査地
所 在 地  松山市鷹ノ子町724-1・ 7
調査期間  1997(平成 9)年 11月 4日 ～1998(平成10)年 2月 27日

調査面積  766,62r

調査主体  財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

調査協力  森山通子
調査担当  梅木謙―・水本完児

2.層 位 (第 95図、図版31)

(1)基本層位
調査地は、松山平野南東部、洪積台地からなる来住舌状台地上の標高43.7mに立地する。

基本層位は、第 I層耕作上、第Ⅱ層床上、第Ⅲ層鈍い黄色上、第Ⅳ層灰褐色上、第V層暗掲色上、

第Ⅵ層暗黄色上、第Ⅶ層灰白色粘上である。

第 I層 は土色・土質の違いで 3層 に分層され、第Ⅱ・Ⅳ・V層はそれぞれ 2層 に分層される。

第 I一①層 :層厚10～ 20cmを測り、調査区全域で検出した。

一②層 :灰色土に褐色上が混入するもので、層厚5～ 20cmを測る。調査区東端で検出した。

一③層 :灰茶色砂に責色上がブロック状に混入するもので、層厚2～ 10cmを測る。調査区北東

隅で検出した。

第Ⅱ―①層 :掲色土で層厚5～ 10cmを測る。調査区北・南壁に沿って検出した。

一②層 :褐色上に灰色上が混入するもので、層厚2～ 10cmを測る。調査区西壁沿いと南壁中央

吉Lで検出した。

第 Ⅲ 層 :層厚 2～ 10cmを 測る。調査区南・北・西壁沿いで検出した。本層は無遺物層である。
第Ⅳ一①層 :灰trl色土に鈍い黄色上が混入するもので、層厚 2～ 10cmを測る。調査区北西部、南東

部、西端を除く地域で検出した。本層は無遺物層である。

一②層 :灰褐色土に茶色上が混入するもので、層厚 5～ 10cmを測る。調査区北西部と南西部で

検出した。本層は無遺物層である。

第V―①層 :暗褐色土に茶色上が混入するもので、層厚 5～ 10cmを測る。調査区北西部と南西部で

検出した。本層は土師器・須恵器を含む包含層である。

一②層 :暗褐色土に黄色上が混入するもので、層厚 5～ 20cmを測る。調査区北西部で検出した。

本層は無遺物層である。

第 Ⅵ 層 :調査区ほぼ全域で検出した。本層は無遺物層である。
第 Ⅶ 層 :調査区東側に堆積する。本層は無遺物層である。

(2)検出遺構 。遺物
調査では、主に古代から中世までの遺構と遺物を検出した。遺構は中世に時期比定されるもので、

溝 4条、土坑 1基である。遺物は遺構内及び包含層中から出土しており、土師器、須恵器、瓦質土器、

瓦、石器、鉄器がある。

なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに区分した (第 96図 )。
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鷹子町遺跡 2次調査地

3.遺構と遺物
調査では溝 (SD)4条、土坑 (SK)1基、ピット (SP)135基 を検出した。

(1)平寺

SD2(第 97図、図版31)
SD2は 3つ に枝分かれする溝で、主体となる南北方向の溝をSD2-①、枝分かれする東西方向
の溝をSD2-②、SD2-③ とした。
SD2-① :調査区中央部やや西寄り、A3～ D3区で検出した南北方向の溝で、SDlを切って
いる。規模は全長13.7m、 幅0.7～ 1.2m、 深さ1～ 10cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は

暗褐色土 (黄色土混じり)である。溝基底面からは鋤先の跡が検出された。

遺物は埋土中より、土師器の杯、こね鉢、瓦質の土釜、鉄製品 (釘か)、 小礫が出土した。

出土遺物 (第 98図 1～ 5、 図版34)

郭 (1) lは土師器の邦である。底部は平底で、底部の切り離しは回転糸切り技法である。
こね鉢 (2～ 4) 2～ 4は東播系のこね鉢である。 2は底部片で、わずかに上げ底となる。 3・
4は口縁部が上方に立ち上がり、4は注ぎ口がわずかに残る。

土釜 (5) 5は瓦質の上金の脚部である。

SD2-② :調査区南西部、C2・ 3区で検出した。溝東側1,3mの 地点で南側に向けて分岐する。
規模は全長5.5m、 幅0.2～ 1.8m、 深さ2～ 5 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は暗掲色

土 (黄色土混じり)である。遺物は埋土中より、こね鉢と瓦が出上した。

出土遺物 (第 98図 6・ 7、 図版34)

こね鉢 (6) 6は東播系のこね鉢である。口縁部の上部が内方に立ち上がる。
平瓦 (7) 7は平瓦である。凸面には細縄叩きを施し、凹面には布目痕が残る。

SD2-③ :調査区南西部、B2～ C3区で検出した溝で、 S P l13に切られている。規模は全長
5.2m、 幅0.3～ 0。 9m、 深さ2～ 5 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は暗褐色土 (責色土

混じり)である。遺物は埋土中より、土師器の皿が出上した。

出土遺物 (第 98図 8、 図版34)

皿 (8) 8は土師器の皿である。口縁部はやや外反し、日縁端部は丸く仕上げる。
時期 :出上した遺物の特徴から、SD2は 14世紀代の遺構とする。

SD3(第 99図、図版31)
調査区中央部、A4～ D4区で検出した南北方向の溝である。SD3は SDlを切り、S P60。 S

P100に切られている。規模は全長 13.lm、 幅0.5～ 1,lm、 深さ3～ 20 cmを 測る。断面形態は逆台形

状を呈し、埋土は暗褐色土 (責色土混じり)である。滞基底面からは鋤先の跡が検出された。

遺物は埋土中より、土師器の杯、皿、土釜、須恵器の郭、こね鉢、瓦質の上釜、瓦、石鋼、砥石が

出土した。
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出土遺物 (第 100図、図版34)

イ (9～ 15) 9～ 15は土師器の杯である。 9は体部が外傾し、口縁端部は丸く仕上げる。10は

体部が内湾し、口縁端部は尖る。11・ 12は口縁部がわずかに外反し、■は口1縁端部が尖り気味であ

る。13は回縁端部が内傾する。なお、■～13は体部上位で屈曲|する。14は体部がほぼ直線的に立ち

上がる。15の1底部の切り離しは回転糸切り技法による。

皿 (16) 16は土師器の小皿である。口縁部は外反し、口縁端部は丸く仕上げる。

土釜 (17)17は土師質の三足付土釜である。鍔は短く水辺に延びる。口縁部は内傾し、国縁端部
は丸く仕上げる。

D D′ H.4a300m

1

④

c cF              Hュ 3.300m

B Bフ

H.4a300m

0          1m

(S=1:40)

H,43.300m

（Ｓ
＝
１
中
９０
）

「
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
坦
「
Ｈ
同
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
坦

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

A A′

① 暗褐色土

② 暗褐色三十黄色土

SDl黒掲色土
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(S=1:3)

くてΞttΞΞΞほ三≡≡≡ヲ″8

第98図  SD2出 土遺物実測図

土釜 (18) 18は 瓦質の土金の脚部である。

こね鉢 (19～ 21) 19～ 21は 東播系のこね鉢である。胴部は直線的に外方へ開き、日縁端部は丸

い。19は 口縁部が上方に廷び、21は 口縁部が直立する。

杯 (22) 22は 須恵器の郭である。日縁部はやや九味をもち、口縁端部は尖り気味である。

甕 (23) 23は 須恵器の甕である。口縁部は外反し、口縁端部は玉縁状に仕上げる。

瓦 (24) 24は 瓦片で、凸面には細縄叩きを施 し、凹面には布目痕を残す。

石鍋 (25)25は石鍋の口縁部で、1/8の残存である。

砥石 (26)26は砥石である。重量は109.5gを測る。

時期 :出上した遺物の特徴から、 SD3は 14世紀代の遺構とする。

SDl(第 96図 )
SDlは 調査区北西部、Al～ B5区で検出した。溝東側はSD2・ 3に切られ、西狽1は調査区外

に続 く。規模は全長 14.lm、 幅0.2～ 1.3m、 深さ2～ 10cmを測る。断面形態は逆台形状を呈 し、埋土

は黒褐色土単層である。溝内からの遺物の出土はない。

時期 :溝内からの遺物の出土はなく、明確な時期判断はしかねる。 SD2・ 3に切られていること

から、 SDlは 下限を14世紀以前とする。

八
戦

の

”
・

①

②

③

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

-154-



遺 構 と 遺 物

D Dフ         H J3.300m

① 暗褐色土

SDl黒褐色上

0          1m

(S-1:40)

第99図 SD3測量図

SD4(第 96図 )
SD4は調査区中央部、B5～ D4区で検出した。溝の両端は消失している。規模は全長7.2m、
幅0.2～α4m、 深さ1～ 7 cmを測る。断面―形態は逆台形状を呈し、埋土は灰褐色土単層である。遺物

は埋土中より、土師器と小礫が少量出土したが図化しうるものはない。

時期 :出土した遺物より、SD4は 14世紀代の遺構としておく。
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遺 構 と 遺 物

(2)土 坑
土坑は 1基を検出した。

SKl(第 101図、図版33)

SKlは 調査区南西部、Cl区で検出した。平面形態は不整の楕円形を呈 し、規模は長径 3.lm、

短径 1.411n、 深さ5～ 20 cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は暗褐色土を基調とするが、

遺構南狽1基底面付近のみに責色土が混入する。基底面は北東から南西に向けて傾斜をなす (比高差 10

cm)。 基底面にて、径 10～ 20 cm、 深さ3 cmの ピット1基 (SP①)を検出した。ピット埋土は土坑埋

土と類似することから、本土坑に伴うものと考えられる。

遺物は埋土上位からは須恵器片、下位からは土師器片が少量出上したが、図化しうるものはない。

時期 :土坑埋土がSD2・ 3と類似することや、出土した遺物の特徴から、SKlは 14世紀代の遺
構とする。

(3)ピ ッ ト (第 96図 )

調査ではピット135基を検出した。調査区北西部、AO～ A3区 と南東部、D7～ D8区を除く地
域で検出した。平面形態には円形と楕円形の 2種類がある。埋土は暗褐色土 (黄色土混入)と灰掲色

土の 2種類があり、前者を1類、後者を2類として埋土別にピットの説明を行う。

H.43.300m

① 暗褐色土

② 暗褐色土(黄色上を含む)
③ 責色粘土

④ 灰褐色土 0           1           2m

(S=1:40)

第101図  SKl測 量図

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
．∞
寸
．〓
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鷹子町遺跡 2次調査地

1類 :1類のピットは100基あり、調査区北西部と南東部を除く地域で検出した。平面形態には円

形と楕円形とがあり、規模は径 5～ 95cm、 深さ3～ 27cmを測る。ピット内からは中世に時期比定さ

れる遺物が出土している。

2類 :2類のピットは35基あり、調査区南西部と北東部で検出した。平面形態は円形を呈し、規模

は径 5～ 25cm、 深さ4～ 25cmを測る。ピット内からは古代に時期比定される遺物が出土している。

ピット出土遺物 (第 102図 、図版 34)

27・ 28は 1類、29は 2類のピット出土品である。

皿 (27)27は SP6出 土の上師器の皿である。口縁部はやや外反し、底部の切 り離しは回転糸切

り技法による。

郭 (28) 28は S Pll出土の土師器の杯である。体部は内湾し、口縁部はやや外反する。

壷 (29)29は S P29出土の須恵器長頚壼の底部である。高台は低 く、胴部は直線的に立ち上が

る。

(4)包含層および地点不明出土遺物 (第 102図、図版34)

出土地点が詳細でない遺物を取り上げておく。

杯身 (30)30は B地区の層位不明品。須恵器の郭身で、たちあが りは欠損し、受部は上外方にひ

ねり出されている。 7世紀前半。

杯 (31・ 32)31は 第V層出土品。須恵器のイで、短い高台が付 く。 8世紀前半。32は B地区の

E3区第Ⅵ層出土品。土師器の杯で、体部は内湾し、口縁部は直立する。13～ 14世紀。

こね鉢 (33)33は B地区のE5区層位不明品。東播系のこね鉢で、口縁部上部は内側に立ち上が

る。13～ 14世紀。

27

等 半 北

SP 6 :27
SPll :28
SP29:29
地点不明 :30。 33

第V層 :31
第Ⅵ層 :32

第102図  ピット・包含層 。地点不明出土遺物実測図

5            10Cm

(S=1:3)
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小     結

4.小 結

今回の調査は、弥生時代から中世までの当地域に存在した、集落の範囲や構造解明を主目的とした。

調査の結果、中世の遺構と古代から中世までの遺物を確認することができた。

溝 SD2・ 3と 土坑 SKlか らは、土師器と須恵器が出土 したが、これらの遺物は出土状況や摩滅
の状態から、周辺地域からの流れ込み資料と推測される。また、包含層中にも同時代の土師器片がみ

られることから、調査地近隣に中世集落が展開していることは確実である。溝は、集落の区画や水田

に利用されるものであり、居住地や生産地が近隣に存在していることを示唆するものである。

遺物では、滑石製石鍋の出土が注目される。中世の石鋼の出土は、松山平野内においても出土事例

が少なく、稀少資料として重要である。

今後は、調査地の東側に展開する鷹ノ子新畑遺跡との関係や、新たな調査資料を加えて、鷹子町内の

中世集落の詳細を究明しなければならない。

【参考文献】

栗田正芳 1991「鷹ノ子新畑遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』松山市教育委員会・(財 )松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

栗田茂敏 1993「鷹ノ子新畑遺跡 2次調査地」『松山市埋蔵文化財調査年報V』 松山市教育委員会 。(財 )松山市生涯学

習振興財団埋蔵文化財センター

相原浩二 1995「鷹ノ子新畑遺跡 3次調査地」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅶ習松山市教育委員会 ,(財 )松山市生涯学

習振興財団埋蔵文化財センター
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遺構・遺物一覧 一凡例 ―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各掲載について

法  量  欄  ( ):復元推定値

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記 した。
例)口→口縁部、体→体部、底→底部。

胎土・焼成4Fu 胎土欄では混和剤を略記 した。

例)長→長石、石→石英、密→精製土。 ( )中 の数値は混和剤粒子の大 き
さを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)→「1～ 4 alm大の砂粒・長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表97 清一覧

鷹子町遺跡 2次調査地

溝

(SD)
地 区 断面形

規  模 (m)
長 さ × 幅 × 深 さ

方向 埋 土 出土遺物 時 期 備  考

1 Al～ B5 逆台形状 141× 02～ ■3× 002～ 01 東西 黒褐色土 な し 以前
SD2・ 3に切
られる。

2-① A3～ D3 逆台形状 137× 07～ ■2× 001～ 01 南北
暗褐色土

(黄色土混り)

土師

鉄製品
14c SDlを 切る。

2-C C2 C3 逆台形状 55× 02～ ■8× 002～ 005 東 西
暗褐色土

(責色土混り)
平瓦 14c

2-C B2～ C2・ C3 逆台形状 52× 03～ 09× 002～ 005 東西
暗褐色土

(責色土混り)
土 師

S P l13に 切 ら

れる。

A4～ D4 逆台形状 131× 05～ 11× 003～ 02 南北
暗褐色土

(黄色土混り)

土師 須恵

瓦・砥石・石鍋
SDlを 切る。

B5～ D4 逆台形状 72× 02～ 04× 001～ 007 南北 灰褐色土 土 師

表 98 土坑一覧

土坑

(SK)
地 区 平面形 断面形

規   模 (m)

長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(ド )
埋  土 出土遺物 時  期 備  考

l Cl 楕円形 逆台形状 31× ■4× 005～ 02 434
暗褐色土

(黄色土混り)
須恵・土師 14c

表99 SD2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施  支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

l 杯

径

径

高

口
底

器

(111)

(66)

245

土師器の邦である。底部は平

底である。底部の切 り離 しは

回転糸切り技法である。

ナデ ナ デ
乳黄色

乳黄色

石・長(1～4)

金

◎

SD2-C

こね鉢
底径 (77)

残高 30
東播系のこね鉢の底部である。
わずかに上げ底。

ヨコナデ ナ デ
灰色

灰色

石・長 (1)

金

◎

SD2 C

こね鉢
口径 (318)

残高 41
東播系のこね鉢である。口縁

部の上部が内方に立ち上がる。

◎ ヨコナデ

④ナデ
ヨヨナデ

灰色

灰色

石 ,長 (1)

金

◎

SD2-C

こね鉢
口径 (296)

残高  48

東播系のこね鉢である。口縁

部の上部が内方に立ち上がる。

注ぎ口がわずかに残る。

ヨコナデ ヨコナデ
黒灰色灰色

灰色

石 長 (1)

◎
SD2-①

5 土釜 残長  60 瓦質の上金の脚部である。 ナ デ ハクリ 黒色・灰褐色
石長(1～ 4)

◎
SD2-(⊃

6 こね鉢
口径 (295)

残高  22

東播系のこね鉢である。口縁

部の小片である。口縁部の上

部が内方に立ち上がる。

◎ヨコナデ

④ナデ
ヨコナデ

暗灰色・灰色

仄色

長 (1)

◎
SD2-C

8 皿

径

径

高

口
底

器

(76)

(56)

11

土師器の皿である。口縁部は

やや外反し端部は九い。lβ残

存である。

マメツ
Θ ヨコナデ

⑥ ナデ

乳褐色

淡灰褐色

石。長 (1)

◎
SD2(⊃
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表100 SD2出土遺物観察表 瓦製品

番号 種 類

法 量 調 整

色  調 胎  土 焼 成 備 考 図 版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(=) 凸  面 凹  面

7 平 瓦 細縄叩き 布目痕
凸乳灰色

凹淡灰色
密 ◎ SD2(D

遺 物 観 察 表

表101 SD3出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

9 杯
口径 (125)

残高  16
土師器のイである。体部は外

傾し、口縁端部は九い。小片。
ヨヨナデ ヨコナデ

乳白色

乳白色

石・長 (1)

◎
黒 斑

イ
口径 (134)

残高  27
土師器の杯である。体部は内

湾し、口縁端部は尖る。小片。
マメツ マメツ

橙掲色

橙褐色

長 (1)

◎

11 邪
口径 (134)

残高  24

土師器の杯である。体部上位で屈

曲し、口縁都はわずかに外反する。

端部は尖り気味に九い。小片。

ヨコナデ ヨヨナ デ
褐色

褐色

長 (1)
金

◎

杯
口径 (98)

残高  28

土師器の郭である。体部上位
で屈曲し、回縁部はやや外反

する。小片。

Θナデ

①ヨコナデ
◎ナデ

④ヨコナデ

乳黄色

乳責色

石・長 (1)
金

◎

辱
口径 (113)

残高  26

土師器の杯である。体部上位
で屈曲する。口縁端部は内傾

する。小片。

ヨコナ デ ヨコナデ
暗褐色

暗褐色

長 (1)

密

◎

杯
口径 (121)

残高  24

土師器のイである。林部はほぼ直

線的に開く。口縁部はほぼ直立し、
口縁端部は尖り気味である。

ヨヨナデ ヨヨナ デ
淡褐色

淡褐色

長 (1)

◎

イ
底径 (85)

残高  13

土師器の芥である。底部の切

り離 しは回転糸切 り技法であ
る。

ヨヨナデ ヨコナデ
乳褐色

乳褐色

長石
密
金
◎

皿

径

径

高

口
底

器

土師器の小皿である。口縁部
は外反し、端部は九 く仕上げ
る。1/6の残存。

ヨコナデ ヨヨナデ

淡明褐色

灰褐色

灰褐色

石・長 (1)

◎

土釜
口径 (265)

残高  54

土師器の三足付き土釜である。鍔
は短く水平にのびる。口縁部は内

傾し、端部は九く仕上げる。小片。

Θヨコナデ

④ナデ
ナ デ

灰黄色・

濃灰色

濃灰責色

石長(1～4)

金

◎

土 釜 残高  79
瓦質の上釜の脚部である。小

片。
ナ デ マメツ

黒色

(淡褐色 )

黒色

石長(1～4)

◎

こね鉢
口径  (28)

残高  57

東播系のこね鉢である。胴部
は直線的に外方向へ開く。国

縁部は上方にのび端部は九い。

ヨヨナデ ヨコナデ
灰色

灰色

密

◎

こね鉢
口径 (250)

残高  40

東播系のこね鉢である。胴部
は直線的に外方向へ開く。口

縁端部は丸い。

ヨコナ デ ヨコナデ
灰色

灰色

石(3)長 (1)

密

◎

こね鉢 残高  29
東播系のこね鉢である。胴部は

直線的に外方向へ開く。口縁部
は直立し、端部は丸い。月ヽ片。

ヨコナデ ナ デ
仄色

灰色

密

◎

杯
口径 (112)

残高  34

須恵器の高台杯である。口縁部はわ

ずかながらS字形のカープを描く。

外反し、日縁端部は尖り気味である。

回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

灰色

長 (1)

密

◎

甕
口径 (285)

残高  25

須恵器の甕である。口縁部は

外反し、口縁端部は玉縁状に

仕上げる。

回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

灰色

長 (1)

密

◎
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鷹子町遺跡 2次調査地

表 102 SD3出土遺物観察表 瓦製品

番号 種 類

法 量 調 整

色  調 胎 土 焼  成 備 考 図版

項書さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 凸  面 凹  面

瓦 糸田縄日「き 布目痕 灰  色 密 ◎

表103 SD3出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材   質
法 旦皇

備 考 図版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g)

石 鍋 口縁部 1/8 滑  石 (口径)(271) 残高 61 2112

砥  石 不  明 1095

表 104 SP出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面 :

色調
(内面 |

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

皿
口径 (72)

残高  13
土師器の皿である。口縁部は

丸い。底部は平底である。
ヨコナデ ヨコナデ

淡褐色

淡褐色

長 (1)

◎
SP 6

郭
口径 (126)

残高  28

土師器の邦である。体部は内

湾し、口縁はわずかに外反す

る。

マメツ ヨコナデ
乳白色

乳白色

石・長 (1)

◎
SP lユ

一望
底径 (81)

残高 44

須恵器の長顎重である。低し

高台が付 く。胴部は直線的 t

立ち上がる。

回転ナデ 回転ナデ
濃灰色

灰色

石・長 (1)

密

◎

SP 29

表 105 包含層および地点不明出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形  態 ・ 施 支
調 整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

面 内 面

14h身 残高  20
須恵器の邦身である。立ち上

が りは欠損。受部は、上外方

にひねりだされる。4ヽ片。

Θ回転ナデ

④回転ヘラ削り
回転 ナデ

灰色

灰色

長

密

◎

B地区

層不明

不
口径 (106)

残高  23
須恵器の高台イの底部である。

短い高台が付 く。
回転ナデ 回転ナデ

乳白色

乳白色

石・長 (1)

密

◎

第V層

地区不明

郭
径

高

口

残

土師器の杯である。体部は内

湾し、口縁部は直立する。口

縁は1/4の残存である。

ヨヨナデ ヨコナデ
乳黄色

乳責色

密

◎

B地区
E3区
第Ⅵ層

こね鉢
口径 (266)

残高  35

東播系のこね鉢である。口縁

部の上部が内向きに立ち上が

る。

回転ナデ 回転ナデ

暗灰色・

灰色

灰色

長 (1)

◎

B地区
E5区
層不明
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第 6章 おわりに

ここまでに、来住・久米地区における4遺跡の発掘調査結果について、個別に報告をした。最後に、

今回の成果を時代ごとに街潔にまとめてみることにする。

1 縄文時代
久米高畑遺跡35次調査地では、縄文時代晩期の上坑を確認した。第 4章 4旭 結ヽで触れられているよ

うに、久米高畑遺跡35次調査地の北に隣接する久米高畑遺跡26次調査地では完形に復元可能な深鉢

が土坑から出土し (註 1)、 晩期の遺構 と見られるものも幾つかある。このように複数の遺構や遺物

を伴った事例は、道後今市遺跡や運動公園関係遺跡に見られるが (註 2)、 松山平野では未だ数少な

く、稀少な資料と言える。

2 弥生時代
来住台地上には、弥生時代の遺跡は連綿と認められる。前期末葉～中期初頭の上坑は台地上で最も

多く検出されている遺構種と言えるが、今回の久米高畑遺跡27次調査地での検出により、同時期の集

落範囲が来住台地の北西端まで拡大していることを確認できた。後期初頭には久米高畑遺跡35次調査

地で竪穴式住居l■ 2棟を検出したが、この一帯では以前から中期後葉の遺物が多く出上しており、継

続的な集落形成を読み取る資料である。さらに、後期後葉では、西方の久米高畑遺跡27次調査地で竪

穴式住居址 2棟を、久米高畑遺跡10次調査地で土器棺 2基を検出していることから、来住台地北部に

形成された集落は、久米高畑遺跡35次調査地一帯から徐々に住居区域を西に移動していることを想定

させる資料を得ることになった。

さて、久米高畑遺跡27次調査地の前期末葉～中期初頭の土抗 S Kllか らは炭化材が出土し、樹種

同定と年代測定を試みた。その結果、炭化材はアカガシ亜属で、時期は最も古い値で紀元前 4C半、
最も新しい値でも2C前半となる。アカガシ亜属でいわゆるカシは、農耕具にも使用されている例が

前期中葉の山越遺跡の鍬で確認されているので (註 3)、 追認資料になる。年代測定は、松山平野で

は弥生時代の公表資料は少なく、ひとつの基準資料になるであり、最も確からしい年代は紀元前 2～

3世紀であろう。

3 古墳時代
5世紀後半～ 6世紀の竪穴式住居址や掘立柱建物址が、久米高畑遺跡27,35次調査地とで検出さ

れている。久米高畑遺跡27次調査地内では、竪穴式住居址から掘立柱建物址に選地を移行した様子が

伺えるが、これを直ちに竪穴式住居から掘立柱建物への移行と考えるには、調査範囲が十分でなく、

結論に至らない。

ところで、久米高畑追跡27次調査地の掘立柱建物址掘立 1は第 3章の報告では、廂付き建物として

位置づけされているが、建物規模が狭い感があり、今少し検討の余地はあろう。

さて、 6世紀後半～ 7世紀前半には、久米高畑追跡10次調査地で方形の周溝状遺構が存在する。そ

の内容と性格の候補は、既に第 2章で報告済みであるが、墳墓とするか祭祀関係遺構とするかは、特

-163-



お わ り に

定する資料に恵まれず、結論を出せないでいる。この後に記述する古代の区画溝とは9～ 10mの距離

にあり、方位性も概ね合う。したがって、この方形の周滞状は、古代の区画溝と某かの関係をもって

いたことは確かであろう。

古 代

久米高畑遺跡 10,27・ 35次調査地では、古代の方形区画滞の一部が検出された。この方形の区画

滞は 8世紀の正倉院を取り囲む施設で、久米高畑遺跡 10次調査地の溝 SDlは 区画溝の北西隅、久米

高畑遺跡 27次調査地の溝 SD6は 南西隅、久米高畑遺跡35次調査地のS D 10は 南東隅に近い東側の

溝の一部と見られている。そこで、区画溝の規模は溝のタト側を基準とすれば、西側は140.lm、 南側

は125,lmと なり、北側推定値は120.6m、 東側推定値は141.2mと なる (註 4)。

断面形態はいずれも逆台形で、久米高畑遺跡 35次調査地 S D10で は外側が二段掘状 (テ ラス状 )

に検出されている。溝の検出幅長は久米高畑遺跡 10次調査地の3.3mが最大である。溝の深さは、検

出面からの深さおよび溝基底面の標高値は一様ではなく、現状の地形に同調して概ね西側の久米高畑

遺跡 10次調査地が低 く、東側の久米高畑遺跡35次調査地が高くなり、標高差は2.4mと なる。

溝の埋土は、調査年次が異なり、現地での比較検討がなされていないこと、調査地間は100m以上

離れていることから、調査地間の厳密な相対比較は難しい。しかしながら、各調査地で幾つかに分層

されている埋上には類似傾向が認められ、最下部には黒色土や粘質上、中位付近以上には褐色土や礫

の混じることを指摘できる。ここで考えられることは、最下部には一定期間じめじめしていた上が存

在 していたことを示し、雨期や大雨での水たまり現象を読み取ることが出来、区画溝は基本的に空掘

であったことを想定させる資料である。

また、土層の堆積状況と共に土器の出土状況にも類似が認められた。基底部付近では土器は小片で

少なく、やや埋まった位置では 8世紀中葉の大型土器片や礫が出上し、その上に 9～ 10世紀の上器が

出土する。

したがって、区画溝の埋没過程は、 8世紀中葉もしくはそれまでに水や上で埋まり、続いて 8世紀

中葉には土器の廃棄にも使用され、 9～ 10世紀には溝の大半が埋まったことが推定されてくる。

なお、正倉院を含めた方形区画溝の評価は、近日刊行の概要報告に譲ることにする (註 5)。

区画溝の測量値一覧

調 査 地 検出長(m) 検出幅(m) 深さ(m) 基底部標高 (m) 備  考

10次東西 12.40-十 α 1.50 032 H.33.60～ 34.20

10次南北 17.50-■ α ０つ
υ
つ
υ 1.06 H.34.00

27シk 628-十 α 0.40-■ α 0.37 H.34.60

35次
7.15 2,15 0.46 H.36.10～ 36.18 テラス含む

2.00 100 1.30 H。35,90 テラス
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5 久米高畑遺跡10次調査地出土の古代仏教関係土製品について
ここで取り上げる土製品は、巻頭写真や第10図 に示したもので、西日本地方では稀少かつ貴重な資

料である。酷似する類例がないため、器種や部位については一つに限定出来なかったが、表面に刻み

出された長い半円文様は蓮の葉と見られ、この蓮弁文様から、仏教関係の資料と考えられるだろう。

ここでは幾つかの候補を上げ、資料の理解に努めてみたい。なお、本資料については、奈良国立博物

館や奈良文化財研究所等の先生方に指導を受けた。

l.建造物の飾 りとみる説。仏塔の相輪 (副鉢)、 屋根を飾る棟飾 り等の建物・建造物の一部分と

考える。

2.仏像ないし仏具の台座とみる説。焼成塑像 (註 6)の台座部分、もしくは仏具の台座とする。

仏像の台座とした場合、蓮華文様は朝鮮半島新羅の様式類似が認められる。日本での類例は、

長崎県対馬・法清寺菩薩立像の台座が上げられ、この仏像は三国時代新羅の伝承品とされてい

る (註 7)。

第103図 正倉院関係調査地位置図 (S=1:1,500)
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6中 世
中世の資料は少ないが、鷹子町遺跡 2次調査地では、平野では出土数の少ない滑石製鋼の破片が出

上し、稀少な資料が得られることになった。松山市が保管し、報告済みの資料は 6遺跡 6例あり、そ

のうちの 4点は転用品として、使用されていた。

滑石製石鍋一覧

遺 跡 名 遺 構 名 時 期 備 考 文  献

星ノ岡旗立B区 S B 04 ①(第 12図 2)

辻町 2次 B区第V層 転用品 ②(第 11図 31)

谷町 S D 13 14c代 転用品 ③(第 32図 106)

南江戸客谷 AttS D l 14c代 ④ (図 3-7)
北斎院地内 4次 SD6 15c後半 転用品 ⑤(第 99図 40)

筋違 L SK6 中世 転用品 ⑥(第 71図 379)

鷹子町 2次 SD3 14c代 (第 100図 25)

【文献】①森光晴編 1984『国道11号バイパス福音寺・星ノ岡・北久米遺跡』松山市教育委員会 ②河野史知・相原浩
二編 1995『辻町遺跡-2次調査地―』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

③相原浩二編 1998『和気・堀江の遺跡Ⅱ』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

④田城武志 ,加島次郎編 1999『松山市埋蔵文化財調査年報11』 松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター ⑤梅木謙一編 2001『斎院の遺跡Ⅱ』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵

文化財センター ⑥山之内志郎編 2001『福音寺地区の遺跡Ⅲ』松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

以上、久米高畑遺跡群 と鷹子町遺跡の主要な調査成果を取 り上げてた。なかでも、久米官衛群の正

倉院関係資料が提示出来たことは何よりの成果であつたと言えよう。

【註】

1.久米高畑遺跡26次調査地の上坑 S K21で深鉢・浅鉢・台石の出上がある。小玉亜紀子1997「久

米高畑遺跡26次調査地 (久米官衛遺跡群)」 『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅸ』松山市教育委員会・財団

法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

2.多田仁編

長井数秋1982「第 2章狩猟・漁猟の生活と文化」『愛媛県史原始 。古代 I』 愛媛県史編さん委員会

3.梅木謙―・武正良浩1998「山越遺跡 2次調査」F山越 。久万ノ台の遺跡』松山市教育委員会・財

回法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

4.近刊の久米官衡遺跡群の概要報告に準じている。担当の橋本雄一氏に協力いただいた。

5,平成16年度に、松山市教育委員会文化財課から発行 (予定)。

6。 ここでは便宜的に、土製の仏像で焼成した物を指す。

7.奈良国立博物館1996F東 アジアの仏たち』
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写 真 図 版



写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサ

ルフイルムで撮影し、3511111判で補足している。

使用機材 :

カメラ  トヨフイールド45A    レンズ  スーノ`―アンギュロン901ull他

アサヒペンタックス67        ペンタックス67 5511m他
ニコンニューFM2         ズームニッコール28～ 85mll他

フィルム 白 黒 プラスXパン・ネオパンSS・ アクロス

カラー エクタクロームEPP・ RDP Ⅲ

2. 遺物は、 4

使用機材 :

カメラ

レンズ

ス トロボ

スタン ド等

フィルム

×5判または 6× 9判で撮影した。すべて白黒フイルムで撮影している。

トヨビュー45G・ 69ロ ールフィルムホルダー

ジンマー S24011ull F 5.6他

コメット//CA 32・ CB 2400

トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101

白黒 プラスXパ ン・ネオパンアクロス

3.単色図版は、

使用機材 :

引伸機

レンズ

印画紙

4.製版

F口用」

用紙

製本

白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

ラッキー450A/1D。 90A/1S

エル・ニッコール 135也m F5.6A・ 5011ull F 2.8N

イルフォー ドマルチグレー ドⅣ RCペ ーパー

カラー図版 -175線、白黒図版 -150線

ォフセットF「刷

カラー図版― ニューVマ ットA版 86.5 kg使用

白黒図版― ニューVマ ットA版 86.5 kg使用

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 13 F報告書制作ガイド』

[大西朋子]
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久米高畑遺跡 10次調査地
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1.調査前の全景 (南東より)
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久米高畑遺跡35次調査地
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久米高畑遺跡35次調査地
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2.S D 10ベル ト土層 (北東より)
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1,S D10落 ち込み検出状況 (北 より)

2.S D10完掘状況 (北 より)
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久米高畑遺跡35次調査地
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鷹子町遺跡 2次調査地

擦豪.亀揚

1.掘削状況 (東 より)
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2.作業風景 (南西より)



鷹子町遺跡 2次調査地
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1.調査前の全景 (北東より)

2,C地 区SDl完掘状況 (南 より)
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鷹子町遺跡 2次調査地
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1。 SD2・ 3完掘状況 (西 より)


